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はじめに 

 本市は、「男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画行動計画を策定し、男女

が互いにその人権を尊重しつつ、責任を分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能

力を十分に発揮することができる男女平等社会の実現を目指しています。 

男女共同参画の推進にあたっては、毎年、前年度の個別事業の取組状況及び６つの目

標の達成状況を新潟市男女共同参画審議会に報告し、評価を受け、施策や事業の見直し

を行っています。 

本書は、令和６年度の市の取組状況とその評価について、年次報告としてまとめたも

のです。 

新潟市市⺠⽣活部男女共同参画課 
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１ 施策の体系 第4次新潟市男女共同参画行動計画（令和3年度～令和7年度）

具体的取組施策の方向

（1）男女共同参画推進のための意識啓発

女性に対する暴力の根絶と貧困等生活
上の困難への支援
　－ＤＶ対策の強化とあらゆる人権侵
害行為の防止－

6

仕事と生活の調和に向けた意識の啓
発

（1）

5

性に関する理解と生涯にわたる健康の
確保
　－「性と生殖に関する健康と権利
　（リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツ）」の尊重－

生涯を通じた健康づくりの支援

男女の人権の尊重と男女共同参画への
理解促進
 －男女の固定的な役割分担意識の解消
と多様な生き方の尊重－

（4）

（1）

（2）

（2）

（2）新潟市配偶者等からの暴力防止・被害
者支援基本計画

（3）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

（1）

（1）

（2）

関係機関や民間支援団体との連携の
強化

①関係機関・民間支援団体との連携体制の強化と協働の推進
②ＤＶ対応と児童虐待対応との連携強化

目標

1

2

3

4

①労働関係法令や制度の周知・調査　（目標１（１）③一部再
掲）
②企業における女性の活躍に向けた取組や情報開示の促進　（目
標２（２）①一部再掲）

①男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の構築
②防災体制における女性の参画拡大

※

ＤＶを容認しない社会づくりの推進
①ＤＶ防止の意識啓発の推進
②ＤＶ相談窓口の周知

①安全に安心して相談できる体制づくり
②相談従事者の研修の充実

ＤＶ被害者の保護体制と自立支援の
充実

①安全に配慮した保護体制の充実
②総合的な相談支援体制の充実
③自立支援策の充実

ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的
な支援体制づくり※

※新潟市配偶者等からの暴力防止・被害者支援基本計画

セクシュアル・ハラスメント、女性
に対する暴力防止対策の推進

①セクシュアル・ハラスメント等のハラスメントの防止　（目標
４（３）①再掲）
②女性に対する暴力防止の啓発や相談等の対策と安全な環境づく
り

配偶者暴力相談支援センターを中心
とした相談体制の充実

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の推進
—職業生活と家庭生活・地域活動との
両立を図るために必要な環境の整備—

①子育て支援策の充実
②介護サービス基盤の整備・充実
③地域で支える環境づくり
④ひとり親家庭等様々な困難を抱える人への支援の充実　（目標
６（３）一部再掲）

多様なライフスタイルに対応した子
育てや介護等に関する支援

性を理解・尊重するための啓発活動
の推進

①性に関する正しい知識と理解についての教育・学習機会の充実
②性と生殖の健康と権利に関する自己決定についての啓発活動の
充実

（1）

①働き方の見直しに関する啓発
②男女がともに働きやすい職場環境の整備促進
③男性の家庭生活・地域活動への参画促進　（目標１（３）①一
部再掲）

①セクシュアル・ハラスメント等のハラスメントの防止（目標６
（２）①一部再掲）

（3）

企業・団体・地域等における女性の
登用促進

①企業・団体・地域等への女性の参画拡大についての啓発（目標
３（１）②、（２）①一部再掲）
②女性のエンパワーメントの推進（目標３（３）①一部再掲）

①男女共同参画に関する調査、情報の収集・提供、支援
②メディアにおける男女の人権の尊重と男女共同参画の促進

①男性の多様な生き方・働き方についての啓発・支援（目標４
（１）③一部再掲）
②男性のための相談事業の実施・相談しやすい環境づくり

防災における男女共同参画の推進

働く場における男女共同参画の推進
－男女間格差の解消と女性活躍の推進
－

雇用の分野における男女の均等な機
会と待遇の確保

男女共同参画を推進する企業への支
援

①企業に対するインセンティブの付与等　（目標２（２）①一部
再掲）

（2）

①家庭・地域等への広報・啓発活動の推進
②保育・学校教育における男女平等教育の推進（目標３（３）③
一部再掲）
③職場における男女共同参画についての研修支援（目標３（１）
①一部再掲）
④男女共同参画を推進する人材の育成
⑤国際理解に基づく男女共同参画の推進

社会制度・慣行等の見直しと意識の
改革

男女共同参画に関する男性の理解の
促進

政策・方針決定の場への女性の参画促
進
－あらゆる分野における男女共同参画
の促進－

市の政策・方針決定過程への女性の
参画の拡充

①審議会委員等への女性の参画の拡充
②市女性職員の管理職等への登用推進

新
潟
市
女
性
活
躍
推
進
計
画

ハラスメントのない職場の実現

（3）
貧困等生活上の困難を抱える女性へ
の支援

①ひとり親家庭等様々な困難を抱える人への支援の充実　（目標
４（２）④再掲）

女性の個性と能力の発揮への支援

①女性の職業能力の開発機会の提供　（目標２（２）②再掲）
②再就職や起業の支援
③農業や自営業等、女性の参画が少ない分野での男女共同参画
（目標１（１）②一部再掲）

（3）

①生涯にわたる健康づくりのための支援
②こころとからだの相談体制の充実
③妊娠・出産等に関する健康支援
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【指標の分類】
　成果指標　計画期間中に達成すべき数値目標を設定し、事業実施による成果を測る指標
　参考指標　各目標に関連する状況を把握するため参考とするもので、数値目標を設定しない指標

分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

成
果 59.9% - - - - 61.6% 80％以上

成
果 65.0% - - - - 70.0% 80％以上

法律や制度 29.8% - - - - 30.6% 40％以上

社会通念・慣
習・しきたり 9.3% - - - - 13.0% 15％以上

家庭生活 32.9% - - - - 42.1% 40％以上

地域社会 29.1% - - - - 33.4% 40％以上

⼩学校３年生

⼩学校６年生

中学校２年生 62.0% 75.4% 62.1% 91.2% 89.7% 100.0% 70.0％

成
果 94.6% 91.7% 92.1% 96.8% 92.5% 86.2% 95.0％

⼩学校３年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

⼩学校６年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

中学校２年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

参
考 798人 621人 564人 771人 820人 738人 -

参
考 464人 531人 597人 734人 865人 1,194人 -

分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

成
果 42.9% ※1 42.9% 42.9% 41.9% 42.8% 42.7% 45％以上

成
果 1.2% ※1 1.2% 0.0% 0.0% 0.6% 1.2% 0％

成
果 15.2% ※2 15.2% 15.4% 16.3% 18.8% 20.6% 30％以上

成
果 18.0% 19.5% 20.2% 18.1% 18.3% 18.7% 20％以上

参
考 13　⼥性委員割合が45％以上の審議会等の割合 54.6% ※1 54.6% 55.8% 50.6% 52.9% 54.8% -

⼩学校・校⻑ 24.5% ※2 24.5% 26.2% 20.8% 19.8% 19.0% -

⼩学校・教頭 15.8% ※2 15.8% 18.4% 19.3% 20.4% 22.1% -

中学校・校⻑ 8.9% ※2 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% 7.1% -

中学校・教頭 9.8% ※2 9.8% 10.0% 6.7% 10.0% 10.0% -

参
考 15　⾃治会⻑・町内会⻑の⼥性割合 5.8% ※2 5.8% 6.5% 6.3% 6.8% 7.1% -

参
考 38人 44人 56人 68人 80人 97人 -

２ 指標の達成状況一覧

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
１

１　市⺠の性別役割分担意識「男は仕事、⼥は家庭（家事・育
児）」という考え方に反対する人の割合

２　「男⼥共同参画社会」という⽤語の周知度

成
果 ３　男⼥の地位の平等感

成
果

４　男⼥平等教育パンフレットを活⽤した保護者
啓発の割合

86.0%

８　アルザ情報（メール配信）登録数

90.0％

５　アルザにいがた講座利⽤者満⾜度

参
考

６　⼩・中学校の男⼥平等教育パンフレットを活
⽤した授業割合

７　アルザにいがた主催講座参加者数

82.2% 86.0% 99.1% 97.2% 100.0%

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
２

９　審議会等における⼥性委員割合

10　⼥性委員のいない審議会等の割合

11　市職員の管理職（課⻑以上）における⼥性の割合

12　市⽴学校園の⼥性管理職（校園⻑・教頭）の割合※⼩・
中学校、特別支援学校、高等学校、幼稚園

参
考

14　市⽴⼩・中学校の校⻑・教頭における⼥性
の割合

16　市防災⼠の会の⼥性会員数

「第４次新潟市男⼥共同参画⾏動計画」では、男⼥共同参画の推進に関する施策を着実に進めるため、６つの⽬標ごと
に達成度を測る成果指標と参考指標を設けています。
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分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

成
果 22.6% - - - - 30.6% 30％以上

成
果 80.4% ※3 - - 83.9% - - 85％

成
果 15.2% ※4 13.6% - - - - 30％

成
果 10.8% 11.7% 11.9% 12.1% 12.1% 10.9%

市内認定農
業者数の
15％以上

男性 79.1% ※3 - - 79.8% - - -

⼥性 46.1% ※3 - - 47.3% - - -

参
考 71.9 73,4 71.9 72.9 72.3 76.0 -

分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

成
果

218分
(⼥293)
(男75)

- - - -
184分
(⼥294)
(男110)

180分以内

成
果 8.4% 14.0% 24.3% 32.7% 39.6% 52.6% 30％

成
果 13.2% 22.0% 31.5% 47.7% 58.6% 64.7% 30％

成
果 11.9% ※3 - - 5.5% - - 5％

成
果 48.1% 55.9% 54.0% 57.4% 63.9% 64.6% 58.0％

成
果 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

参
考 385社 ※5 385社 423社 458社 498社 543社 -

参
考 30　要介護認定者数 45,450

人 ※6 45,450人 45,870人 45,713人 46,443人 47,605人 -

参
考 23.2% ※7 22.7% - - - - -

分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

成
果 88.8% - - - - 92.2% 100％

成
果 37.3% ※8 34.4% 37.0% 38.0% 39.1% 60％以上

成
果 23.1% ※8 16.0% 14.3% 15.7% 15.2% 60％以上

分
類

（参考）
令和２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

目標値
令和７年度

男性 31.2% - - - - 30.2% 35％

⼥性 49.0% - - - - 52.0% 70％

成
果 50.1% - - - - 44.9% 60％以上

参
考 1,814件 2,156件 1,930件 1,936件 2,512件 2,489件 -

参
考 5,693人 4,140人 4,735人 6,881人 7,882人 7,639人 -

26　週間就業時間が60時間以上の男性の割合

27　年次有給休暇取得率

28　保育所待機児童数

29　ハッピーパートナー企業登録数（新潟市）

31　職場で何らかのハラスメントがあると回答した⼥性の割合

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
３

17　職場における男⼥の地位の平等感

18　⼥性の有業率（25〜44歳）

19　⺠間企業の⼥性管理職⽐率

20　家族経営協定締結農家の割合

参
考 21　男⼥別正規従業員の割合

22　所定内賃⾦の男⼥格差

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
６

成
果

35　DV被害にあったときに実際に相談した人の
割合

36　DV被害にあったときの相談窓口を知っている人の割合

37　配偶者暴⼒相談支援センターで受けたDV相談の件数

38　デートDV防止セミナー受講者数

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
５

32　妊娠や出産にかかわる⼥性の健康と権利に配慮すべきである
と考える人の割合

33　新潟市国⺠健康保険加⼊者の特定健康診査受診率

34　新潟市国⺠健康保険加⼊者の特定保健指導実施率

項目 計画策定時
令和元年度

目
標
４

23　共働き夫婦の家事等平均時間の格差

24　男性の育児休業取得率

25　男性市職員の育児休業取得率

※１ 令和元年７⽉１⽇現在 ※２ 令和２年４⽉１⽇現在
※３ 平成２９年 ※４ 平成２７年 令和２年との⽐較のため訴求集計した不詳補完値 補完前は１５．４％
※５ 令和３年２⽉末現在 ※６ 令和２年１０⽉１⽇現在
※７ 平成２７年 ※８ 平成３０年度
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３ 目標別指標データ 
目標１ 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進 

 ―男女の固定的な役割分担意識の解消と多様な生き方の尊重― 

 

成果指標 １ 市民の性別役割分担意識 

 「男は仕事、女は家庭（家事・育児）」という考え方を否定する人の割合 

（目標値：80％以上） 

 
 

成果指標 ２ 「男女共同参画社会」という用語の周知度 

「男女共同参画社会」を知っている人の割合 

（目標値：80％以上） 

  

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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成果指標 ３ 男女の地位の平等感（「平等である」と考える人の割合） 

○法律・制度（目標値：40％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

○社会通念・慣習・しきたり（目標値：15％以上） 

  

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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○地域社会（目標値：40％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ４ 男女平等教育パンフレットを活用した保護者啓発の割合 

（目標値：小学校３年生・６年生 90％ 中学校２年生 70%） 

  
資料：新潟市教育委員会学校支援課調べ 
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成果指標 ５ アルザにいがた講座利用者満足度 

（目標値：95％） 

  
 

 

参考指標 ６ 男女平等教育パンフレットを活用した授業割合 

 
資料：新潟市教育委員会学校支援課調べ 
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成果指標 ７ アルザにいがた主催講座参加者数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 

 

成果指標 ８ アルザ情報（メール配信）登録数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 
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目標２ 政策・方針決定の場への女性の参画促進 

 ―あらゆる分野における男女共同参画の促進― 

成果指標 ９ 審議会等における女性委員の割合 

（目標値：45％以上） 

 
資料：新潟市男女共同参画課・行政経営課調べ 

 

成果指標 １０ 女性委員のいない審議会等の割合（目標値：0％） 

 
資料：新潟市男女共同参画課・行政経営課調べ 
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成果指標 １１ 市職員の管理職（課長以上）における女性の割合（目標値：30％以上） 

 

資料：新潟市人事課調べ 

 

成果指標 １２ 市立学校園の女性管理職（校園長・教頭）の割合（目標値：20％以上） 

  

資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 
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参考指標 １３ 女性委員割合が４５％以上の審議会等の割合 

 

資料：新潟市行政経営課調べ 

 

参考指標 １４ 市立小・中学校の校長・教頭における女性の割合 

 

市立小学校の校長・教頭における女性の割合 

 
 

資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 
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市立中学校の校長・教頭における女性の割合 

 

資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 

 

参考指標 １５ 自治会長・町内会長の女性割合 

 

資料：新潟市市民協働課調べ 
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参考指標 １６ 市防災士の会の女性会員数 

 

資料：新潟市防災課調べ 
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目標３ 働く場における男女共同参画の推進 

 ―男女間格差の解消と就業支援― 

成果指標 １７ 職場における男女の地位の平等感（「平等である」と考える人の割合） 

（目標値：30％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 １８ 女性の有業率（２５～４４歳） 

（目標値：85％） 

  

資料：就業構造基本調査 
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成果指標 １９ 民間企業の女性管理職比率 

（目標値：30％） 

  

資料：国勢調査 ※平成 27 年は不詳補完値 

 

 

成果指標 ２０ 家族経営協定締結農家の割合 

（目標値：15％以上） 

 

  

 

資料：新潟市農林政策課調べ 
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参考指標 ２１ 男女別正規従業員の割合 

 
資料：就業構造基本調査 

 

参考指標 ２２ 所定内賃金の男女格差（男性を１００とした場合の女性の割合） 

  
資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「厚生労働省 賃金構造基本統計調査 新潟市の概況」（令和元～6 年） 

「賃金労働時間等実態調査」（平成 29～30 年） 
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目標４ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

 ―仕事と家庭生活・地域活動とが両立できる環境づくりへの支援― 

 

成果指標 ２３ 共働き夫婦の家事等平均時間の格差（目標値：180 分以内） 

  

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ２４ 男性の育児休業取得率（目標値：30％） 

  

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市賃金労働時間等実態調査」 
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成果指標 ２５ 男性市職員の育児休業取得率（目標値：30％） 

  

資料：新潟市人事課調べ 

 

成果指標 ２６ 週間就業時間が６０時間以上の男性の割合（目標値：5％） 

 
資料：就業構造基本調査 
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成果指標 ２７ 年次有給休暇取得率（目標値：58％） 

  

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市賃金労働時間等実態調査」 

 

成果指標 ２８ 保育所待機児童数（目標値：0人） 

  

資料：新潟市保育課調べ 

参考指標 ２９ ハッピーパートナー企業登録数（新潟市） 
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参考指標 ３０ 要介護認定者数 

 

資料：新潟市介護保険課調べ 

 

参考指標 ３１ 職場で何らかのハラスメントがあると回答した女性の割合 

 

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市女性就労意識実態調査」 
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目標５ 性に関する理解と生涯にわたる健康の確保 

 ―「性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」の尊重― 

成果指標 ３２ 妊娠や出産にかかわる女性の健康と権利に配慮すべきであると考える人の割合 

（目標値：100％） 

 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
 

成果指標 ３３ 新潟市国民健康保険加入者の特定健康診査受診率 

（目標値：60％以上） 

 

資料：新潟市保険年金課調べ 
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成果指標 ３４ 新潟市国民健康保険加入者の特定保健指導実施率 

（目標値：60％以上） 

 

資料：新潟市保険年金課調べ 
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目標６女性に対する暴力の根絶と貧困等生活上の困難への支援 

 ―DV 対策の強化とあらゆる人権侵害行為の防止― 

成果指標 ３５ DV 被害にあったときに実際に相談した人の割合 

（目標値：男性 35％ 女性 70％） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ３６ DV 被害にあったときの相談窓口を知っている人の割合 

（目標値：60％以上） 

 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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参考指標 ３７ 配偶者暴力相談支援センターで受けた DV 相談の件数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 

 

参考指標 ３８ デート DV 防止セミナー受講者数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 
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４ 令和６年度実施事業の評価 

（１）評価方法 

■第１次評価（事業所管課による自己評価） 
「施策の体系」上の「具体的取組」の個別事業の評価 

 
【評価の視点】 

・事業内容  ・実績  ・行動計画の目標に対する効果・貢献した点 
・課題      ・対応の⽅向 

 
■第２次評価（男女共同参画課による評価） 

＜男女共同参画推進会議事務局として施策がどう行われたかなどについて評価する＞  
行動計画「施策の体系」上の「施策の⽅向」レベルでの評価 

 
【評価の視点】  

男女共同参画の視点を持って事業を実施したかや、行動計画の目標達成に向けた取組として
評価すべき点や課題など  

 
■第３次評価（男女共同参画審議会による評価） 

＜目標が達成されているか、達成のために何が必要かなどを外部から評価＞ 
行動計画「施策の体系」上の「目標」レベルでの評価 

 
【評価の視点】 

男女共同参画審議会委員の専門的見地からの事業全体を通した総括的な評価 
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（２）男女共同参画審議会による総評 

令和６年度となり、令和３年度から令和７年度を計画期間とする「第４次行動計画」
も終盤を迎えた。各所管課において行動計画に基づいた施策が実施され、着実に男女共
同参画の推進が図られてきた中、各目標の達成状況から、施策の効果や課題も見えてき
た。 

「目標１ 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進」については、各区と連携
し、地域で啓発事業を実施していることを評価する。成果指標「男女の地位の平等感」
は、全ての分野において計画策定時から上昇したものの、男女差が依然として大きく、
「男性優遇」と考える割合が未だに高い分野もあることから、学校内外におけるこども
の頃からの継続的な意識啓発とともに、今後も対象者のニーズに基づいたテーマ設定や
SNS の活用等、効果的な意識啓発の取組が必要である。 

「目標２ 政策・⽅針決定の場への女性の参画促進」については、⼀部の指標では若
干前年を下回っているが、女性の参画が徐々に進んでいることは評価できる。今後は、
女性管理職が家庭と仕事の両立をしながら働けるような⽀援や体制整備など、組織とし
ての取組が重要である。防災については、市防災士の会の女性会員数が増加した点を評
価する。防災分野のさらなる男女共同参画推進のため、引き続き女性防災士を増やす取
組や、女性の視点からの避難所運営マニュアル等の見直しを行う必要がある。 

「目標３ 働く場における男女共同参画の推進」については、「職場における男女の
地位の平等感」の数値が上昇し、目標を達成したことは評価できる。また、企業向けセ
ミナーの開催や各種表彰制度の実施は、働く場における男女共同参画の推進にとって有
効であると評価する。今後は、育児や介護等をきっかけに⼀度離職した女性が再就職し、
その能力を活用するための⽀援や、正規雇用への転換に関する⽀援などについて、より
⼀層の取組が必要である。また、離職を防ぐための対策も重要であり、取組を進める必
要がある。 

「目標４ 仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進」については、男
性の育児休業取得率が大幅に上昇したこと、男性の育児休業取得促進事業奨励金の制度
周知が図られたことを評価する。⼀⽅で、従業員の育児休業取得が少ない事業主への働
きかけや、育児休業の質を高めることが課題である。また、介護サービスの充実が図ら
れた⼀⽅、高齢者の増加により需要が多く、ヘルパーの不足が課題である。 
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「目標５ 性に関する理解と⽣涯にわたる健康の確保」については、性に関する正し
い知識の普及の機会を確保し、性・健康・こころの問題についての意識啓発及び理解促
進に努めたことを評価する。今後は、予期せぬ妊娠への適切な対応やインターネットを
介した性被害に関する情報提供を行う必要がある。また、ライフステージごとの健康⽀
援に取り組んでいることを評価する。⼀⽅で、成果指標である特定健診の受診率は目標
未達成であることから、引き続き受診を促す仕組みづくりが必要である。 

「目標６ 女性に対する暴力の根絶と貧困等⽣活上の困難への⽀援」については、Ｄ
Ｖへの理解や相談窓口の周知のため、啓発リーフレットやカード配布の取組を評価する
が、啓発に関する成果指標はいずれも目標値に達しておらず、効果的な広報が必要であ
る。増加するＤＶ相談や困難な問題を抱える女性からの相談に迅速に対応するため、人
材育成、相談体制の強化、関係機関や⺠間団体との連携、協働が⼀層必要である。女性
つながりサポート事業による相談者⽀援やひとり親家庭に対する⽀援など、多様な相談
者に対する⽀援の充実が必要である。 

令和６年度は、「男女共同参画に関する基礎調査」を実施し、家庭⽣活における男女
の地位の平等感など、新たに数値目標が達成となった項目もあった。⼀⽅、依然として
目標の達成には至らない項目も見られたため、今後、その原因を整理・把握するととも
に、事業評価の内容も反映させ、第４次新潟市男女共同参画行動計画に基づいた男女共
同参画の取組を強化してほしい。 
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（３）男女共同参画課及び男女共同参画審議会による評価（第２次・第３次評価） 
 

 
  

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

固定的な性別役割分担を
反対する人の割合

80%
以上

59.9% - - - - 61.6% 男女共同参画に関
する基礎調査

「男女共同参画社会」と
いう用語の周知度

80%
以上

65.0% - - - - 70.0% 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
法律・制度

40%
以上

29.8% - - - - 30.6% 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
社会通念など

15%
以上

9.3% - - - - 13.0% 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
家庭生活

40%
以上

32.9% - - - - 42.1% 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
地域社会

40%
以上

29.1% - - - - 33.4% 男女共同参画に関
する基礎調査

男女平等教育パンフレッ
トを活用した保護者啓発
（小３・小６）

90.0% 86.0% 82.2% 86.0% 99.1% 97.2% 100.0% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
トを活用した保護者啓発
（中２）

70.0% 62.0% 75.4% 62.1% 91.2% 89.7% 100.0% 学校支援課

アルザにいがた主催講座
参加者満足度

95.0% 94.6% 91.7% 92.1% 96.8% 92.5% 86.2%
男女共同参
画課

参考指標

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（小３） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（小６） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（中２） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

アルザにいがた主催講座
参加者数

- 798人 621人 564人 771人 820人 738人
男女共同参
画課

アルザ情報メール登録者
数

- 464人 531人 597人 734人 865人 1,194人
男女共同参
画課

目標1 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進
  −男女の固定的な役割分担意識の解消と多様な生き⽅の尊重−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1）

実績 出典

28



 

 

 
 

■主な事業 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

○アルザにいがたでは 12 講座を開催し、延べ 738 人が参加した。地域においても、公⺠館主
催講座や各区男女共同参画地域推進員による企画事業を行った。 

○学校において男女平等教育パンフレットを活用した教育を実施し、対象学年の活用率は
100％であった。保護者への啓発も行うよう校⻑会で周知し、実施率は 100％となった。 

○市職員に対して新任職員研修、管理職向け研修、階層別研修などで機会を捉えて男女共同参
画に関する研修を行い、また、アルザにいがた企画委員や各区地域推進員などに対してアル
ザにいがた主催講座で基礎研修を行った。 

（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
〇次期男女共同参画行動計画策定の基礎資料とすることを目的に、「男女共同参画に関する基

礎調査」を実施した。 
○情報モラル教育に関する教職員研修を行うとともに、情報モラル教材「GIGA ワークブック

にいがた」を作成し、こどもたちの情報モラルの育成を図った。 
（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 

○アルザにいがた主催講座で男性の多様な⽣き⽅について啓発したほか、男性専用の電話相談
を行った。 

〇情報紙「アルザ」において、「パパの子育て」を特集テーマとし、男性の家事・育児参画の必
要性などについて周知・啓発した。 

 

■成果と課題 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

〇アルザにいがたの主催講座のほか、公⺠館の主催講座や各区地域推進員による企画事業を実
施し、男女共同参画行動計画に沿った様々なテーマで幅広い層に学習機会を提供することが
できた。 

〇成果指標である男女の地位の平等感は、全ての場面・分野で計画策定時より向上したものの、
家庭⽣活以外の場面・分野においては目標を達成できなかった。引き続き、あらゆる人を対
象に、様々な場面で、男女共同参画に関する理解を深め、定着させるための広報・啓発活動
を展開していくことが必要である。 

（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
〇「男女共同参画に関する基礎調査」の結果の⼀部を情報紙「アルザ」の特集で取り上げ、男
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女共同参画に関する市⺠の意識と実態について、市⺠へ情報提供を行った。 
○男女共同参画に関する基礎調査では、男女の地位の平等感の中で「社会通念や慣習、しきた

り」の項目が低い状況であった。男女いずれにも幼少の頃から⻑年にわたり形成された性差
に関する無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）があり、⾃身の思い込みへの気づ
きを促していくことが必要である。 

（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 
〇子育て期の男性向けの講座は参加者の満足度も高く、子育て中の男性同士が家事や育児、働

き⽅などについて話し合う機会を提供することができた。 
〇定年期の男性向けの講座では、周りの人たちとの関わり⽅を見直すきっかけとするため、ジ

ェンダーの視点から暮らしの中の問題点について考え、楽しく⽣きるための⽅法について学
ぶ機会を提供した。 

 

■今後の対応 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

○意識啓発の事業については、テーマや開催⽅法を検討し、あらゆる人への意識啓発とともに、
更に理解を深めていく内容の講座も実施していく。 

〇職場における男女共同参画を推進するために、男性の育児休業取得促進など各企業等が主体
的に取組を行うよう、引き続き情報提供等を行う。 

○市職員に対しても引き続き啓発を行い、施策の企画・実施に男女共同参画の視点を持つよう
働きかける。 

（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
○ジェンダー統計の収集を行い、またその時々に必要な男女共同参画に関する情報を、時機を

捉えて発信し、幅広い世代の市⺠に対し啓発を続けていく。 
（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 

○引き続き、興味を引くテーマや内容で多くの男性の参加につながるような講座を実施し、性
別役割分担意識を解消するとともに、多様な⽣き⽅・働き⽅についての啓発を進める。 

 

 
 
〇成果指標「男女の地位の平等感」は、全ての分野において計画策定時から上昇し、家庭⽣活に

おける男女の地位の平等感については目標を達成した。しかし、男女差が依然として大きく、
社会通念や慣習、しきたりの分野では、「男性優遇」と考える割合が未だに高いことから、効果
的な意識啓発の取組が必要である。 
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〇性別による固定的な役割分担意識の解消のために、アンコンシャス・バイアス（無意識の思い
込み）の見える化や気づきを深める工夫が必要である。 

〇小中学⽣、保護者ともに、男女平等教育パンフレットを活用した啓発の実施率が 100％であっ
たことを評価する。有効的な活用⽅法により、継続実施してほしい。 

〇学校外における若年層への啓発についても、継続的な取り組みが必要である。 
〇各区と連携し、地域で啓発事業を実施していることを評価する。中でも、育児休業明けを想定

した講座の開催は、男性の育児参画に気づきを促し、子育て世代のニーズに適している。 
〇パンフレットや市報などの紙媒体のみでなく、LINE などの SNS による発信は、幅広い世代に

伝える⼿段として適している。今後も積極的に SNS を活用し、多くの市⺠の目に触れるよう周
知に努めてほしい。 

〇講座の開催にあたっては、対象者のニーズに基づいたテーマ設定やオンラインの活用による実
施に引き続き取り組んでほしい。 

〇講座満足度の向上のために、参加者の意見を分析するとともに、フォローアップの導入も検討
してほしい。 

○市職員の男女共同参画に関する意識を高めるよう、より⼀層効果的な研修を継続して実施して
ほしい。 

〇男女共同参画推進のため、各企業が主体的に取り組むよう情報提供を行う働きかけは、少しず
つ成果が表れていると思う。特に、管理職への浸透が重要であり、情報提供をより具体的に行
い、より強く働きかける必要がある。 
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■主な事業 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等への女性の参画を推進するため「新潟市附属機関等への女性委員の登用推進要綱」
に基づき、委員改選時の事前協議の徹底と進行管理を行った。 

〇⼀定の年齢層の職員に対し、所属⻑から今後のキャリアデザインを助⾔する機会を新たに設
けた。 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

審議会等における女性委
員割合

45%
以上

42.9% 42.9% 42.9% 41.9% 42.8% 42.7% 行政経営課

女性委員のいない審議会
等の割合

0% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.6% 1.2% 行政経営課

市職員の管理職（課⻑以
上）における女性の割合

30%
以上

15.2% 15.2% 15.4% 16.3% 18.8% 20.6% 人事課

市立学校園の女性管理職
（校園⻑・教頭）の割合
※小・中学校、特別支援
学校、高等学校、幼稚園

20％
以上

18.0% 19.5% 20.2% 18.1% 18.3% 18.7% 学校人事課

参考指標

女性委員割合が45％以上
の審議会等の割合

- 54.6% 54.6% 55.8% 50.6% 52.9% 54.8% 行政経営課

市立小学校
校⻑の女性割合

- 24.5% 24.5% 24.5% 20.8% 19.8% 19.0% 学校人事課

市立小学校
教頭の女性割合

- 15.8% 15.8% 18.6% 19.1% 20.4% 22.1% 学校人事課

市立中学校
校⻑の女性割合

- 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% 7.1% 学校人事課

市立中学校
教頭の女性割合

- 9.8% 10.0% 10.0% 6.7% 10.0% 10.0% 学校人事課

⾃治会⻑・町内会⻑の女
性割合

- 5.8% 5.8% 6.5% 6.3% 6.8% 7.1% 市⺠協働課

市防災士の会の女性会員
数

- 38人 44人 56人 68人 80人 97人 防災課

※１ 令和2年7月1日現在  ※２ 令和2年4月1日現在 
※３ 過去の数値に誤りがあったため、修正した数値を掲載

目標2 政策・⽅針決定の場への女性の参画促進
  −あらゆる分野における男女共同参画の促進−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1）

実績 出典

※1

※1

※2

※1

※2

※2

※2

※2

※2

※3

※3 ※3

※3
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〇市の施策や⽅針決定過程への女性の参画を促進するため、女性の係⻑への積極的な登用を図
った。 

〇市立学校園における女性管理職の登用推進に向けて、女性教員が学校運営の⼀翼を担う組織
づくりを推進した。 

（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 
○総合評価⽅式・プロポーザル⽅式による入札において、ワーク・ライフ・バランスや女性登

用の推進に対して評価する入札を 10 件実施した。 
○女性の参画拡大に向けて、「女性の起業を⽀援する講座」を開催した。 

（３）防災における男女共同参画の推進 
○男女の視点の違いなどに気づき、平時から地域防災活動へ役立ててもらうために「多様な視

点を活かした防災力アップ講座」を開催した。 
○備蓄整備計画に基づき、⽣理用品などの計画数確保に向けた調達や分散備蓄を行った。 
〇「新潟市防災士の会」の女性部会において、女性目線の防災⼿帳の作成や女性防災士同士で

意見や課題を共有する場の設置、スキルアップ研修を開催した。 

 
■成果と課題 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等の女性委員割合は、令和６年度が 42.7％で令和５年度の 42.8％から 0.1 ポイント
減少した。また女性委員のいない附属機関等が 2 件となった。引き続き、附属機関等に関す
る調査結果を全庁で共有するとともに、女性委員の選任についてより⼀層強く呼びかけるこ
とが必要。 

〇⼀定の年齢層の職員に対する所属⻑からのキャリアデザインに関する助⾔により、職員のキ
ャリア形成の意識醸成を図った。 

○女性職員の登用を積極的に行い、女性の管理職割合は前年度を 1.8 ポイント上回った。また
係⻑への女性登用率は前年度を 0.8 ポイント上回った。 

〇市立学校園の女性管理職（校園⻑・教頭）の割合は前年度を 0.4 ポイント上回った。また教
頭志願者に占める女性の割合は前年度を 5.7 ポイント上回り、教頭昇任者に占める女性管理
職の割合は前年度を 2.7 ポイント上回った。 

（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 
○入札等におけるインセンティブの付与や表彰制度等により、企業における男女共同参画推進

の動機付けができた。 
○女性の起業に関する講座を開催し、女性の参画拡大に向けた啓発を行うことができた。 

（３）防災における男女共同参画の推進 
○防災活動において、女性視点や男女ともに対話することの重要性を理解するきっかけを提供
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することができた。 
○男女のニーズに応じた最低限の備蓄物資を確保することができた。備蓄物資のうち、能登半

島地震でも課題となった女性用品や乳幼児用品などを拡充する必要がある。 
○「新潟市防災士の会」の女性部会において、女性防災士同士での意見交換する場の設置やス

キルアップ研修の開催により、士気の向上や女性が参画しやすい体制の構築を図ることがで
きた。また女性部会員数が前年度比 17 名増となった。 

 

■今後の対応 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等への女性委員の登用については、令和 7 年度の目標達成に向け策定した計画の進
行管理及び呼びかけを行う。また改選時期を迎える附属機関等について、事前協議書の提出
前に取組内容のヒアリングを実施し、女性委員の登用を推進する。 

〇女性の管理職の増加につながるよう、引き続きキャリア開発や昇任への意識向上につながる
取組を行う。 

○女性職員のさらなる登用を図るとともに、仕事と⽣活の両立ができる職場環境づくりを行う。 
○引き続き、女性教員が主任等として学校運営の⼀翼を担う組織づくりを推進していくととも

に、管理職として働きやすい環境の実現に向け働き⽅改革に取り組んでいく。また女性管理
職の割合の拡大に向け、教頭等選考検査における女性教員の新規受験者数の増加を図る。 

（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 
○引き続き、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスの実現に積極的に取り組む企業への優

遇措置の検討と、優遇措置制度に関する周知を行う。 
（３）防災における男女共同参画の推進 

○女性用品や乳幼児用品等の備蓄物資を拡充し、避難所への配備を進めていく。 
〇「新潟市防災士の会」において、女性防災士などと連携しながら、引き続き女性が参画しや

すい体制の構築を図る。 
 

 
 

〇成果指標がいずれも達成していないことは課題である。原因を調査・分析し、取組を強化させる
必要がある。 

〇⼀部の指標では若干前年を下回っているが、女性の参画が徐々に進んでいることは評価でき
る。今後は、単に女性管理職数を増加させるだけでなく、女性管理職が家庭と仕事の両立をし
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ながら働けるような⽀援や体制整備など、組織としての取組が重要である。また、⺠間に対し
てもその取組について、積極的に発信していくことが必要である。 

〇小・中学校の校⻑・教頭の女性割合が低く、特に中学校が低い。管理職の業務負担が大きいこ
となども⼀つの要因として考えられるため、管理職として働きやすい職場づくりを進めること
が必要である。 

〇引き続き、入札等におけるインセンティブの付与や表彰制度等について、広く周知していく必
要がある。 

〇市防災士の会の女性会員数が増加した点を評価する。防災分野のさらなる男女共同参画推進の
ため、引き続き女性防災士を増やす取組が必要である。 

〇女性視点での防災研修会が増え、避難所運営に女性リーダーが必要であることが伝わってきて
いると思う。 

〇避難所の備蓄として女性用品等の整備を進めることは大切である。女性の視点からの避難所運
営マニュアル等の見直しを行い、災害時にも安心して利用できる環境の整備が必要である。 
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※３ 平成２９年 

※４ 平成２７年 令和２年との比較のため遡及集計した不詳補完値 補完前は１５．４％ 
※５ 主な項目の集計結果に含まれる「不詳」をあん分等により補完して算出した数値 

 

 

 
■主な事業 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトを運営し、各種制度や公的機関の相談窓
口、法改正の情報など、企業や働く人などに向けた総合的な情報発信を行った。 

○企業の経営者や管理職を対象に、女性活躍やワーク・ライフ・バランス推進の重要性などを
テーマにしたセミナーを開催した。 

〇賃金労働時間実態調査を行い、市内事業所における労働条件等について調査を行った。 
（２）男女共同参画を推進する企業への支援 

○ワーク・ライフ・バランスや男女共同参画の推進に取り組む企業を評価するため、「新潟市働
きやすい職場づくり推進企業表彰制度」を実施し、先駆的な取組を行う企業を表彰した。 

○令和７・８年度の入札参加資格者名簿の定期申請時に、就業規則等に育児休業や介護休業制
度を規定している企業及び「新潟市働きやすい職場づくり推進企業表彰」を受けた企業に対
して主観点を加算した。 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

職場における男女の地位
の平等感

30%
以上

22.6% - - - - 30.6% 男女共同参画に関
する基礎調査

女性の有業率（25〜44
歳）

85.0% 80.4% - - 83.9% - -
就業構造基
本調査

⺠間企業の女性管理職⽐
率

30.0% 15.2% 13.6% - - - - 国勢調査
（不詳補完値）

家族経営協定締結農家の
割合

市内認定農業者
数の15%以上 10.8% 11.7% 11.9% 12.1% 12.1% 10.9% 農林政策課

参考指標

正規従業員の割合（男
性）

- 79.1% - - 79.8% - -
就業構造基
本調査

正規従業員の割合（女
性）

- 46.1% - - 47.3% - -
就業構造基
本調査

所定内賃金の男女格差 - 71.9 73.4 71.9 72.9 72.3 76.0
賃金構造基
本統計調査

目標3 働く場における男女共同参画の推進
  −男女間格差の解消と女性活躍の推進−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1）

実績 出典

※３

※４

※５

※３

※３
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〇価格以外の要素を評価項目に加える総合評価⽅式・プロポーザル⽅式による入札を行う際に、
価格や技術の評価点に加えて、ワーク・ライフ・バランス等の推進の取組みを社会的評価点
として加えるよう庁内の各所属に依頼した。 

（３）女性の個性と能力の発揮への支援 
○起業を目指す女性を対象に、起業⽅法や⽀援制度を学ぶ講座や起業相談を実施した。 
○再就職や⾃分らしい働き⽅を考えたい女性を対象にセミナーを開催し、多様な働き⽅の情報

を提供した。また企業向けに、改正育児・介護休業法に関するセミナーを開催した。 

 
■成果と課題 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○専用ウェブサイトを活用し、女性活躍やワーク・ライフ・バランス、働きやすい職場環境づ
くりに関する情報などを提供することで、女性活躍に向けた意識啓発を行うことができた。 

○企業の経営者や管理職向け研修会の参加者に実施したアンケートによると、参加者の９割以
上がワーク・ライフ・バランスの推進に前向きになったと回答しており、研修会の開催によ
り、育児・介護休業を取得しやすい職場環境づくりに寄与することができた。 

〇市内事業所における労働条件等について把握し、各種施策の基礎資料として関係機関に情報
提供することができた。 

（２）男女共同参画を推進する企業への支援 
○表彰制度の活用を促すことで、男女共同参画の推進やワーク・ライフ・バランスの実現に向

けて積極的な企業の取り組みを発信することができた。 
〇市の入札において優遇措置を設けることで、女性の参画が進んでいない分野にも男女共同参

画の意識付けをすることができた。 
○入札を行う際に、ワーク・ライフ・バランス等の推進の取組みを社会的評価点として加える

よう庁内の各所属に依頼し、令和６年度は 10 件の実績があった。 
（３）女性の個性と能力の発揮への支援 

〇起業を目指す女性が起業プランを考え、起業⽅法や⽀援制度について学ぶ機会を提供するこ
とができた。また事業計画の策定⽀援等、具体的な相談内容に応じた伴走型でのサポートを
行うことができた。 

〇再就職を考えている⽅、⾃分らしい働き⽅を見つけたい、考えたい⽅に多様な働き⽅に関す
る情報を提供することができた。また企業に対しては改正育児・介護休業法についての周知・
広報を行うことできた。 
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■今後の対応 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○関係機関と連携し、専用ウェブサイトや各種媒体を有効に活用しながら女性活躍推進に向け
た意識啓発を図る。 

○男女共同参画の視点に立った労働観の形成を促進するために、企業の経営者や管理職向けの
研修会を引き続き開催する。 

○賃金や労働条件等についての各種調査により労働者の実態を把握し、男女ともに働きやすい
職場環境づくりに向けた啓発を行っていく。 

（２）男女共同参画を推進する企業への支援 
〇表彰制度の活用を促すとともに、専用ウェブサイト等を活用しながら情報提供に努め、男女

共同参画の推進やワーク・ライフ・バランスの実現に向けた意識啓発を行う。 
○入札におけるインセンティブ付与について、各所属に対して積極的に働きかけを行う。 

（３）女性の個性と能力の発揮への支援 
〇女性の起業を⽀援する講座で、起業の不安を軽減させるために、基礎知識を学ぶ機会を提供

するとともに、引き続き参加者同士で情報交換する場を提供する。 
〇多様な働き⽅が広がり、多様な人⽣プランがある中、ニーズを捉え、再就職や働き⽅の不安

を解消できるよう、セミナー内容の充実を図る。 
 

 
 
〇「職場における男女の地位の平等感」の数値が上昇し、目標を達成したことは評価できる。各

種事業の効果とみられる。 
〇ウェブでの啓発は重要で、働き⽅改革関連の情報をまとめた専用ウェブサイトの内容は充実し

ている。ただし、いかに見てもらうかの誘導策に工夫が必要である。 
〇企業の経営者や管理職向けに労働関係法令や各種制度に関する研修を行うなど、積極的に情報

提供を行っていることは評価できる。 
〇企業向けセミナーの開催や各種表彰制度の実施は、働く場における男女共同参画の推進にとっ

て有効であると評価する。更なる意識醸成のため、働き⽅改革をけん引する社内人材の養成講
座や個別の企業コンサルティングの実施などを検討すべきである。 

〇働く場における女性活躍の推進のためには、就業中の女性に対する取組だけでなく、育児や介
護等をきっかけに⼀度離職した女性が再就職し、その能力を活用するための⽀援や、正規雇用
への転換に関する⽀援などについて、より⼀層の取組が必要である。⼀⽅で、離職を防ぐため
の対策も重要であり、取組を進める必要がある。 
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〇起業を目指す女性へのサポートは重要であるが、実際に起業に結び付いていない原因を分析し
てほしい。 
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※６ 平成２９年 

※７ 令和３年２月末現在 
※８ 令和２年１０月１日現在 

※９ 平成２７年 
 

 

 
■主な事業 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○男性の育児休業取得を促進するため、取得者本人へ奨励金を⽀給した。⽀給件数は 201 件と
前年度の実績（155 件）を上回った。 

○新潟市働きやすい職場づくり推進企業表彰制度を実施し、市報にいがたやホームページで、
企業の好事例を広く周知した。また、働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトを
活用し、先駆的な取り組み事例や仕事と⽣活の両立⽀援に取り組むための助成金などについ
て紹介した。 

〇男女共同参画推進センターで、子育て期の男性が主体的に家事・育児に関わることを目的に

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

共働き夫婦の家事等平均
時間の格差

180分
以内

218分 - - - - 184分 男女共同参画に関
する基礎調査

男性の育児休業取得率 30% 8.4% 14.0% 24.3% 32.7% 39.6% 52.6% 賃金労働時間
等実態調査

男性市職員の育児休業取
得率

30% 13.2% 22.0% 31.5% 47.7% 58.6% 64.7% 人事課

週間就業時間が60時間以
上の男性の割合

5% 11.9% - - 5.5% - -
就業構造基
本調査

年次有給休暇取得率 58.0% 48.1% 55.9% 54.0% 57.4% 63.9% 64.6% 賃金労働時間
等実態調査

保育所待機児童数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 幼保運営課

参考指標

ハッピーパートナー企業
登録数（新潟市）

- 385社 385社 423社 458社 498社 543社 新潟県

要介護認定者数 - 45,450人 45,450人 45,870人 45,713人 46,443人 47,605人 介護保険課

職場で何らかのハラスメ
ントがあると回答した女
性の割合

- 23.2% 22.7% - - - -
女性就労意
識実態調査

目標4 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
−職業生活と家庭生活・地域活動との両立を図るために必要な環境の整備−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績

※6

※7

※8

※9
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講座を開催し、家事・育児分担について考えるきっかけや、子育て中の同年代の男性が悩み
や子育てについて話す機会を提供した。また、定年期の男性を対象にした講座では、ジェン
ダーの視点から暮らしの中の問題点について考え、楽しく⽣きるための⽅法について学ぶ機
会を提供した。 

○公⺠館 6 館で男性の家庭⽣活への関わり向上を目的とした講座等を開催し、延べ 519 人が参
加した。 

○令和６年度の男性の育児休業取得率は 52.6％と前年度から 13 ポイント上昇した。 
○男性市職員の育児休業取得について、取得率が 64.7％と前年度から 6.1 ポイント上昇した。 
○年次有給休暇の取得率が 64.6％と前年度から 0.7 ポイント上昇した。 

（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 
〇就労する保護者の増加や就労形態の多様化に対応するため、休日保育や病児・病後児保育事

業などを実施し、子育てと仕事の両立を⽀援した。 
〇各区役所健康福祉課において、こども家庭相談員などによる相談を実施した。また、相談員

の資質向上に向け、区同士の情報共有などの横の連携強化や法律研修を実施した。 
○放課後児童クラブについて、３クラブを整備したほか、学校の余裕教室や体育館、グラウン

ドなどの積極的活用を行うことで狭あい化解消に努めた。また、こどもふれあいスクール事
業を 64 校で実施し、延べ 92,792 人の児童参加があった。 

○保育付き講座等の開催により、子育て中の保護者への学習機会の提供を行った。また、公⺠
館で保育者の研修・交流会を実施し、保育室運営の質の向上を図った。 

○高齢者の相談窓口、介護保険制度に関する情報提供のため、働く人のためのオンラインセミ
ナーを開催した。また認知症対応への理解を深めるための市⺠講座を開催した。 

○各区に配置した⺟子・⽗子⾃立⽀援員が、⽣活全般を⽀援する視点で相談業務を行い、ひと
り親の早期⾃立を図った。また、ひとり親家庭相談会を開催することで、ひとり親家庭の抱
える問題解決を⽀援し、⾃立と⽣活の安定を⽀援した。 

（３）ハラスメントのない職場の実現 
○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトを開設しており、同サイトにおいてハラ

スメント対策についてのコンテンツを掲載した。 

 
■成果と課題 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○男性の育児休業取得促進事業奨励金の⽀給要件である職場内での育休の制度周知や体験記
の共有、市ホームページでの発信により、育児休業取得促進に関する啓発を行った。また、
申請数 201 件のうち、88 件が初めての会社からの申請であったことから、育児休業を取得
しやすい環境づくりが市内企業で広がっているものと推察される。 
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○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにて、仕事と育児・介護との両立⽀援に
ついて紹介した。また、育児・介護休業法の法改正に関するセミナーや努力義務化される「テ
レワーク」の導入にかかるセミナーを開催した。 

○公⺠館の講座では、休日開催の回を設けたり、オンラインでの開催を行うなど、パートナー
も⼀緒に参加できるよう工夫し、男性の家事・育児への参画をより⼀層推進するための意識
啓発を行うことができた。 

○子が⽣まれる予定の男性市職員に出⽣予定日連絡票の提出を促し、育休を取得しない場合の
理由欄等を記述してもらうことにより、所属⻑等が課員に子育て目的の特別休暇及び育児休
業対象者がいることを把握するとともに、育児休業を取得しやすい環境の醸成を促進し、育
児休業取得率の向上につなげた。 

（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 
〇放課後児童クラブの整備や、子どもふれあいスクール事業の実施により、放課後等の子ども

の安心・安全な居場所を提供し、子育て⽀援を行うことができた。 
○相談業務や各種制度の紹介を通して子育て⽀援を行うことができた。 
○働く人のためのオンラインセミナーで相談窓口や介護保険制度に関する情報提供を行い、認

知症をテーマにした市⺠講座で認知症の早期発見と対応⽅法について広く市⺠に理解を促
すことができた。また、介護職向けに研修会を実施し、家族⽀援に繋げるための知識や情報
を提供することができた。 

〇新潟市高齢者等あんしん見守りネットワークについて、令和 6 年度末で登録事業者が３４８
件（前年度から８件増加）となり、各協力事業者の日々の業務の中で、見守りを実施する体
制を構築できた。 

（３）ハラスメントのない職場の実現 
○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにハラスメント対策についてのコンテ

ンツを掲載し、ハラスメント防止の意識啓発ができた。 

 
■今後の対応 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○男性の育児休業取得率の向上に向け、今後は事業主の意識変革がより重要となることから、
令和 7 年度から事業主向けの奨励金を創設した。今後も効果的な事業となるように、制度設
計を検討していく。 

○今後も、関係機関や経済団体等と連携し、仕事と⽣活との両立促進に向け、企業や市⺠への
周知・啓発を行っていく。 

○令和６年度から新潟市特定事業主行動計画における男性の育児休業取得に係る目標を改定
（市⻑部局等：30％から 85％以上へ変更）し、取得期間を 1 週間以上とした。目標達成に向
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けて職場の理解や職員への周知を進めていく。 
（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 

○共働き世帯の増加により、放課後児童クラブの利用児童数が増えており、引き続き施設の狭
あい化解消や、⽀援員の確保・人材育成に努めていく。 

○子育ての相談について、内容が多様化、複雑化しており、相談員の対応力の⼀層の充実が求
められるため、情報共有や連携強化、研修などにより職員の資質向上を図っていく。また、
様々な相談機会を設けるとともに、相談窓口を周知し、気軽に相談できる体制の充実に努め
ていく。 

○高齢人口の増大などにより、介護や日常の⽣活⽀援に対するニーズが増大する⼀⽅、⽣産年
齢人口が減少し、担い⼿不足が見込まれるため、地域全体で高齢者を⽀える仕組みづくりに
関する検討が必要である。 

○引き続き、ひとり親が直面するさまざまな問題の解決を⽀援し、ひとり親家庭の⽣活の⾃立
と安定を図る取り組みを行う。 

（３）ハラスメントのない職場の実現 
○ハラスメントの防止に向け、職場などに継続的に周知を図ることが必要であることから、引

き続き、専用ウェブサイト等を有効に活用しながら、事業主に対して情報提供を行う。 
 

 

 
 
〇男性の育児休業取得率が大幅に上昇したことを評価する。また、男性の育児休業取得促進事業

奨励金について、前年度と比べ申請数が増加し、新規の事業主からの申請も増え、行政や企業
による制度周知が図られたことを評価する。⼀⽅で、職場によってはいまだ男性が育児休業を
取りにくい現状もあり、従業員の育児休業取得が少ない事業主に働きかけていく必要がある。
また、取得率の上昇だけでは十分ではなく、育児休業期間中に取得者個人が育児や家事への理
解を深め、積極的に参画を行うなど、休業の質を高めるための施策や、取得者が望む期間に育
児休業を取得できる環境づくりが必要である。 

○男女共同参画基礎調査の結果によると、女性の家事・育児・介護時間が⻑い状況が続いている
ことから、原因を分析し、対策を検討する必要がある。 

○育児介護休業法の改正など、新たな⽀援制度について、企業に対する周知だけでなく、利用す
る側の労働者に対しても周知できるような取組を期待したい。 

○介護サービスの充実を図ったことを評価する。⼀⽅、高齢者の増加により、需要が多く、ヘル
パーの不足が課題である。また、地域全体で高齢者を⽀えるには、企業も主体的に関わること
が必要であり、介護休業取得に取り組んでいる企業の紹介にも取り組んでもらいたい。 
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〇放課後児童クラブについて、余裕教室や体育館などの積極的活用、クラブの整備等により狭あ
い化解消に努めたことを評価する。しかし、現実的にはクラブ活動等により放課後児童クラブ
として利用できないことがあり、さらなる施設の整備や⽀援員の確保が求められる。 

〇ハラスメント防止の啓発として、中小企業の経営者・管理者向け防止講座の開催やオンデマン
ドでの配信、ＬＩＮＥやＳＮＳなどを利用した定期的な情報提供や相談窓口の周知など、周知
⽅法を工夫していく必要がある。 
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■主な事業 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

〇市内の小学校、中学校、高校、専門学校、大学の学⽣を対象に健康教育を実施した。 
○思春期の子を持つ保護者を対象とした講座を開催し、意識啓発を行った。 

（２）生涯を通じた健康づくりの支援 
○⽣活習慣病予防や介護予防のため、特定健康診査・特定保健指導、健康教育や健康相談を実

施した。 
○乳がんや子宮頸がん検診を休日に受診できる医療機関情報を冊子やホームページで提供し、

また新潟大学と協働して 20 歳代を対象とした子宮がん検診の受診勧奨を複数回行った。 
○妊産婦とパートナーに対して、出産前後の女性の健康に関する保健指導や情報提供を行った。 
○養護教諭を対象にプレコンセプションケア※をテーマに研修会を実施するとともに、保健所

の相談窓口を紹介し、必要な時に活用できるよう連携体制づくりを行った。 

※プレコンセプションケア…性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフ
デザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う概念。 

 
■成果と課題 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

〇若い世代が互いの性を理解し合い、命の尊さと⾃分の健康やライフデザインを考える機会を
提供できた。 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

妊娠や出産にかかわる女
性の健康と権利に配慮す
べきであると考える人の
割合

100.0% 88.8% - - - - 92.2%
男女共同参
画に関する
基礎調査

新潟市国⺠健康保険加⼊
者の特定健康診査受診率

60％以上 37.3% 34.4% 37.0% 38.0% 39.1% 保険年金課

新潟市国⺠健康保険加⼊
者の特定保健指導実施率

60％以上 23.1% 16.0% 14.3% 15.7% 15.2% 保険年金課

※10 平成30年度

目標5 性に関する理解と生涯にわたる健康の確保
  −「性と生殖に関する健康と権利
  （リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」の尊重−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績

※10

※10

R6数値は

R8年5月頃

公表予定
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○思春期のこどもの保護者に対し、健康・性・こころの問題についての幅広い知識の普及を行
うことができた。 

（２）生涯を通じた健康づくりの支援 
〇健康教育事業について、⽣活習慣病や介護予防などをテーマに、各区の実情に合わせて実施

することができた。 
○乳がんについて、検診の受診勧奨だけでなく、ブレスト・アウェアネス（乳房を意識する⽣

活習慣）の重要性についても啓発することができた。 
○養護教諭がプレコンセプションケアの視点を学ぶことで、リスク行動全般への意識の向上、

包括的な健康教育の重要性への理解につながり、学校における指導の充実を図ることができ
た。 

 

■今後の対応 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

○若い世代に向けた健康教育について、引き続き、関係機関との連携・協力を得ながら、より
多くのこどもたちに健康・性・こころの問題についての幅広い知識の普及を図っていく。 

〇保護者を対象とした講座について、参加しやすい日時や関心を引くテーマ等の選定に努める。 
（２）生涯を通じた健康づくりの支援 

○様々なニーズに合わせてテーマや日時、会場の選定を行い、市⺠が参加しやすい事業となる
ように努める。 

〇引き続きがん検診の受診率向上に向けた取組が必要である。 
○男女がともに産前産後の女性の心身の変化を理解し、協力して子育てするという意識や意欲

を高めるよう、普及啓発を行っていく。 
○教職員に対する研修会の開催を行うとともに、学校が医療機関や保健所と連携し、性に関す

る正しい知識の普及や相談できる体制づくりを進めていく必要がある。 
 

 
 
○若者や保護者を対象にした思春期健康教育や講座の開催により、性に関する正しい知識の普及

の機会を確保し、性・健康・こころの問題についての意識啓発及び理解促進に努めたことを評
価する。 

〇性を理解・尊重する教育などで、予期せぬ妊娠をした際に、適切な時期に適切な相談ができる
よう、より実践的な知識を提供するとともに、インターネットを介した性被害が起きているこ
とや、性犯罪を厳罰化した刑法の改正に関する周知を検討してほしい。 
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○性と⽣殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス/ライツ）に関する啓発の充実に努め
てほしい。 

○⺟子保健、思春期教育、特定健診など、ライフステージごとの健康⽀援に取り組んでいること
を評価する。今後も、若い世代の性や健康、産前産後、更年期障害、高齢期の心身の問題など
各ライフステージにおける性別固有の問題への対応や情報提供に努めてほしい。 

○成果指標である特定健診の受診率は目標未達成であることから、引き続き受診を促す仕組みづ
くりが必要である。 
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■主な事業 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 
【新潟市配偶者等からの暴力防止・被害者支援基本計画（DV 計画）】 

（1）DV を容認しない社会づくりの推進 
○「女性に対する暴力をなくす運動週間」に合わせ、関係機関への情報提供や啓発活動を行

った。 
○デート DV 防止セミナーを通じて若年層に対して性別によらない人権尊重意識を高める機

会を提供した。 
（2）配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 

○全区に配置する女性相談⽀援員とともに、定期的な事例検討会やスキルアップ研修、配暴
センター主任相談員による助⾔等を行った。 

（3）DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 
○DV 被害者の状況に合わせた⽀援や各種⼿続きに添付する証明書を交付した。 
○DV 被害者の状況を丁寧に聴き取りながら被害者に寄り添い、⾃立に向けた情報の提供や

関係機関との調整を行った。 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

DV被害にあったときに実
際に相談した男性の割合

35% 31.2% - - - - 30.2% 男女共同参画に関
する基礎調査

DV被害にあったときに実
際に相談した女性の割合

70% 49.0% - - - - 52.0% 男女共同参画に関
する基礎調査

DV被害にあったときの相
談窓口を知っている人の
割合

60％
以上

50.1% - - - - 44.9% 男女共同参画に関
する基礎調査

参考指標

配偶者暴力相談支援セン
ターで受けたDV相談の件
数

- 1,814件 2,156件 1,930件 1,936件 2,512件 2,489件 男女共同参画課

デートDV防止セミナー受
講者数

- 5,693人 4,140人 4,735人 6,881人 7,882人 7,639人 男女共同参画課

目標6 女性に対する暴力の根絶と貧困等生活上の困難への支援
  −ＤＶ対策の強化とあらゆる人権侵害行為の防止−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績
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〇こころのケアを必要とするＤＶ被害を受けた被害者と同伴する子に対し、親子心理的⽀援
事業によるカウンセリングを実施した。 

（4）関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 相談窓口調整会議研修会等を通じて⺠間⽀援団体や関係機関とともに学び情報交換を

行った。 
○児童相談所との情報共有会の実施および児童相談所職員を対象とした研修会への講師派遣

を行った。 
（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 

○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトや市のホームページにセクシャル・ハラ
スメントに関する情報を掲載し、ハラスメント防止の啓発を行った。 

○市職員向けにハラスメント防止研修を行った。（延べ 369 人） 
〇ハラスメント防止に関する資料を学校園に配布し、教職員に対する研修を行った。 
○地域の防犯活動のため、⻘⾊回転灯装着⾞によるパトロール活動や見守りを行った。 

（３）貧困等生活上の生活上の困難を抱える女性への支援 
  ○ひとり親家庭の早期⾃立を図るため、全区に⺟子・⽗子⾃立⽀援員を配置し相談に応じた。 

○困難な問題を抱える女性への⽀援として、女性つながりサポート事業を実施した。アウトリ
ーチ型相談⽀援を NPO 法人等に委託して行った。また、相談員に対する研修会及び関係機
関による連携会議を開催した。 

○ＤＶ、貧困、家庭破綻など多様な困難な問題を複合的に抱える女性への相談⽀援を行った。
（相談件数 2,273 件） 

 
■成果と課題 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 
【ＤＶ計画】 

（1）DV を容認しない社会づくりの推進 
○パープルリボンツリーの展示及び建物のライトアップによる啓発活動や配偶者暴力相談

⽀援センターやＤＶについて周知を図るリーフレット・カードを市⺠に配布し、ＤＶを容
認しない社会づくりの推進を図ることができた。 

○中高⽣、専門学校⽣、大学⽣ 7,639 人がデートＤＶ防止セミナーを受講し、若年層に対し
て男女の人権尊重意識を高める機会を提供することができた。 

○ＤＶを容認しない社会づくりのため、より効果的な周知・啓発⽅法を検討することが必要
である。 
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（2）配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 
○定期的な事例検討会やスキルアップ研修の開催や配暴センター主任相談員による助⾔等

による相談員の資質向上、相談体制の強化、充実を図ることができた。 
○引き続き相談体制の強化、充実を図り、変化する社会情勢に即した⽀援、法・制度改正等

の情報把握や相談員への研修が必要である。 
○関係機関の窓口での二次被害防止のため、引き続きジェンダー視点を盛り込んだ女性相談

やＤＶ相談に関する理解を求める活動が必要である。 
（3）DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 

○DV 被害者の状況に合わせた情報提供や関係機関と連携し、被害者の意向を尊重した⾃立
⽀援の充実を図ることができた。 

○警察署や県女性相談⽀援センターなど、ＤＶ被害者の緊急的な安全確保が必要な時の対応
について引き続き連携の強化が必要である。 

   〇こころのケアを必要とするＤＶ被害を受けた被害者と同伴する子に対し、親子心理的⽀援
事業を実施した。専門家が行うカウンセリングにより、こころの健康回復を⽀援すること
ができた。 

（4）関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 相談窓口調整会議研修会等を通じて⺠間⽀援団体や関係機関とともに学びを深めるこ

とができた。 
〇児童相談所と情報共有会や講師派遣を通じて、連携を強化した。 

（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 
○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトや市のホームページに、セクシャル・ハ

ラスメントに関する情報や事業主が講ずべき措置、対応⽅法を掲載することで、ハラスメン
ト防止の意識啓発を行うことができた。 

○市職員向けハラスメント防止研修の対象者を分けて開催することで、研修目的を明確にする
とともに、各所属でも職場研修を実施することで職場環境の改善を図った。 

○引き続きハラスメントの根絶に向け、職場や学校などに継続的に周知を図ることが必要であ
る。 

〇⻘⾊回転灯装着⾞によるパトロール活動を通じ、防犯活動や情報収集、意識啓発を行うこと
ができた。 

（３）貧困等生活上の困難を抱える女性への支援 
○個々のひとり親家庭のニーズに応えるため、適切な制度について相談、適用し、⽀援を行う

ことができた。 
○困難を抱える女性に対し、女性つながりサポート事業を実施することにより、困難や不安を

抱える女性を相談につなげることができた。 
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○女性つながりサポート事業による連携会議の開催により、各関係機関の機能や役割などの情
報交換を行い、相談内容に応じた適切な関係先に⽀援をつなぎ、連携を図りやすくすること
ができた。 

 
■今後の対応 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 

【DV 計画】 
（1）DV を容認しない社会づくりの推進 

○DV が重大な人権侵害であるということを社会全体で認識できるよう、女性に対する暴力
をなくす運動などの機会をとらえ、引き続き啓発活動を実施する。 

○若年層に対して、パートナーの人権を尊重し互いに大事な存在であることを学ぶ機会を積
極的に提供する。 

（2）配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 
○外国人、高齢者、障がいのある⽅への配慮など多様化・複雑化・複合化する相談に対応で

きるよう、引き続き相談体制の充実を図る。 
（3）DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 

○警察署や県女性相談⽀援センター及び関係機関との連携をより⼀層強化するため、連携会
議や意見交換会を行っていく。 

〇こころのケアを必要とするＤＶ被害を受けた被害者と同伴する子に対し、親子心理的⽀援
事業によるカウンセリングを実施し、親子共に心身の回復を図っていく。 

○DV 被害者の状況や意向に即した⾃立が実現するよう、引き続き情報提供や調整など切れ
目のない総合的な⽀援に取り組む。 

（4）関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 被害者が抱える複雑で多岐にわたる問題に対応できるよう、⺠間⽀援団体及び関係機

関との連携を強化していく。 
○同じ家庭内で起こる児童虐待と DV 被害について、児童相談所と互いの立場を理解して連

携できるよう、引き続き相談対応を通じた連携を図るとともに、研修会や情報交換会を行
っていく。 

（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 
○市職員や教職員に対して引き続きハラスメント防止研修を行うとともに、市⺠や事業主に対

してより広範な情報提供を行っていく。 
（３）貧困等生活上の困難を抱える女性への支援 
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○ひとり親家庭や困難を抱える女性の安定した⾃立⽣活を目指し、住宅や就労⽀援などの相談
に応じるとともに、関係機関が継続的に研修や情報共有により連携を強化し、⽣活⽀援を充
実させる体制づくりが必要である。 

 

 
 
○「DV 被害にあったときに、実際に相談した人の割合」「DV 被害にあったときの相談窓口を知っ

ている人の割合」の成果指標がいずれも目標値に達しておらず、さらなる取組が必要である。 
啓発リーフレットやカードを配布し、DV への理解や相談窓口の周知を図ったことは評価できる
が、啓発資材の内容や活用⽅法を検討し、「相談しても無駄だと思ったから」「だれ（どこ）に相
談してよいかわからなかったから」等の理由により、これまでに相談に繋がっていない人に届け
るための効果的な広報を行う必要がある。 

○ハラスメントの実態や問題の深刻さが⼀般に認識されていないように思われるので、情報収集と
⼀層の啓発の取組が必要である。 

○デート DV 防止セミナーを若年層に展開し、毎年多くの若者が受講し、人権意識の向上を図って
いることを評価する。身体だけでなく、精神的、経済的、社会的な暴力も DV であることなど、
若いうちから教育を進めることが大切である。 

○DV 被害者の状況や意向に沿った⾃立が実現するよう、住宅の確保や⽣活費の問題、就労に関す
ることなど、引き続き情報提供や調整など切れ目のない総合的な⽀援に取り組んでほしい。   

○増加する相談件数、また困難な問題を抱える女性からの相談に迅速に対応するため、人材育成、
相談体制の強化、関係機関との連携強化、⺠間団体との協働が⼀層必要である。 

○女性つながりサポート事業の相談会において、相談者が相談員とともに現状の問題を整理し、今
後を考える機会を提供した点を評価する。 

○ひとり親家庭の経済的⽀援、就労⽀援について、相談者の⾃立に向けて実施していることを評価
する。経済的⽀援に関する情報提供やハローワーク等の労働関係機関や⺠間のひとり親を⽀援す
る団体等と連携を図り、効果的な⽀援につなげてほしい。 
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広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
東

区
男

女
共

同
参

画
週

間
に

合
わ

せ
た

、
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
や

東
区

役
所

の
庁

内
放

送
を

活
用

し
た

広
報

及
び

啓
発

活
動

の
実

施
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

放
映

期
間

：
令

和
6年

6月
17

〜
28

日
・

庁
内

放
送

実
施

期
間

：
令

和
6年

6月
24

日
、

26
日

、
28

日

多
く

の
区

⺠
が

利
用

す
る

区
役

所
庁

舎
で

、
映

像
と

音
声

を
用

い
た

広
報

を
行

う
こ

と
で

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
て

意
識

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

継
続

的
な

啓
発

活
動

が
必

要
と

認
識

し
て

お
り

、
今

後
も

幅
広

い
世

代
へ

向
け

て
、

区
役

所
等

の
区

⺠
に

⾝
近

な
場

所
で

広
報

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

東
区

地
域

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

55



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

5
11

1ｱ
05

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

区
役

所
だ

よ
り

に
、

育
児

休
業

中
の

パ
パ

マ
マ

を
対

象
に

、
夫

婦
で

子
育

て
を

す
る

意
義

や
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

重
要

性
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

た
こ

と
に

つ
い

て
記

事
を

掲
載

し
た

。
・

「
家

族
み

ん
な

で
楽

し
く

子
育

て
を

」
（

2/
16

号
）

区
役

所
内

放
送

を
活

用
し

、
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
週

間
（

6/
23

〜
6/

29
）

事
業

実
施

後
、

区
だ

よ
り

に
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

参
加

者
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

を
掲

載
し

、
子

育
て

中
の

夫
婦

を
は

じ
め

、
広

く
区

⺠
へ

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。

区
役

所
内

放
送

で
は

、
男

女
共

同
参

画
週

間
の

広
報

を
行

い
、

市
⺠

が
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
き

っ
か

け
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

一
層

の
啓

発
。

中
央

区
地

域
課

6
11

1ｱ
06

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
江

南
区

・
区

役
所

だ
よ

り
（

3/
16

号
）

に
地

域
推

進
員

企
画

事
業

の
内

容
を

掲
載

し
た

。
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

を
活

用
し

、
広

報
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

広
報

啓
発

活
動

を
通

じ
て

、
男

女
共

同
参

画
へ

の
意

識
啓

発
を

図
っ

た
。

価
値

観
の

多
様

性
を

踏
ま

え
た

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
の

実
施

。
江

南
区

地
域

総
務

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

56



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

7
11

1ｱ
07

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
秋

葉
区

・
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
を

活
用

し
、

広
報

・
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

男
女

共
同

参
画

週
間

（
6/

23
〜

29
）

広
報

・
啓

発
活

動
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
男

女
共

同
参

画
に

関
し

て
一

層
の

周
知

や
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

の
実

施
。

秋
葉

区
地

域
総

務
課

8
11

1ｱ
08

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
南

区
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

を
活

用
し

、
広

報
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

・
庁

内
ア

ナ
ウ

ン
ス

に
よ

り
、

男
女

共
同

参
画

推
進

週
間

等
の

啓
発

を
行

っ
た

。

庁
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
「

男
女

共
同

参
画

」
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
た

さ
ら

な
る

広
報

と
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

南
区

地
域

総
務

課

9
11

1ｱ
09

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

⻄
区

役
所

だ
よ

り
（

令
和

7年
2月

2日
号

第
1面

）
「

男
ら

し
く

、
女

ら
し

く
は

も
う

古
い

！
み

ん
な

が
幸

せ
に

な
れ

る
制

服
を

！
内

野
中

学
校

制
服

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
学

ぶ
男

女
共

同
参

画
社

会
」

と
銘

打
っ

た
男

女
差

の
な

い
制

服
に

つ
い

て
生

徒
会

を
中

心
と

し
た

意
見

等
を

ま
と

め
た

も
の

を
作

成
し

、
広

く
区

⺠
等

へ
周

知
を

行
っ

た

・
令

和
7年

2月
2日

発
行

部
数

 
 

 
：

39
,3

25
部

（
支

出
実

績
）

※
内

1,
08

3部
は

地
域

関
係

団
体

や
⻄

区
各

施
設

設
置

分
な

ど
の

活
用

で
配

布
及

び
送

付
を

し
て

い
ま

す
。

生
徒

会
が

中
心

と
な

っ
て

制
服

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

絡
め

男
女

の
性

差
を

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

か
な

ど
を

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
、

生
徒

た
ち

が
考

え
る

機
会

に
繋

げ
ら

れ
た

。

引
き

続
き

⻄
区

役
所

だ
よ

り
を

媒
体

に
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
啓

発
事

業
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

社
会

全
体

の
意

識
づ

く
り

や
そ

の
行

動
に

つ
な

げ
る

た
め

の
き

っ
か

け
と

し
て

い
き

た
い

。

⻄
区

地
域

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

57



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
11

1ｱ
10

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
⻄

蒲
区

「
男

女
共

同
参

画
週

間
」

や
「

女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

」
に

合
わ

せ
た

、
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
や

区
役

所
の

庁
内

放
送

を
活

用
し

た
広

報
及

び
啓

発
活

動
の

実
施

。
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

放
映

期
間

：
令

和
6年

6月
17

日
〜

28
日

・
庁

内
放

送
実

施
期

間
：

令
和

6年
6月

27
日

、
11

月
12

日
、

14
日

、
18

日
、

22
日

広
報

・
啓

発
活

動
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
「

男
女

共
同

参
画

」
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
た

広
報

と
啓

発
活

動
が

必
要

。

⻄
蒲

区
地

域
総

務
課

11
11

1ｲ
01

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

な
が

ら
、

様
々

な
テ

ー
マ

か
ら

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

学
習

す
る

機
会

を
設

け
、

新
た

な
気

づ
き

を
得

る
き

っ
か

け
や

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
情

報
図

書
室

で
は

、
公

⺠
館

が
実

施
す

る
家

庭
教

育
学

級
等

の
参

加
者

へ
関

連
す

る
図

書
の

ブ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
配

付
し

た
。

よ
り

多
く

の
⽅

に
講

座
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
ま

た
更

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
え

る
よ

う
な

講
座

を
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

も
含

め
て

内
容

や
手

法
を

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

58



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
11

1ｲ
02

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

■
人

権
講

座
に

関
す

る
講

座
の

開
催

実
績 ・

実
施

館
数

 
18

館
・

事
業

数
 

46
講

座
・

延
参

加
者

数
 

3,
26

2人

子
ど

も
の

成
⻑

に
合

わ
せ

た
家

庭
教

育
学

級
を

実
施

し
、

講
座

メ
ニ

ュ
ー

に
、

性
別

に
捉

わ
れ

な
い

家
庭

生
活

で
の

役
割

や
責

任
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
設

け
、

男
女

共
同

参
画

社
会

へ
の

意
識

啓
発

に
貢

献
で

き
た

。

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
の

解
消

に
は

、
男

女
ど

ち
ら

に
も

意
識

啓
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
両

親
を

対
象

に
し

た
講

座
数

拡
大

や
地

道
な

事
業

継
続

に
よ

る
繰

り
返

し
学

べ
る

機
会

づ
く

り
が

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

13
11

1ｲ
03

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

■
女

性
セ

ミ
ナ

ー
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
3館

・
事

業
数

 
3事

業
・

延
参

加
者

数
 

98
人

⾃
分

ら
し

く
生

き
る

こ
と

を
考

え
る

機
会

を
提

供
し

、
男

女
共

同
参

画
社

会
へ

の
意

識
啓

発
に

貢
献

で
き

た
。

女
性

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

、
市

⺠
の

意
識

を
変

え
て

い
く

た
め

に
は

、
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

内
容

、
地

道
な

事
業

継
続

、
繰

り
返

し
学

べ
る

機
会

づ
く

り
が

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

14
11

1ｳ
01

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

各
区

に
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
員

を
3名

ず
つ

配
置

し
、

啓
発

事
業

を
実

施
。

【
北

区
】

「
珈

琲
の

味
わ

い
を

知
る

」
講

座
〜

コ
ー

ヒ
ー

の
⾹

り
が

満
た

す
、

⾃
分

の
ま

ま
で

い
ら

れ
る

き
っ

か
け

探
し

〜
（

12
/8

開
催

）
募

集
30

人
の

と
こ

ろ
40

人
の

応
募

が
あ

っ
た

た
め

、
抽

選
に

よ
り

参
加

者
を

決
定

し
た

。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
コ

ー
ヒ

ー
と

い
う

テ
ー

マ
を

通
じ

、
家

事
の

役
割

分
担

の
固

定
観

念
な

ど
、

男
女

共
同

参
画

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

多
く

の
⽅

が
興

味
関

心
を

持
つ

事
業

内
容

と
し

た
が

、
ど

こ
ま

で
が

男
女

共
同

参
画

と
関

連
す

る
テ

ー
マ

な
の

か
判

断
が

難
し

い
。

今
後

も
広

く
関

心
を

持
た

れ
る

テ
ー

マ
を

適
切

に
設

定
し

て
い

く
。

北
区

地
域

総
務

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

59



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
11

1ｳ
02

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
東

区
哲

学
対

話
を

活
用

し
た

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

の
出

前
講

座
の

実
施

［
実

施
日

］
令

和
6年

10
月

17
日

、
18

日
［

会
場

］
大

形
小

学
校

［
参

加
者

数
］

11
4名

哲
学

対
話

の
手

法
を

用
い

て
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
で

、
レ

ク
チ

ャ
ー

形
式

と
は

異
な

る
学

び
の

機
会

を
提

供
し

、
行

動
計

画
目

標
の

推
進

に
貢

献
し

た
。

幅
広

く
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
普

及
啓

発
で

き
る

事
業

を
検

討
し

て
い

く
。

東
区

地
域

課

16
11

1ｳ
03

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

○
育

児
休

業
復

帰
に

備
え

る
講

座
「

パ
パ

マ
マ

子
育

て
応

援
講

座
」

育
児

休
業

中
の

パ
パ

マ
マ

を
対

象
と

し
て

、
夫

婦
で

子
育

て
を

す
る

意
義

や
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

重
要

性
を

学
ぶ

講
座

、
⼊

園
説

明
、

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

体
験

、
マ

マ
同

士
意

見
交

換
会

な
ど

を
実

施
。

・
開

催
日

 
 

1月
26

日
・

開
催

場
所

 
新

潟
市

天
寿

園
・

参
加

児
童

 
62

人
（

21
家

族
）

育
児

休
業

復
帰

に
備

え
る

パ
パ

マ
マ

を
対

象
に

、
パ

パ
参

加
の

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

や
⼊

園
説

明
を

通
し

て
、

夫
婦

で
協

力
し

て
子

育
て

を
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ぶ

な
ど

、
男

女
共

同
参

画
の

意
識

付
け

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

実
施

後
、

区
だ

よ
り

に
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

参
加

者
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

を
掲

載
し

、
子

育
て

中
の

夫
婦

を
は

じ
め

、
広

く
区

⺠
へ

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「

保
育

園
に

つ
い

て
基

本
的

な
と

こ
ろ

か
ら

学
べ

て
助

か
り

ま
し

た
。

」
、

「
仕

事
復

帰
後

の
生

活
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
」

等
の

声
が

聞
か

れ
た

。
今

後
同

様
の

企
画

事
業

を
実

施
す

る
場

合
は

、
パ

パ
マ

マ
同

士
が

交
流

で
き

る
時

間
を

十
分

に
確

保
し

た
い

。

中
央

区
地

域
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

60



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
11

1ｳ
04

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
江

南
区

・
「

様
々

な
世

代
が

携
わ

り
、

誰
も

が
活

躍
で

き
る

地
域

づ
く

り
」

を
テ

ー
マ

に
、

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

員
が

座
談

会
を

行
い

、
そ

の
様

子
を

区
役

所
だ

よ
り

や
HP

で
掲

載
し

た
。

（
講

師
：

指
田

裕
美

）
・

区
役

所
だ

よ
り

へ
の

記
事

掲
載

1回

多
様

な
意

見
が

生
ま

れ
、

活
力

あ
る

地
域

を
つ

く
る

た
め

に
は

、
女

性
や

若
者

が
⾃

治
会

等
の

会
議

に
出

席
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

啓
発

し
た

。

区
役

所
だ

よ
り

に
座

談
会

の
内

容
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

効
果

的
に

広
報

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

一
層

の
周

知
や

継
続

的
な

広
報

啓
発

活
動

の
実

施
。

江
南

区
地

域
総

務
課

18
11

1ｳ
05

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

性
別

役
割

に
と

ら
わ

れ
ず

、
育

児
と

仕
事

の
両

立
を

支
援

す
る

講
座

を
開

催
。

家
事

分
担

の
重

要
性

を
学

び
、

リ
ス

ト
化

に
よ

る
「

見
え

る
化

」
や

実
践

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

通
じ

て
、

夫
婦

の
協

力
体

制
を

築
く

き
っ

か
け

を
提

供
す

る
。

・
区

役
所

だ
よ

り
（

2/
16

号
）

に
募

集
記

事
を

掲
載

.

本
講

座
を

通
じ

、
家

事
・

育
児

の
分

担
を

「
見

え
る

化
」

し
、

夫
婦

間
の

協
力

を
促

進
し

、
育

児
と

仕
事

の
両

立
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

性
別

役
割

に
と

ら
わ

れ
な

い
意

識
改

革
を

図
っ

た
。

家
事

・
育

児
の

負
担

が
偏

る
課

題
に

対
し

、
夫

婦
間

の
役

割
分

担
と

、
よ

り
具

体
的

な
実

践
⽅

法
の

共
有

が
重

要
。

講
座

を
通

じ
て

意
識

改
革

を
促

し
、

家
庭

内
の

協
力

体
制

を
強

化
す

る
。

秋
葉

区
地

域
総

務
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

61



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
11

1ｳ
06

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
南

区
「

地
域

の
な

か
で

⾃
分

ら
し

く
生

き
る

〜
コ

コ
ロ

と
カ

ラ
ダ

を
整

え
る

⾄
福

の
テ

ィ
ー

タ
イ

ム
〜

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

講
演

会
を

実
施

・
開

催
日

 
 

11
月

24
日

（
日

）
・

開
催

場
所

 
天

杜
〜

み
ん

な
の

杜
〜

・
参

加
者

数
 

19
名

（
募

集
15

名
）

地
域

で
の

居
場

所
づ

く
り

を
通

し
て

活
躍

し
て

い
る

⽅
の

体
験

談
に

触
れ

、
⾃

⾝
が

活
躍

す
る

き
っ

か
け

と
⾃

分
ら

し
い

生
き

⽅
を

見
つ

け
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

区
役

所
だ

よ
り

と
南

区
の

Xに
記

事
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

効
果

的
に

広
報

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

地
域

推
進

委
員

と
さ

ら
な

る
連

携
を

図
り

な
が

ら
事

業
を

計
画

し
、

新
規

参
加

者
の

掘
り

起
こ

し
を

行
う

な
ど

、
幅

広
い

年
代

か
ら

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。

南
区

地
域

総
務

課

20
11

1ｳ
08

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
⻄

蒲
区

子
育

て
世

代
向

け
の

親
子

あ
そ

び
や

交
流

、
夫

婦
で

協
力

し
て

子
育

て
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

共
有

す
る

事
業

「
パ

パ
も

参
加

の
リ

ズ
ム

あ
そ

び
〜

家
族

み
ん

な
で

心
が

と
と

の
う

 も
っ

と
気

楽
に

子
育

て
を

〜
」

を
実

施
。

・
開

催
日

 
 

10
月

27
日

・
開

催
場

所
 

燦
燦

BA
SE

・
参

加
人

数
 

12
名

（
4家

族
）

地
域

や
近

所
づ

き
あ

い
が

希
薄

と
な

っ
て

い
る

中
、

子
育

て
世

代
（

特
に

女
性

）
は

悩
み

や
不

安
を

抱
え

込
み

、
ス

ト
レ

ス
を

溜
め

や
す

い
傾

向
に

あ
る

た
め

、
子

育
て

世
代

に
、

男
性

の
育

児
参

加
や

2人
で

育
児

を
協

力
し

合
う

こ
と

の
大

切
さ

な
ど

を
学

ん
で

も
ら

い
つ

つ
、

悩
み

を
共

有
し

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

場
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

行
動

計
画

目
標

の
推

進
に

貢
献

し
た

。

定
員

10
組

に
対

し
て

、
申

込
4組

と
半

数
に

満
た

な
か

っ
た

。
要

因
と

し
て

は
、

⻄
蒲

区
に

子
ど

も
が

少
な

い
中

で
、

対
象

を
絞

り
す

ぎ
た

（
1歳

〜
1歳

半
の

第
一

子
）

こ
と

や
広

報
不

足
と

考
え

る
。

一
⽅

で
、

今
後

の
開

催
に

つ
い

て
の

問
合

せ
も

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

事
業

へ
の

需
要

は
あ

る
と

思
わ

れ
る

た
め

、
今

回
の

反
省

を
活

か
し

て
い

き
た

い
。

⻄
蒲

区
地

域
総

務
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

62



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

21
11

2ｱ
01

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

保
育

所
保

育
指

針
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

「
子

ど
も

の
性

差
や

個
人

差
に

も
留

意
し

つ
つ

、
性

別
な

ど
に

よ
る

固
定

的
な

意
識

を
植

え
付

け
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

す
る

」
こ

と
を

日
常

的
な

私
市

立
園

対
象

の
研

修
会

や
指

導
監

査
等

を
通

し
て

、
保

育
施

設
等

へ
継

続
し

て
啓

発
を

行
っ

た
。

保
育

施
設

の
保

育
士

等
が

園
内

研
修

等
に

よ
り

男
女

平
等

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

ま
た

⾃
己

の
価

値
観

や
言

動
を

省
察

す
る

こ
と

で
、

こ
ど

も
を

性
差

に
よ

り
差

別
し

た
り

偏
見

を
も

っ
て

関
わ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

保
育

を
通

じ
て

貢
献

し
た

。

多
様

性
の

尊
重

や
固

定
観

念
に

と
ら

わ
れ

な
い

具
体

例
を

示
す

こ
と

や
、

地
域

や
施

設
に

応
じ

た
保

育
の

助
言

等
を

積
極

的
に

周
知

・
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

幼
保

支
援

課

22
11

2ｱ
02

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

学
校

に
対

し
て

小
３

・
６

、
中

２
用

の
男

女
平

等
教

育
学

習
資

料
を

活
用

し
た

学
習

を
年

間
指

導
計

画
に

位
置

付
け

て
授

業
を

行
う

こ
と

を
指

導
し

、
男

女
平

等
教

育
を

推
進

。
保

護
者

へ
の

啓
発

も
行

う
よ

う
、

校
⻑

会
で

周
知

し
た

。
・

学
習

資
料

活
用

率
小

３
：

10
0％

、
小

６
：

10
0％

、
中

２
：

10
0％

・
保

護
者

へ
の

啓
発

小
３

・
６

：
10

0％
、

中
２

：
10

0％

教
職

員
と

児
童

・
生

徒
が

持
つ

端
末

か
ら

見
る

こ
と

が
で

き
る

学
習

資
料

と
活

用
の

手
引

き
に

つ
い

て
活

用
⽅

法
を

周
知

し
、

男
女

平
等

教
育

の
授

業
の

実
施

を
促

し
た

。

端
末

か
ら

閲
覧

す
る

デ
ジ

タ
ル

版
の

学
習

資
料

が
冊

子
形

式
で

の
表

示
で

あ
り

、
児

童
・

生
徒

の
思

考
の

流
れ

に
沿

わ
な

い
。

表
示

の
仕

⽅
に

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

学
校

支
援

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
②

 
保

育
・

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進

63



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

23
11

2ｱ
03

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

男
女

平
等

教
育

推
進

研
究

会
を

2回
開

催
し

た
。

現
状

に
合

っ
た

男
女

平
等

教
育

の
在

り
⽅

に
つ

い
て

、
学

習
資

料
改

訂
案

に
対

す
る

意
見

交
換

を
通

し
て

検
討

を
行

っ
た

。
（

参
加

委
員

13
名

：
男

性
委

員
４

名
、

女
性

委
員

9名
）

第
1回

協
議

：
「

学
習

資
料

」
改

訂
案

の
検

討
協

議
①

第
2回

協
議

：
「

学
習

資
料

」
改

訂
案

の
検

討
協

議
②

「
学

習
資

料
」

改
訂

版
の

内
容

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

論
点

を
整

理
し

、
次

の
事

柄
に

つ
い

て
決

定
し

た
。

①
ね

ら
い

、
②

題
材

の
取

り
上

げ
⽅

、
③

主
な

学
習

活
動

こ
れ

ら
を

基
に

改
訂

案
を

作
成

し
、

推
進

委
員

が
こ

れ
を

用
い

た
授

業
を

行
っ

て
必

要
な

修
正

を
加

え
、

精
度

を
高

め
た

。

学
習

資
料

改
訂

版
を

完
成

さ
せ

る
と

と
も

に
、

活
用

の
手

引
き

作
成

す
る

。
学

校
支

援
課

24
11

2ｲ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

踏
ま

え
て

、
社

会
的

・
職

業
的

な
⾃

立
に

向
け

必
要

な
基

盤
と

な
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
促

す
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
理

念
と

実
践

の
往

還
が

で
き

る
よ

う
な

研
修

を
実

施
で

き
た

。
 

1 
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

目
的

や
全

体
像

、
学

校
へ

の
期

待
を

伝
え

る
（

学
校

支
援

課
主

催
）

 
2 

キ
ャ

リ
ア

ノ
ー

ト
、

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

等
の

活
用

の
具

体
を

示
す

（
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
）

R5
か

ら
の

「
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
」

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
り

、
作

成
の

み
な

ら
ず

、
学

年
間

・
校

種
間

の
引

継
ぎ

が
よ

り
確

実
に

な
っ

た
。

「
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
は

子
ど

も
に

と
っ

て
大

切
で

す
か

」
に

対
し

、
89

%
が

否
定

的
な

回
答

を
し

て
い

る
（

R5
）

。
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

意
義

や
価

値
を

共
通

理
解

す
る

と
と

も
に

、
教

材
の

一
体

的
な

活
用

に
つ

い
て

、
全

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

し
、

次
年

度
以

降
の

教
育

課
程

に
生

か
せ

る
よ

う
に

す
る

。

学
校

支
援

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
②

 
保

育
・

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進

64



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

25
11

3ｱ
01

各
企

業
が

男
女

共
同

参
画

社
会

の
重

要
性

を
認

識
し

、
主

体
的

に
取

組
を

行
う

よ
う

、
出

前
講

座
の

実
施

や
情

報
提

供
な

ど
啓

発
に

努
め

ま
す

。

■
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

利
用

事
業

所
に

お
け

る
職

場
研

修
実

施
件

数
。

・
実

施
件

数
20

1件

事
業

所
が

主
体

と
な

っ
て

育
児

休
業

制
度

の
周

知
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

企
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
意

識
が

よ
り

深
く

浸
透

す
る

と
考

え
る

。
R6

の
実

施
件

数
20

1件
の

う
ち

、
88

件
（

43
.7

％
）

が
会

社
と

し
て

初
め

て
の

申
請

で
あ

っ
た

た
め

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

市
内

企
業

で
広

が
っ

て
い

る
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

男
性

の
育

児
休

業
取

得
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
事

業
主

の
意

識
変

革
が

必
要

と
な

る
た

め
、

意
識

変
革

を
促

す
直

接
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

令
和

7年
度

よ
り

、
事

業
主

向
け

奨
励

金
を

創
設

し
た

。
支

給
額

20
万

円
（

今
ま

で
に

取
得

者
・

事
業

主
が

奨
励

金
の

支
給

を
受

け
た

こ
と

が
な

い
場

合
に

1回
限

り
）

ま
た

、
国

の
制

度
が

拡
充

さ
れ

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

が
以

前
よ

り
も

整
っ

て
き

て
い

る
と

い
う

社
会

情
勢

の
変

化
を

踏
ま

え
、

取
得

者
向

け
奨

励
金

の
支

給
額

を
変

更
し

た
。

支
給

額
20

万
円

→
5万

円
今

後
も

よ
り

効
果

的
な

事
業

と
な

る
よ

う
に

、
制

度
設

計
を

検
討

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

26
11

3ｲ
01

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

女
共

同
参

画
講

座
1）

公
⺠

館
職

員
、

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

事
業

担
当

の
地

域
（

総
務

）
課

職
員

等
を

対
象

に
、

男
女

共
同

参
画

の
基

本
的

知
識

を
学

ん
だ

。
ま

た
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
⾝

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
に

、
新

聞
の

事
例

を
グ

ル
ー

プ
で

読
み

解
き

、
様

々
な

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

が
あ

る
こ

と
を

実
感

す
る

機
会

を
設

け
た

。

研
修

の
参

加
率

を
上

げ
る

た
め

に
、

参
加

意
欲

が
沸

く
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

り
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
③

 
職

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
の

研
修

支
援

65



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

27
11

3ｲ
02

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

新
規

採
用

職
員

研
修

（
受

講
者

：
15

8
人

）
、

新
任

課
⻑

補
佐

研
修

（
受

講
者

：
46

人
）

に
お

い
て

、
男

女
共

同
参

画
に

対
す

る
意

識
啓

発
研

修
を

実
施

職
員

に
対

す
る

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

の
意

識
啓

発
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
男

女
共

同
参

画
に

対
す

る
職

員
意

識
の

醸
成

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

人
事

課

28
11

3ｲ
03

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

市
立

園
⻑

、
主

任
保

育
士

を
対

象
に

人
権

に
関

す
る

研
修

を
行

っ
た

。
研

修
受

講
者

は
園

内
で

職
員

へ
伝

達
研

修
を

行
い

、
職

員
の

人
権

意
識

向
上

に
貢

献
し

た
。

ま
た

、
毎

年
継

続
す

る
こ

と
で

、
理

解
や

配
慮

が
進

み
、

一
人

一
人

を
尊

重
し

た
保

育
が

進
ん

だ
。

園
組

織
全

体
で

知
識

や
認

識
を

持
ち

保
育

が
継

続
で

き
る

よ
う

、
様

々
な

視
点

か
ら

の
内

容
や

受
講

対
象

者
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

幼
保

支
援

課

29
11

3ｲ
04

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

■
公

⺠
館

新
任

職
員

研
修

の
中

で
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

内
容

を
組

み
込

み
実

施
・

参
加

者
数

 
30

人

公
⺠

館
職

員
が

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
ち

事
業

企
画

を
行

う
こ

と
で

、
誰

も
が

参
加

し
や

す
い

形
式

の
講

座
等

を
市

⺠
に

提
供

で
き

た
。

市
⺠

意
識

を
変

え
て

い
く

た
め

に
は

、
公

⺠
館

職
員

が
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

つ
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

一
朝

一
夕

に
は

⾝
に

つ
か

な
い

た
め

、
繰

り
返

し
学

ぶ
機

会
づ

く
り

が
必

要
な

た
め

、
研

修
を

は
じ

め
情

報
共

有
も

一
層

図
っ

て
い

く
。

公
⺠

館

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
③

 
職

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
の

研
修

支
援

66



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

30
11

4ｱ
01

男
女

共
同

参
画

に
関

わ
る

活
動

を
通

し
て

、
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

女
共

同
参

画
講

座
1、

ア
ル

ザ
de

カ
フ

ェ
）

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
講

座
1で

は
、

ア
ル

ザ
に

い
が

た
企

画
委

員
、

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
24

実
行

委
員

、
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
員

等
を

対
象

に
、

男
女

共
同

参
画

の
基

本
的

知
識

を
学

ん
だ

。
ま

た
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
⾝

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
に

、
新

聞
の

事
例

を
グ

ル
ー

プ
で

読
み

解
き

、
様

々
な

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

が
あ

る
こ

と
を

実
感

す
る

機
会

を
設

け
た

。
・

ア
ル

ザ
de

カ
フ

ェ
で

は
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
で

参
加

者
同

士
が

話
し

合
い

共
感

を
得

る
こ

と
で

、
男

女
共

同
参

画
推

進
に

関
心

を
持

っ
て

取
り

組
ん

で
く

れ
る

人
材

の
育

成
に

つ
な

げ
た

。

■
事

業
の

企
画

、
実

施
を

通
し

て
、

各
区

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
男

女
共

同
参

画
講

座
1で

は
、

地
域

推
進

員
の

参
加

を
増

や
し

た
い

。
日

中
は

勤
務

し
て

い
る

人
も

多
い

た
め

都
合

が
合

わ
な

い
こ

と
も

あ
る

が
、

参
加

意
欲

が
沸

く
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

り
に

努
め

る
。

・
ア

ル
ザ

de
カ

フ
ェ

で
は

、
人

材
育

成
と

い
う

点
で

は
企

画
委

員
の

応
募

に
繋

が
っ

た
。

参
加

し
や

す
い

講
座

な
の

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
視

点
を

広
め

、
運

営
委

員
の

人
材

育
成

に
も

繋
げ

て
い

く
こ

と
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
④

 
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成

67



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

31
11

4ｲ
01

市
⺠

団
体

か
ら

も
地

域
で

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
進

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
団

体
間

の
交

流
促

進
や

活
動

支
援

に
努

め
ま

す
。

■
登

録
団

体
交

流
会

①
7/

26
（

金
）

21
団

体
24

人
参

加
②

12
/8

（
日

）
14

団
体

16
人

参
加

■
男

女
共

同
参

画
市

⺠
団

体
協

働
事

業
委

託
団

体
数

：
4団

体

■
①

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

は
他

団
体

と
組

ん
で

や
っ

て
み

た
い

こ
と

や
、

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

経
験

談
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
す

る
ド

ラ
マ

に
つ

い
て

語
り

合
っ

た
。

交
流

促
進

に
つ

な
が

っ
た

。
②

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
た

団
体

の
話

し
を

他
の

団
体

に
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
で

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
今

後
の

活
動

に
活

か
せ

る
知

識
を

得
た

。

■
4団

体
に

対
し

、
事

業
を

委
託

し
た

。
男

女
共

同
参

画
の

推
進

と
団

体
活

動
の

活
性

化
に

つ
な

げ
た

。

■
参

加
団

体
が

年
々

減
少

し
て

い
る

た
め

、
次

年
度

は
開

催
時

期
を

変
更

し
て

参
加

を
促

す
。

■
よ

り
多

く
の

団
体

に
情

報
が

届
く

よ
う

声
が

け
や

周
知

に
努

め
る

。
⻑

期
的

に
は

、
新

規
事

業
実

施
団

体
の

育
成

が
必

要
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

32
11

4ｲ
02

市
⺠

団
体

か
ら

も
地

域
で

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
進

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
団

体
間

の
交

流
促

進
や

活
動

支
援

に
努

め
ま

す
。

■
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

24
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

団
体

17
団

体

日
頃

の
活

動
の

成
果

を
発

表
し

た
り

、
理

解
を

さ
ら

に
深

め
る

場
を

提
供

し
、

男
女

共
同

参
画

に
取

り
組

む
団

体
の

活
動

を
支

援
し

た
。

よ
り

多
く

の
団

体
が

参
加

で
き

る
よ

う
工

夫
し

な
が

ら
、

活
動

や
交

流
の

場
を

提
供

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

支
援

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
④

 
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成

68



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

33
11

5ｱ
01

世
界

の
女

性
を

と
り

ま
く

現
状

や
課

題
な

ど
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
情

報
の

収
集

・
提

供
や

学
習

機
会

の
提

供
な

ど
に

よ
り

、
SD

Gs
を

含
む

国
際

社
会

の
動

向
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

を
図

り
ま

す
。

情
報

図
書

室
で

は
、

SD
Gｓ

に
関

す
る

本
、

女
性

の
差

別
や

貧
困

に
関

す
る

本
、

世
界

で
活

躍
す

る
女

性
の

本
の

収
集

・
貸

出
を

行
い

、
国

際
社

会
の

動
向

に
つ

い
て

の
理

解
促

進
を

図
っ

た
。

・
蔵

書
数

19
,2

86
冊

（
令

和
5年

度
19

,2
63

冊
）

・
年

間
貸

出
冊

数
3,

86
4冊

（
令

和
5年

度
3,

57
2冊

）

情
報

図
書

室
で

は
、

主
催

講
座

や
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
テ

ー
マ

に
即

し
た

本
の

紹
介

、
市

立
図

書
館

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
毎

月
新

着
図

書
の

案
内

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

館
内

に
掲

示
、

情
報

紙
や

X
（

エ
ッ

ク
ス

）
で

本
の

紹
介

を
行

い
、

情
報

図
書

室
の

認
知

度
を

高
め

、
蔵

書
の

予
約

や
貸

出
に

つ
な

げ
た

。

女
性

を
取

り
巻

く
情

勢
は

依
然

と
し

て
厳

し
く

、
SD

Gｓ
や

国
際

社
会

の
動

向
に

関
す

る
蔵

書
の

積
極

的
な

収
集

や
状

況
に

対
応

し
た

情
報

提
供

を
継

続
し

て
行

う
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

34
11

5ｲ
01

外
国

籍
市

⺠
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

生
活

情
報

の
提

供
や

相
談

支
援

を
行

い
ま

す
。

〇
外

国
語

情
報

紙
発

行
（

毎
月

）
・

英
語

：
37

0部
・

中
国

語
：

31
0部

・
韓

国
語

：
21

0部
・

ロ
シ

ア
語

：
20

0部
・

ベ
ト

ナ
ム

語
：

11
0部

〇
外

国
語

に
よ

る
相

談
窓

口
・

生
活

相
談

：
13

9件
・

弁
護

士
に

よ
る

無
料

相
談

会
：

7件
・

無
料

医
療

相
談

会
：

9件

〇
創

刊
以

来
、

区
役

所
、

公
⺠

館
、

大
学

、
専

門
学

校
等

に
送

付
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

掲
載

や
希

望
者

へ
メ

ル
マ

ガ
で

も
配

信
し

て
お

り
、

多
く

の
外

国
人

に
行

き
届

く
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

〇
外

国
籍

市
⺠

が
日

頃
抱

え
る

生
活

上
の

悩
み

や
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

外
国

語
で

も
相

談
を

受
け

付
け

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
ま

す
。

〇
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

情
報

の
発

信
と

、
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

〇
助

言
内

容
が

十
分

に
伝

わ
っ

て
い

る
と

い
う

検
証

が
難

し
い

こ
と

や
、

紹
介

先
（

関
係

機
関

等
）

で
の

言
葉

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。

国
際

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
⑤

 
国

際
理

解
に

基
づ

く
男

女
共

同
参

画
の

推
進

69



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

35
12

1ｱ
01

男
女

共
同

参
画

の
実

態
や

市
⺠

意
識

に
関

す
る

調
査

を
実

施
し

ま
す

。
第

4次
新

潟
市

男
女

共
同

参
画

行
動

計
画

の
期

間
が

令
和

7年
度

で
終

了
す

る
た

め
、

令
和

8年
度

を
始

期
と

す
る

新
た

な
行

動
計

画
策

定
の

基
礎

資
料

と
す

る
こ

と
を

目
的

に
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
市

⺠
の

意
識

と
実

態
を

調
査

し
た

。
(1

) 調
査

対
象

：
新

潟
市

内
に

居
住

す
る

満
15

歳
以

上
の

男
女

個
人

(2
) 標

本
数

：
4,

00
0人

（
住

⺠
基

本
台

帳
か

ら
無

作
為

抽
出

）
(3

) 調
査

⽅
法

：
配

布
は

郵
送

⽅
式

、
回

答
は

郵
送

⽅
式

及
び

W
EB

⽅
式

(4
) 調

査
基

準
日

：
令

和
6年

6月
1日

(5
) 調

査
期

間
：

令
和

6年
9月

2日
〜

9
月

17
日

(6
)有

効
回

収
数

（
率

）
：

1,
87

8
（

47
.0

％
）

 
 

（
前

回
調

査
：

1,
81

2（
45

.3
％

）

令
和

8年
度

を
始

期
と

す
る

新
た

な
行

動
計

画
策

定
の

基
礎

資
料

と
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

W
EB

で
の

回
答

を
可

能
と

し
た

こ
と

で
、

回
答

の
し

や
す

や
が

向
上

し
、

回
答

率
の

上
昇

に
つ

な
が

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
①

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

調
査

、
情

報
の

収
集

・
提

供
、

支
援

70



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

36
12

1ｲ
01

男
女

間
格

差
等

の
実

態
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
社

会
制

度
や

慣
行

等
、

様
々

な
分

野
や

場
面

に
お

け
る

男
女

別
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

に
努

め
、

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
ア

ル
ザ

展
示

コ
ー

ナ
ー

に
掲

示
・

女
性

の
政

治
参

画
マ

ッ
プ

20
24

・
令

和
6年

度
男

女
共

同
参

画
白

書
・

女
性

に
対

す
る

暴
力

の
現

状
（

出
典

：
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
基

本
デ

ー
タ

よ
り

）
・

政
令

指
定

都
市

の
附

属
機

関
等

に
お

け
る

女
性

委
員

割
合

 
年

度
⽐

較
・

附
属

機
関

等
へ

の
女

性
委

員
登

用
状

況 ・
「

み
ん

な
で

考
え

る
＃

ジ
ェ

ン
ダ

ー
不

平
等

」
ポ

ス
タ

ー
（

制
作

：
せ

ん
だ

い
男

女
共

同
参

画
財

団
）

内
閣

府
や

他
都

市
で

作
成

し
た

デ
ー

タ
や

掲
示

物
を

収
集

し
、

男
女

間
格

差
の

実
態

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
に

展
示

し
周

知
し

た
。

同
じ

出
典

先
の

デ
ー

タ
は

様
式

が
同

じ
で

新
し

い
展

示
を

し
て

も
変

化
が

分
か

り
に

く
い

。
今

後
デ

ー
タ

を
さ

ら
に

調
べ

て
収

集
し

、
目

に
留

ま
る

よ
う

な
展

示
を

考
え

て
い

き
た

い
。

男
女

共
同

参
画

課

37
12

1ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

様
々

な
悩

み
や

不
安

に
関

す
る

相
談

事
業

を
行

う
こ

と
で

、
性

別
に

と
ら

わ
れ

ず
⾃

分
ら

し
く

生
き

る
た

め
の

支
援

を
し

ま
す

。

■
こ

こ
ろ

の
相

談
・

電
話

相
談

毎
週

⽔
・

日
曜

日
 

10
：

00
〜

15
：

30
毎

週
金

曜
日

 
14

：
00

〜
19

：
30

・
面

接
相

談
毎

週
火

・
⽔

・
木

・
土

曜
日

 
10

：
00

〜
17

：
00

電
話

相
談

件
数

延
べ

1,
26

0件
面

接
相

談
件

数
延

べ
 

46
9件

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

由
来

す
る

様
々

な
悩

み
や

不
安

に
つ

い
て

、
相

談
者

と
と

も
に

解
決

へ
の

糸
口

を
探

し
⾃

立
に

向
け

て
、

⾃
分

を
大

切
に

す
る

生
き

⽅
を

考
え

る
た

め
の

支
援

と
し

て
相

談
事

業
を

行
っ

た
。

相
談

の
主

訴
が

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

由
来

す
る

も
の

で
な

く
、

精
神

的
な

問
題

を
含

む
も

の
や

、
主

訴
内

容
も

複
数

の
問

題
が

絡
み

合
う

な
ど

、
相

談
内

容
に

よ
っ

て
適

切
な

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
①

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

調
査

、
情

報
の

収
集

・
提

供
、

支
援

71



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

38
12

2ｲ
01

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
等

の
普

及
に

対
応

し
て

、
安

全
・

安
心

か
つ

適
切

な
情

報
の

受
・

発
信

が
で

き
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

ま
す

。

情
報

モ
ラ

ル
教

育
に

関
す

る
教

職
員

研
修

を
実

施
し

た
。

情
報

モ
ラ

ル
を

含
む

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

指
針

を
提

示
し

た
。

GI
GA

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

に
い

が
た

を
作

成
し

て
子

ど
も

た
ち

の
情

報
モ

ラ
ル

の
育

成
を

図
っ

た
。

情
報

モ
ラ

ル
の

指
導

に
よ

り
、

⾃
他

を
大

切
に

す
る

な
ど

、
子

ど
も

た
ち

の
人

権
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。

情
報

モ
ラ

ル
を

含
む

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

指
針

の
理

解
促

進
の

た
め

に
、

機
を

と
ら

え
て

継
続

的
に

周
知

を
図

る
。

GI
GA

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

に
い

が
た

に
つ

い
て

周
知

を
図

る
と

と
も

に
実

態
に

合
っ

た
活

用
を

促
す

。

学
校

支
援

課

39
12

2ｳ
01

市
刊

行
物

に
つ

い
て

は
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
表

現
⽅

法
で

用
語

や
イ

ラ
ス

ト
を

使
用

し
、

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
に

努
め

ま
す

。

■
庁

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

行
政

刊
行

物
の

手
引

き
を

継
続

し
て

掲
載

し
た

。

■
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
で

、
庁

内
各

課
に

、
広

報
物

作
成

の
際

に
は

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
表

現
を

す
る

よ
う

に
呼

び
掛

け
た

。

手
引

き
の

活
用

や
問

い
合

わ
せ

へ
の

対
応

に
よ

り
、

固
定

的
役

割
分

担
意

識
や

性
差

別
に

つ
い

て
再

認
識

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

こ
と

が
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

行
政

刊
行

物
の

発
行

に
つ

な
が

っ
た

。

手
引

き
の

活
用

だ
け

で
な

く
、

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
に

向
け

、
継

続
的

に
啓

発
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課
各

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
②

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
の

促
進

72



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

40
13

1ｱ
01

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
、

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

）

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
で

は
、

料
理

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
を

目
的

に
作

り
置

き
お

か
ず

の
調

理
実

習
、

夫
婦

で
家

事
分

担
を

話
し

合
う

き
っ

か
け

に
な

る
よ

う
、

家
事

タ
ス

ク
を

見
え

る
化

す
る

ワ
ー

ク
を

実
施

、
子

育
て

中
の

同
年

代
の

男
性

同
士

が
悩

み
や

子
育

て
に

つ
い

て
話

す
機

会
を

提
供

し
た

。
・

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

か
ら

暮
ら

し
の

問
題

を
知

り
、

暮
ら

し
の

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
誰

も
が

関
係

す
る

健
康

を
テ

ー
マ

と
し

た
。

働
き

⽅
・

固
定

的
性

別
役

割
分

担
意

識
が

健
康

に
影

響
し

て
い

る
こ

と
を

複
数

の
分

野
か

ら
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
は

、
家

事
育

児
に

積
極

的
な

男
性

の
参

加
が

多
い

。
消

極
的

な
層

へ
の

周
知

⽅
法

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

は
、

働
き

⽅
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
年

期
の

定
義

を
ど

う
捉

え
る

か
を

考
え

直
し

、
対

象
者

が
興

味
を

持
つ

テ
ー

マ
を

見
つ

け
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

結
び

付
け

て
講

座
を

企
画

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

こ
と

を
⾃

分
事

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
①

男
性

の
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

・
支

援

73



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

41
13

1ｱ
02

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
の

う
ち

、
7月

号
で

「
パ

パ
の

子
育

て
」

の
特

集
記

事
を

掲
載

・
1,

00
0部

発
行

・
配

布
先

：
公

⺠
館

、
図

書
館

等
公

共
施

設
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載

■
情

報
啓

発
紙

ア
ル

ザ
7月

号
で

は
、

子
育

て
中

の
男

性
の

声
や

男
性

の
家

事
・

育
児

参
画

の
必

要
性

な
ど

に
つ

い
て

周
知

・
啓

発
し

た
。

■
機

会
を

捉
え

て
、

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
啓

発
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

42
13

2ｱ
01

男
性

で
あ

る
こ

と
で

負
っ

て
い

る
社

会
的

重
圧

や
悩

み
な

ど
に

つ
い

て
、

男
性

相
談

員
に

よ
る

男
性

向
け

電
話

相
談

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

一
人

で
悩

ま
ず

相
談

す
る

よ
う

周
知

に
努

め
ま

す
。

■
男

性
電

話
相

談
 

毎
月

第
４

火
曜

日
 

相
談

件
数

延
べ

22
件

男
性

が
男

性
で

あ
る

こ
と

で
負

っ
て

い
る

悩
み

や
社

会
的

重
圧

に
対

し
男

性
の

目
線

で
対

応
し

、
生

き
づ

ら
さ

を
軽

減
す

る
一

助
と

な
っ

た
。

男
性

が
他

者
へ

相
談

す
る

こ
と

へ
の

抵
抗

感
を

減
ら

し
、

一
人

で
悩

ま
ず

相
談

す
る

よ
う

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
窓

口
の

周
知

の
た

め
の

広
報

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
①

男
性

の
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

・
支

援

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
②

男
性

の
た

め
の

相
談

事
業

の
実

施
・

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り

74



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

43
21

1ｱ
01

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

加
速

す
る

た
め

、
委

員
改

選
期

に
は

、
委

員
の

推
薦

⺟
体

と
な

っ
て

い
る

団
体

等
へ

の
女

性
委

員
推

薦
を

働
き

か
け

、
進

行
管

理
を

徹
底

し
ま

す
。

■
附

属
機

関
等

の
女

性
委

員
割

合
 

令
和

6年
度

42
.7

％
■

附
属

機
関

等
の

女
性

委
員

の
割

合
の

上
昇

に
向

け
た

取
り

組
み

・
附

属
機

関
等

の
委

員
改

選
時

に
女

性
登

用
の

事
前

協
議

を
実

施
・

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

で
、

幹
部

職
員

へ
女

性
委

員
の

登
用

に
つ

い
て

の
呼

び
か

け

「
新

潟
市

附
属

機
関

等
へ

の
女

性
委

員
の

登
用

推
進

要
綱

」
に

基
づ

き
、

事
前

協
議

の
徹

底
と

進
行

管
理

を
行

っ
た

。
ま

た
委

員
の

改
選

時
期

を
迎

え
る

附
属

機
関

等
に

つ
い

て
、

事
前

協
議

書
の

提
出

前
に

取
組

内
容

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

各
種

機
会

を
通

じ
て

女
性

委
員

推
薦

を
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
事

前
協

議
の

徹
底

と
進

行
管

理
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

44
21

1ｱ
02

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

加
速

す
る

た
め

、
委

員
改

選
期

に
は

、
委

員
の

推
薦

⺟
体

と
な

っ
て

い
る

団
体

等
へ

の
女

性
委

員
推

薦
を

働
き

か
け

、
進

行
管

理
を

徹
底

し
ま

す
。

総
務

部
行

政
経

営
課

（
附

属
機

関
等

と
り

ま
と

め
担

当
）

と
男

女
共

同
参

画
課

と
の

連
名

で
「

附
属

機
関

等
に

関
す

る
調

査
」

を
実

施
。

女
性

委
員

の
選

任
状

況
等

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
調

査
時

点
：

令
和

6年
7月

1日
女

性
委

員
割

合
：

42
.7

%
（

前
年

度
よ

り
0.

1ポ
イ

ン
ト

減
）

機
関

数
：

17
1

総
数

：
2,

44
4人

 
う

ち
女

性
1,

04
3人

職
員

ポ
ー

タ
ル

に
お

い
て

調
査

結
果

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

女
性

委
員

の
登

用
に

努
め

、
男

女
の

数
の

均
衡

を
図

る
よ

う
関

係
所

属
に

依
頼

し
た

。
ま

た
、

各
種

団
体

に
対

し
て

、
委

員
推

薦
時

に
積

極
的

に
女

性
を

推
薦

し
て

も
ら

え
る

よ
う

依
頼

し
た

。

引
き

続
き

附
属

機
関

等
に

関
す

る
調

査
結

果
を

全
庁

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

女
性

委
員

の
選

任
に

つ
い

て
よ

り
一

層
の

呼
び

か
け

が
必

要
。

行
政

経
営

課

45
21

1ｲ
01

積
極

的
に

審
議

会
委

員
と

し
て

公
募

に
応

じ
る

女
性

を
増

や
す

た
め

、
機

会
を

捉
え

て
啓

発
を

行
い

ま
す

。

■
ア

ル
ザ

に
い

が
た

館
内

掲
示

板
に

委
員

募
集

の
案

内
を

掲
示

し
た

。
来

館
者

に
附

属
機

関
の

委
員

公
募

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
引

き
続

き
、

館
内

で
の

周
知

に
努

め
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

75



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

46
21

1ｳ
01

市
事

業
へ

の
協

力
な

ど
の

機
会

に
女

性
の

人
材

情
報

を
幅

広
く

収
集

し
、

活
用

に
努

め
ま

す
。

■
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
や

庁
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
、

女
性

人
材

リ
ス

ト
の

紹
介

や
女

性
委

員
登

用
に

向
け

た
積

極
的

な
活

用
に

つ
い

て
働

き
か

け
た

。
■

審
議

会
等

の
委

員
改

選
を

迎
え

る
所

属
に

対
し

て
は

、
個

別
に

女
性

人
材

リ
ス

ト
を

紹
介

し
、

必
要

の
あ

る
部

署
に

は
女

性
委

員
⽐

率
向

上
の

た
め

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
令

和
6年

度
提

供
数

 
２

４
件

（
参

考
）

令
和

5年
度

 
１

３
件

審
議

会
等

委
員

へ
の

女
性

登
用

を
進

め
る

た
め

、
新

潟
大

学
や

士
業

団
体

へ
女

性
会

員
の

登
録

を
呼

び
か

け
、

女
性

人
材

リ
ス

ト
の

拡
充

を
図

っ
た

。

附
属

機
関

が
必

要
と

し
て

い
る

専
門

知
識

を
有

す
る

女
性

人
材

の
情

報
が

乏
し

い
。

引
き

続
き

、
女

性
人

材
の

情
報

収
集

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

76



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

47
21

1ｴ
01

行
政

委
員

会
へ

の
女

性
委

員
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

■
令

和
7年

3月
31

日
現

在
の

女
性

委
員

の
割

合
・

選
挙

管
理

委
員

会
（

36
人

中
18

人
、

50
％

）
・

監
査

委
員

（
4人

中
1人

、
25

.0
％

）
・

人
事

委
員

会
（

3人
中

1人
、

33
.3

％
）

・
固

定
資

産
評

価
審

査
委

員
会

（
3人

中
1人

、
33

.3
％

）
・

農
業

委
員

会
（

24
人

中
3人

、
12

.5
％

）
・

教
育

委
員

会
（

9人
中

4人
、

44
.4

％
）

市
が

率
先

し
て

女
性

の
登

用
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

企
業

や
地

域
へ

の
意

識
啓

発
に

つ
な

が
っ

た
。

※
地

⽅
⾃

治
法

の
規

定
に

よ
り

，
監

査
委

員
は

地
⽅

公
共

団
体

の
⻑

が
，

議
会

の
同

意
を

得
て

選
任

。

委
員

選
任

に
あ

た
り

性
別

に
は

当
然

配
慮

す
る

も
の

の
、

職
務

の
専

門
性

が
高

く
、

働
き

か
け

が
及

ば
な

い
場

合
が

あ
る

。
委

員
の

改
選

時
に

は
女

性
委

員
割

合
が

維
持

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く

。
※

選
挙

管
理

委
員

は
、

地
⽅

⾃
治

法
第

18
2条

に
よ

り
、

選
挙

権
を

有
す

る
者

で
、

政
治

お
よ

び
選

挙
に

関
し

公
正

な
識

見
を

有
す

る
者

を
議

会
で

選
出

し
て

い
る

。
※

地
⽅

⾃
治

法
の

規
定

に
よ

り
，

監
査

委
員

は
地

⽅
公

共
団

体
の

⻑
が

，
議

会
の

同
意

を
得

て
選

任
。

各
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

77



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

48
21

2ｱ
01

能
力

開
発

の
た

め
の

研
修

の
実

施
及

び
キ

ャ
リ

ア
開

発
を

重
視

し
た

人
事

異
動

な
ど

に
よ

り
人

材
育

成
・

能
力

開
発

の
促

進
を

図
り

ま
す

。

(1
)研

修
の

実
施

・
採

用
8年

目
（

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

）
研

修
（

受
講

者
：

10
1名

）
(2

)女
性

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

研
修

（
受

講
予

定
者

：
10

名
）

(3
)キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

く
人

事
制

度
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

登
録

制
度

（
専

門
分

野
・

エ
リ

ア
）

の
実

施

・
研

修
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
を

描
く

こ
と

の
大

切
さ

な
ど

の
意

識
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

職
員

⾃
ら

専
門

分
野

の
選

択
や

キ
ャ

リ
ア

開
発

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
概

ね
採

用
10

年
間

は
専

門
分

野
登

録
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
人

事
異

動
を

行
っ

て
い

る
が

、
令

和
6年

度
よ

り
一

定
の

年
齢

層
の

職
員

に
対

し
、

所
属

⻑
か

ら
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
助

言
す

る
機

会
を

新
た

に
設

け
た

。

キ
ャ

リ
ア

開
発

の
取

組
を

し
っ

か
り

と
進

め
て

い
く

と
と

も
に

、
令

和
5年

度
か

ら
開

始
し

た
「

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

と
活

躍
の

た
め

の
職

場
改

革
研

修
」

の
実

施
等

に
よ

り
、

係
⻑

昇
任

選
考

試
験

に
お

け
る

女
性

職
員

の
受

験
者

の
増

加
や

、
女

性
職

員
の

係
⻑

昇
任

へ
の

意
欲

向
上

に
結

び
付

け
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

人
事

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

②
市

女
性

職
員

の
管

理
職

等
へ

の
登

用
推

進

78



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

49
21

2ｲ
01

意
欲

あ
る

職
員

の
能

力
発

揮
を

促
進

す
る

た
め

、
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
管

理
職

に
ふ

さ
わ

し
い

能
力

を
持

つ
職

員
の

登
用

を
進

め
ま

す
。

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

性
別

に
よ

ら
な

い
人

材
の

把
握

と
処

遇
を

行
っ

た
。

【
管

理
職

（
課

⻑
以

上
）

の
割

合
】

令
和

4年
度

 
 1

6.
3％

令
和

5年
度

 
 1

8.
8％

令
和

6年
度

 
 2

0.
6％

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

女
性

職
員

の
係

⻑
登

用
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

※
登

用
率

令
和

4年
度

 
 4

7.
6％

令
和

5年
度

 
 4

6.
3％

令
和

6年
度

 
 4

7.
1％

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

人
材

の
把

握
や

処
遇

を
決

定
す

る
に

あ
た

り
、

性
別

に
よ

る
区

分
や

差
を

設
け

ず
、

管
理

職
へ

の
女

性
登

用
を

推
進

し
た

。

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

女
性

職
員

の
係

⻑
へ

の
積

極
的

な
登

用
を

図
り

、
市

の
施

策
や

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

し
た

。

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

さ
ら

な
る

女
性

登
用

の
推

進
。

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

係
⻑

の
職

責
と

育
児

等
の

両
立

が
で

き
る

職
場

環
境

づ
く

り
。

人
事

課

50
21

2ｳ
01

市
立

学
校

に
お

い
て

主
任

層
へ

の
女

性
の

登
用

を
進

め
る

ほ
か

、
女

性
が

管
理

職
を

目
指

し
や

す
い

環
境

を
整

え
、

管
理

職
選

考
検

査
の

女
性

受
検

者
の

増
加

を
図

る
な

ど
管

理
職

等
へ

の
登

用
を

推
進

し
ま

す
。

■
教

頭
等

選
考

検
査

・
申

込
者

79
人

（
−

8人
）

、
う

ち
女

性
19

人
（

+3
人

）
・

教
頭

昇
任

者
39

人
（

+4
人

）
、

う
ち

女
性

10
人

（
+2

人
）

＊
括

弧
内

は
、

対
前

年
度

・
前

年
度

に
⽐

べ
、

教
頭

選
考

志
願

者
に

占
め

る
女

性
の

割
合

が
上

昇
し

た
(R

6 
18

.4
%

→
R7

 2
4.

1%
)

・
前

年
度

に
⽐

べ
、

教
頭

昇
任

者
に

占
め

る
女

性
管

理
職

の
割

合
が

上
昇

し
た

(R
6 

22
.9

%
→

R7
 2

5.
6%

)。

女
性

管
理

職
の

割
合

の
拡

大
に

向
け

、
女

性
教

員
に

係
る

教
頭

等
選

考
検

査
の

新
規

受
検

者
数

を
増

加
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
女

性
教

員
が

主
任

等
と

し
て

学
校

運
営

の
一

翼
を

担
う

組
織

づ
く

り
を

学
校

管
理

職
と

協
力

し
て

推
進

し
て

い
く

。
ま

た
、

女
性

管
理

職
と

し
て

働
き

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
、

働
き

⽅
改

革
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

学
校

人
事

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

②
市

女
性

職
員

の
管

理
職

等
へ

の
登

用
推

進

79



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

51
22

1ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
女

性
の

積
極

的
登

用
や

職
域

拡
大

等
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・

ア
ク

シ
ョ

ン
（

積
極

的
改

善
措

置
）

に
取

り
組

む
企

業
の

先
進

事
例

な
ど

の
情

報
収

集
・

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
市

内
の

え
る

ぼ
し

認
定

企
業

の
情

報
を

収
集

し
た

。
事

業
実

施
の

際
に

、
参

考
情

報
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
情

報
収

集
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

52
22

1ｲ
01

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
令

和
7・

8年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
定

期
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

53
22

1ｲ
02

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
価

格
以

外
の

要
素

を
評

価
項

目
に

加
え

る
総

合
評

価
⽅

式
・

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

⽅
式

に
よ

る
⼊

札
を

行
う

と
き

に
、

ベ
ー

ス
と

な
る

「
価

格
評

価
点

」
「

技
術

評
価

点
」

に
加

え
て

、
「

社
会

的
評

価
点

」
の

一
つ

と
し

て
「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
を

推
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
」

を
加

え
て

も
ら

う
よ

う
各

所
属

⻑
へ

依
頼

し
た

。
・

令
和

６
年

度
実

績
：

10
件

（
参

考
）

令
和

５
年

度
：

４
件

■
⼊

札
を

所
管

す
る

所
属

に
対

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

に
対

し
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

付
与

す
る

よ
う

、
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
で

幹
部

職
員

へ
依

頼
し

た
。

■
引

き
続

き
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
を

通
し

て
、

幹
部

職
員

に
呼

び
か

け
る

な
ど

、
周

知
に

力
を

⼊
れ

る
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
２

）
企

業
・

団
体

・
地

域
等

に
お

け
る

女
性

の
登

用
促

進
①

企
業

・
団

体
・

地
域

等
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
啓

発

80



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

54
22

1ｳ
01

地
域

に
お

け
る

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
拡

大
に

つ
い

て
、

啓
発

や
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
協

議
会

へ
女

性
委

員
の

登
用

に
つ

い
て

の
依

頼
を

し
た

。

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

■
委

員
の

改
選

期
に

合
わ

せ
て

、
女

性
委

員
の

登
用

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
。

■
各

区
で

の
意

識
啓

発
に

つ
な

が
っ

た
。

■
引

き
続

き
改

選
期

に
合

わ
せ

て
女

性
委

員
の

登
用

を
行

う
。

■
引

き
続

き
、

地
域

推
進

員
事

業
を

実
施

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

55
22

2ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
⾃

己
能

力
開

発
の

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

・
※

ア
ル

ザ
講

座
（

別
紙

）
（

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

）
・

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

で
は

、
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

・
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
で

は
、

起
業

の
不

安
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
に

、
基

礎
知

識
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

参
加

者
同

士
で

情
報

交
換

す
る

場
も

提
供

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
２

）
企

業
・

団
体

・
地

域
等

に
お

け
る

女
性

の
登

用
促

進
①

企
業

・
団

体
・

地
域

等
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
啓

発

81



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

56
23

1ｱ
01

地
域

の
防

災
活

動
で

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
ま

す
。

１
．

応
急

手
当

指
導

７
２

回
（

２
４

回
）

３
７

３
人

（
５

７
人

）
２

．
街

頭
防

火
４

８
回

（
４

２
回

）
２

０
３

人
（

１
５

６
人

）
３

．
⾃

主
防

災
訓

練
指

導
２

２
１

回
（

２
７

回
）

１
０

７
０

人
（

７
４

人
）

４
．

幼
稚

園
・

保
育

園
防

火
指

導
４

２
回

（
４

０
回

）
１

３
６

人
（

１
２

７
人

）
※

（
）

内
は

、
女

性
消

防
団

員

教
育

訓
練

や
女

性
消

防
団

員
の

会
議

を
行

い
、

各
⽅

面
隊

の
情

報
共

有
や

知
識

、
技

術
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

女
性

の
視

点
を

活
か

し
た

地
域

防
災

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

、
避

難
所

等
で

女
性

消
防

団
員

が
積

極
的

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
災

害
対

応
力

の
向

上
及

び
環

境
の

整
備

を
図

る
。

消
防

局
警

防
課

57
23

1ｱ
02

地
域

の
防

災
活

動
で

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
ま

す
。

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

講
座

：
2回

講
座

参
加

者
：

31
名

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

・
男

女
と

も
に

災
害

時
の

多
様

性
に

気
づ

き
、

防
災

活
動

に
お

い
て

女
性

の
視

点
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

男
女

と
も

に
対

話
す

る
重

要
性

を
理

解
す

る
き

っ
か

け
づ

く
り

が
で

き
た

。

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

・
参

加
者

が
少

な
い

状
況

が
続

い
て

お
り

、
内

容
や

募
集

⽅
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

防
災

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

①
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
取

り
⼊

れ
た

防
災

体
制

の
構

築

82



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

58
23

1ｲ
01

災
害

時
の

避
難

所
運

営
等

に
お

い
て

、
男

女
双

⽅
の

視
点

等
に

配
慮

し
た

運
営

と
な

る
よ

う
本

市
の

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

、
啓

発
や

働
き

か
け

を
行

い
ま

す
。

各
区

で
講

習
会

及
び

現
地

検
討

会
を

実
施 講

習
会

：
全

8区
で

1回
ず

つ
実

施
参

加
者

：
2,

19
4名

現
地

検
討

会
：

32
8/

33
5箇

所

参
加

者
に

対
し

、
講

習
会

や
現

地
検

討
会

に
お

い
て

、
男

女
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

を
踏

ま
え

た
避

難
所

運
営

に
関

す
る

内
容

を
周

知
し

て
い

る
。

ま
た

、
避

難
所

ご
と

の
組

織
で

あ
る

「
避

難
所

運
営

委
員

会
」

の
立

ち
上

げ
に

あ
た

り
、

女
性

の
参

画
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

る
。

地
域

の
防

災
体

制
を

担
う

者
は

、
男

性
が

多
く

、
平

時
か

ら
女

性
の

視
点

を
ど

の
よ

う
に

反
映

さ
せ

る
か

、
災

害
時

に
女

性
の

視
点

を
ど

の
よ

う
に

く
み

取
る

の
か

が
課

題
。

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

し
て

、
避

難
所

運
営

体
制

連
絡

会
に

お
い

て
、

女
性

の
参

画
に

つ
い

て
さ

ら
な

る
周

知
を

図
る

。

防
災

課

59
23

1ｳ
01

男
女

の
ニ

ー
ズ

の
違

い
な

ど
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
備

蓄
を

推
進

し
ま

す
。

■
備

蓄
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

生
理

用
品

等
の

計
画

数
確

保
に

向
け

た
調

達
及

び
分

散
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

［
備

蓄
数

量
］

・
生

理
用

品
：

約
71

,0
00

枚
・

小
児

用
お

む
つ

：
約

27
,0

00
枚

・
大

人
用

お
む

つ
：

約
11

,0
00

枚
・

尿
取

り
パ

ッ
ド

：
約

28
,0

00
枚

・
携

帯
ト

イ
レ

：
約

65
6,

00
0袋

男
女

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

最
低

限
の

備
蓄

物
資

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
男

女
双

⽅
の

視
点

に
配

慮
し

た
運

営
体

制
に

貢
献

し
た

。

能
登

半
島

地
震

で
も

課
題

と
な

っ
た

備
蓄

物
資

の
種

類
に

つ
い

て
、

女
性

用
品

や
乳

幼
児

用
品

等
を

拡
充

し
、

避
難

所
へ

配
備

を
進

め
て

い
く

。

防
災

課

60
23

1ｴ
01

災
害

時
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
「

ア
ル

ザ
に

い
が

た
」

の
役

割
と

し
て

、
女

性
の

た
め

の
相

談
窓

口
の

設
置

な
ど

に
取

り
組

み
ま

す
。

■
ア

ル
ザ

に
い

が
た

や
各

避
難

所
に

女
性

に
対

す
る

暴
力

等
の

予
防

啓
発

・
相

談
窓

口
情

報
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

来
館

者
に

相
談

窓
口

情
報

等
を

周
知

し
た

。
引

き
続

き
、

周
知

に
努

め
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

①
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
取

り
⼊

れ
た

防
災

体
制

の
構

築

83



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

61
23

2ｱ
01

新
潟

市
防

災
会

議
に

お
け

る
女

性
委

員
の

増
大

や
、

地
域

の
⾃

主
防

災
組

織
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

な
ど

、
防

災
体

制
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

啓
発

や
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

新
潟

市
防

災
会

議
女

性
委

員
登

用
率

：
23

.4
％

（
委

員
64

名
中

、
女

性
委

員
15

名
（

昨
年

度
⽐

3
名

減
）

）

新
潟

市
防

災
士

の
会

女
性

部
会

「
NB

J（
新

潟
防

災
女

子
）

」
構

成
：

97
名

（
昨

年
度

⽐
17

名
増

）
活

動
：

研
修

2回
（

計
64

名
参

加
）

新
潟

市
防

災
会

議
・

会
議

に
お

い
て

、
男

女
双

⽅
の

視
点

か
ら

地
域

防
災

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
た

。

新
潟

市
防

災
士

の
会

・
女

性
部

会
に

お
い

て
、

防
災

を
何

か
ら

始
め

た
ら

良
い

か
分

か
ら

な
い

人
向

け
の

女
性

目
線

の
防

災
手

帳
を

引
き

続
き

作
成

し
た

。
ま

た
、

女
性

防
災

士
同

士
で

防
災

活
動

に
対

す
る

意
見

や
課

題
を

共
有

す
る

場
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

を
行

い
、

士
気

の
向

上
を

図
っ

た
。

新
潟

市
防

災
会

議
・

委
員

は
各

機
関

に
お

い
て

充
て

職
と

な
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

く
、

女
性

委
員

の
登

用
率

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

。

新
潟

市
防

災
士

の
会

・
地

域
の

防
災

活
動

に
は

、
男

女
双

⽅
の

視
点

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

女
性

防
災

士
な

ど
と

連
携

し
な

が
ら

、
女

性
が

参
画

し
や

す
い

体
制

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

防
災

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

②
防

災
体

制
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

84



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

62
31

1ｱ
01

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
等

労
働

関
係

の
法

令
や

各
種

制
度

の
内

容
、

女
性

労
働

問
題

の
相

談
窓

口
等

に
つ

い
て

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

な
ど

を
活

用
し

て
周

知
し

ま
す

。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

全
国

の
企

業
の

女
性

の
活

躍
状

況
に

関
す

る
情

報
・

行
動

計
画

を
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
推

進
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

の
サ

イ
ト

や
、

女
性

の
活

躍
推

進
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

等
が

優
良

な
企

業
を

国
が

認
定

す
る

制
度

等
の

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

対
し

、
全

国
の

企
業

の
女

性
の

活
躍

状
況

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
に

関
す

る
情

報
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
役

立
つ

各
種

支
援

制
度

等
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

等
と

連
携

し
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

63
31

1ｲ
01

定
期

的
に

女
性

労
働

に
関

す
る

実
態

を
把

握
し

、
改

善
策

を
検

討
し

ま
す

。

賃
金

労
働

時
間

等
実

態
調

査
に

お
い

て
、

市
内

事
業

所
に

お
け

る
労

働
条

件
等

に
つ

い
て

調
査

し
、

労
使

関
係

の
安

定
化

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

労
働

行
政

の
基

礎
資

料
と

し
た

。
調

査
結

果
は

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

し
、

適
切

な
雇

用
管

理
、

男
女

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

向
け

た
啓

発
を

図
っ

た
。

（
な

お
、

令
和

2年
度

に
は

、
新

潟
市

女
性

就
労

意
識

等
実

態
調

査
を

実
施

し
た

。
）

市
内

事
業

所
に

お
け

る
労

働
条

件
等

に
つ

い
て

把
握

し
、

労
使

関
係

の
安

定
化

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

労
働

行
政

の
基

礎
資

料
と

し
て

関
係

機
関

に
情

報
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
労

働
に

関
す

る
実

態
を

把
握

し
、

男
女

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

向
け

た
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
①

労
働

関
係

法
令

や
制

度
の

周
知

・
調

査

85



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

64
31

1ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
労

働
観

の
形

成
の

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
の

う
ち

、
10

月
号

で
「

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
・

バ
イ

ア
ス

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
の

特
集

記
事

を
掲

載
・

1,
00

0部
発

行
・

配
布

先
：

公
⺠

館
、

図
書

館
等

公
共

施
設

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

■
情

報
啓

発
紙

ア
ル

ザ
10

月
号

で
は

、
内

閣
府

の
性

別
に

よ
る

無
意

識
の

思
い

込
み

（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

・
バ

イ
ア

ス
）

に
関

す
る

調
査

結
果

や
8月

に
開

催
し

た
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

に
つ

い
て

考
え

る
講

座
の

一
部

を
紹

介
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

労
働

観
の

啓
発

を
図

っ
た

。

機
会

を
捉

え
て

、
主

催
講

座
や

情
報

紙
等

で
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

労
働

観
に

つ
い

て
取

り
上

げ
、

啓
発

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

65
31

1ｴ
01

各
企

業
が

男
女

共
同

参
画

社
会

の
重

要
性

を
認

識
し

、
主

体
的

に
取

組
を

行
う

よ
う

、
出

前
講

座
の

実
施

や
情

報
提

供
な

ど
啓

発
に

努
め

ま
す

。

■
企

業
の

経
営

者
・

管
理

職
向

け
研

修
会 ・

テ
ー

マ
：

人
材

確
保

に
差

が
つ

く
⻑

く
働

き
た

い
職

場
づ

く
り

・
開

催
日

：
10

月
31

日
・

講
師

：
礒

谷
哲

夫
氏

（
よ

つ
ば

ワ
ー

ク
社

会
保

険
労

務
士

法
人

 
代

表
社

員
・

特
定

社
会

保
険

労
務

士
）

・
参

加
者

数
：

12
人

（
12

社
）

人
材

確
保

の
た

め
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

説
明

す
る

と
と

も
に

、
女

性
活

躍
の

推
進

の
重

要
性

や
女

性
管

理
職

が
な

ぜ
増

え
な

い
の

か
と

い
っ

た
内

容
で

研
修

会
を

実
施

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

参
加

者
の

91
.7

％
が

「
研

修
会

を
通

し
て

、
社

内
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
し

て
い

こ
う

と
お

も
っ

た
」

と
回

答
し

て
お

り
、

研
修

の
実

施
に

よ
り

育
児

・
介

護
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
各

企
業

へ
の

啓
発

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
①

労
働

関
係

法
令

や
制

度
の

周
知

・
調

査

86



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

し
て

配
慮

し
た

点
課

題
・

対
応

の
⽅

向
所

管
課

66
31

2ｱ
01

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

採
用

・
登

用
や

勤
続

年
数

の
男

女
差

・
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
等

に
関

す
る

目
標

設
定

や
取

組
、

こ
れ

ら
に

関
す

る
情

報
開

示
を

促
進

し
ま

す
。

■
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

情
報

に
関

す
る

情
報

を
一

元
的

に
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

（
厚

生
労

働
省

）
を

紹
介

し
、

情
報

提
供

し
た

。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

閲
覧

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
当

課
所

管
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

を
貼

り
対

応
し

た
。

ま
た

、
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

支
給

要
件

に
、

一
般

事
業

主
行

動
計

画
の

策
定

・
公

表
を

義
務

付
け

、
女

性
活

躍
の

推
進

に
取

り
組

ん
だ

。

事
業

主
行

動
計

画
の

策
定

義
務

が
10

1
人

以
上

30
0人

以
下

の
事

業
所

に
も

拡
大

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
更

な
る

情
報

提
供

や
策

定
の

働
き

か
け

が
必

要
に

な
る

た
め

、
機

会
を

と
ら

え
て

情
報

発
信

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

67
31

2ｱ
02

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

採
用

・
登

用
や

勤
続

年
数

の
男

女
差

・
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
等

に
関

す
る

目
標

設
定

や
取

組
、

こ
れ

ら
に

関
す

る
情

報
開

示
を

促
進

し
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

全
国

の
企

業
の

女
性

の
活

躍
状

況
に

関
す

る
情

報
・

行
動

計
画

を
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
推

進
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

の
サ

イ
ト

や
、

女
性

の
活

躍
推

進
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

等
が

優
良

な
企

業
を

国
が

認
定

す
る

制
度

等
の

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

対
し

、
全

国
の

企
業

の
女

性
の

活
躍

状
況

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
に

関
す

る
情

報
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
役

立
つ

各
種

支
援

制
度

等
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

等
と

連
携

し
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
②

企
業

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
に

向
け

た
取

組
や

情
報

開
示

の
促

進

87



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

し
て

配
慮

し
た

点
課

題
・

対
応

の
⽅

向
所

管
課

68
31

2ｲ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
女

性
の

積
極

的
登

用
や

職
域

拡
大

等
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・

ア
ク

シ
ョ

ン
（

積
極

的
改

善
措

置
）

に
取

り
組

む
企

業
の

先
進

事
例

な
ど

の
情

報
収

集
・

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
市

内
の

え
る

ぼ
し

認
定

企
業

の
情

報
を

収
集

し
た

。
事

業
実

施
の

際
に

、
参

考
情

報
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
情

報
収

集
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

69
32

1ｱ
01

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
令

和
7・

8年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
定

期
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
②

企
業

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
に

向
け

た
取

組
や

情
報

開
示

の
促

進

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

２
）

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
企

業
へ

の
支

援
①

企
業

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

等

88



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

70
32

1ｱ
02

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
価

格
以

外
の

要
素

を
評

価
項

目
に

加
え

る
総

合
評

価
⽅

式
・

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

⽅
式

に
よ

る
⼊

札
を

行
う

と
き

に
、

ベ
ー

ス
と

な
る

「
価

格
評

価
点

」
「

技
術

評
価

点
」

に
加

え
て

、
「

社
会

的
評

価
点

」
の

一
つ

と
し

て
「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
を

推
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
」

を
加

え
て

も
ら

う
よ

う
各

所
属

⻑
へ

依
頼

し
た

。
・

令
和

６
年

度
実

績
：

１
０

件
（

参
考

）
令

和
５

年
度

：
４

件

⼊
札

を
行

う
所

属
に

対
し

て
、

男
女

共
同

参
画

に
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
す

る
よ

う
、

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

で
幹

部
職

員
へ

依
頼

し
た

。

引
き

続
き

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

を
通

し
て

、
幹

部
職

員
に

呼
び

か
け

る
な

ど
、

周
知

に
力

を
⼊

れ
る

必
要

が
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

２
）

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
企

業
へ

の
支

援
①

企
業

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

等

89



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

71
32

1ｱ
03

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

た
め

、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
推

進
企

業
表

彰
制

度
を

実
施

し
、

先
駆

的
な

取
組

を
行

う
企

業
を

表
彰

し
た

。
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
運

営
し

、
事

業
主

に
限

ら
ず

、
働

く
人

向
け

の
情

報
な

ど
を

含
め

た
総

合
的

な
情

報
発

信
を

行
っ

て
お

り
、

同
サ

イ
ト

に
お

い
て

同
表

彰
制

度
や

、
国

や
県

で
実

施
す

る
認

定
制

度
な

ど
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
⽅

式
等

に
よ

る
⼊

札
実

施
の

際
、

働
き

⽅
改

革
に

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

・
団

体
に

対
し

て
加

点
す

る
な

ど
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

に
つ

い
て

庁
内

に
依

頼
し

て
い

る
。

表
彰

制
度

や
認

定
制

度
の

活
用

を
促

す
こ

と
で

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
て

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

に
光

を
当

て
、

そ
の

取
組

を
発

信
し

た
。

ま
た

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
⽅

式
等

に
よ

る
⼊

札
実

施
の

際
、

働
き

⽅
改

革
に

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

・
団

体
に

対
し

て
加

点
す

る
な

ど
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

に
つ

い
て

庁
内

に
依

頼
し

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
図

っ
て

い
く

。
ま

た
、

⼊
札

の
際

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

付
与

に
つ

い
て

庁
内

に
引

き
続

き
依

頼
し

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

①
企

業
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
付

与
等

（
２

）
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

企
業

へ
の

支
援

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−

90



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

72
33

1ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
⾃

己
能

力
開

発
の

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

・
※

ア
ル

ザ
講

座
（

別
紙

）
（

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

）
・

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

で
は

、
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

・
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
で

は
、

起
業

の
不

安
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
に

、
基

礎
知

識
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

参
加

者
同

士
で

情
報

交
換

す
る

場
も

提
供

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

73
33

1ｲ
01

職
業

に
関

す
る

知
識

や
技

能
習

得
機

会
の

情
報

提
供

と
、

職
業

訓
練

制
度

や
助

成
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

す
。

新
潟

労
働

局
や

県
が

実
施

す
る

職
業

訓
練

制
度

や
助

成
制

度
の

周
知

を
図

る
た

め
、

市
内

公
共

施
設

に
チ

ラ
シ

を
設

置
し

た
。

新
潟

労
働

局
や

県
と

連
携

し
た

事
業

周
知

に
よ

り
制

度
活

用
を

促
す

こ
と

で
、

職
業

に
関

す
る

知
識

や
技

能
習

得
機

会
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

や
県

と
連

携
し

、
職

業
に

関
す

る
知

識
や

技
能

習
得

機
会

の
情

報
提

供
を

行
う

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
①

女
性

の
職

業
能

力
の

開
発

機
会

の
提

供

91



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

74
33

1ｳ
01

若
年

者
の

就
業

支
援

の
た

め
の

情
報

提
供

を
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
機

会
を

捉
え

て
職

業
観

の
醸

成
や

職
業

生
活

へ
の

定
着

支
援

を
図

り
ま

す
。

若
年

者
を

含
む

す
べ

て
の

働
く

人
の

職
業

観
の

醸
成

や
職

場
定

着
を

図
る

た
め

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

整
備

を
進

め
て

お
り

、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
推

進
企

業
表

彰
制

度
の

実
施

に
よ

り
若

者
の

雇
用

を
推

進
す

る
企

業
等

を
募

集
し

、
先

駆
的

な
取

組
を

行
う

企
業

を
表

彰
し

、
市

報
に

い
が

た
や

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
表

彰
式

の
様

子
や

好
事

例
等

を
広

報
し

た
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
先

駆
的

な
取

組
事

例
や

若
年

者
等

の
職

場
定

着
に

取
り

組
む

た
め

の
助

成
金

な
ど

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る

。

表
彰

制
度

を
通

じ
て

、
若

者
の

雇
用

促
進

に
取

り
組

む
企

業
の

事
例

を
周

知
し

た
ほ

か
、

助
成

金
な

ど
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

こ
と

で
、

事
業

主
に

対
し

て
意

識
醸

成
を

図
っ

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
若

者
の

雇
用

促
進

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
図

っ
て

い
く

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
①

女
性

の
職

業
能

力
の

開
発

機
会

の
提

供

92



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

75
33

1ｴ
01

様
々

な
分

野
で

活
躍

す
る

女
性

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

集
積

し
発

信
し

ま
す

。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
・

7月
「

パ
パ

の
子

育
て

」
・

10
月

「
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
・

2月
「

『
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
基

礎
調

査
報

告
書

』
か

ら
／

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

防
災

」
・

3月
「

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
24

」
・

各
回

 
1,

00
0部

（
3月

の
み

1,
50

0
部

）
・

配
布

先
：

公
⺠

館
、

図
書

館
等

公
共

施
設

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

■
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

を
紙

面
で

紹
介

し
た

。
引

き
続

き
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
紹

介
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
①

女
性

の
職

業
能

力
の

開
発

機
会

の
提

供

93



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

76
33

1ｵ
01

講
座

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
働

く
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

新
潟

県
と

の
共

催
で

、
「

働
く

女
性

の
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
応

援
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
。

・
開

催
日

：
①

8月
26

日
（

月
）

、
②

9
月

24
日

（
火

）
、

③
11

月
13

日
（

⽔
）

（
全

3回
）

・
講

師
：

①
②

小
安

美
和

さ
ん

（
株

式
会

社
W

ill
 

La
b代

表
取

締
役

）
、

③
丸

山
結

⾹
さ

ん
（

(有
)M

AX
 

ZE
N

pe
rfo

rm
an

ce
 

co
ns

ul
ta

nt
s代

表
取

締
役

）
・

参
加

者
：

12
名

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
「

参
考

に
な

っ
た

」
の

回
答

が
10

0％
で

、
「

⾃
⾝

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

つ
い

て
の

考
え

⽅
」

の
変

化
に

つ
い

て
は

、
受

講
後

に
全

員
が

「
変

わ
っ

た
」

と
し

て
い

た
。

セ
ミ

ナ
ー

で
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

中
心

で
あ

っ
た

こ
と

に
加

え
、

先
輩

ゲ
ス

ト
や

講
師

と
の

交
流

機
会

も
あ

り
、

働
く

女
性

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

意
識

が
薄

い
人

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
企

画
と

講
座

内
容

の
検

討
が

必
要

。

男
女

共
同

参
画

課

77
33

2ｱ
01

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
再

就
職

支
援

講
座

）
再

就
職

を
考

え
て

い
る

⽅
、

⾃
分

ら
し

い
働

き
⽅

を
見

つ
け

た
い

・
考

え
た

い
⽅

に
多

様
な

働
き

⽅
の

情
報

を
提

供
し

た
。

在
宅

ワ
ー

ク
な

ど
多

様
な

働
き

⽅
が

広
が

っ
て

お
り

、
ま

た
多

様
な

人
生

プ
ラ

ン
が

あ
る

中
で

、
参

加
者

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
、

再
就

職
や

働
き

⽅
の

不
安

を
解

消
で

き
る

よ
う

内
容

の
充

実
を

図
る

。

男
女

共
同

参
画

課

①
女

性
の

職
業

能
力

の
開

発
機

会
の

提
供

（
３

）
女

性
の

個
性

と
能

力
の

発
揮

へ
の

支
援

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

78
33

2ｱ
02

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

が
毎

週
発

行
す

る
求

人
情

報
誌

を
市

内
各

区
役

所
、

出
張

所
、

公
⺠

館
等

へ
引

き
続

き
設

置
・

提
供

し
た

。
ま

た
、

育
児

・
介

護
等

と
仕

事
の

両
立

（
一

時
離

職
の

防
止

）
を

目
的

と
し

た
改

正
育

児
・

介
護

休
業

法
が

令
和

７
年

４
月

か
ら

段
階

的
に

施
行

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

市
内

企
業

向
け

の
法

改
正

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（

52
名

受
講

）
し

た
ほ

か
、

法
改

正
に

よ
り

努
力

義
務

化
さ

れ
る

「
テ

レ
ワ

ー
ク

」
の

導
⼊

に
か

か
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（

11
名

受
講

）
し

た
。

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

を
は

じ
め

、
市

内
求

職
者

の
就

職
を

支
援

す
る

た
め

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
市

内
企

業
に

お
け

る
育

児
・

介
護

と
仕

事
の

両
立

（
一

時
離

職
の

防
止

）
を

推
進

す
る

た
め

、
企

業
に

対
し

て
改

正
法

の
周

知
・

広
報

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
市

内
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

し
、

求
人

情
報

の
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
市

内
企

業
に

お
け

る
育

児
・

介
護

等
と

仕
事

の
両

立
を

推
進

す
る

た
め

、
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

を
活

用
し

、
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
や

国
の

支
援

制
度

の
周

知
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

79
33

2ｱ
03

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

■
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

共
催

で
「

マ
ザ

ー
ズ

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
」

を
2回

開
催

。
・

第
1回

 
Ｒ

6/
6/

7 
  参

加
者

14
人

（
う

ち
保

育
利

用
者

5人
）

・
第

2回
 

Ｒ
7/

2/
7 

  参
加

者
20

人
（

会
場

：
11

人
、

オ
ン

ラ
イ

ン
：

9
人

）
（

う
ち

保
育

利
用

者
6人

）

出
産

や
子

育
て

を
機

に
仕

事
を

中
断

し
た

⽅
な

ど
を

支
援

す
る

た
め

、
働

く
上

で
知

っ
て

お
き

た
い

社
会

保
険

制
度

や
税

制
度

、
保

育
園

の
仕

組
み

に
つ

い
て

周
知

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

今
年

度
か

ら
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

も
可

能
と

す
る

こ
と

で
、

集
客

に
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

。

現
在

の
講

座
は

、
パ

ー
ト

タ
イ

マ
ー

で
の

再
就

職
を

希
望

す
る

人
を

対
象

と
し

た
研

修
と

な
っ

て
い

る
。

正
職

員
で

の
再

就
職

や
、

そ
の

先
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
な

ど
も

見
据

え
た

支
援

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

95



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

80
33

2ｲ
01

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
※

ア
ル

ザ
講

座
（

別
紙

）
（

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

）
・

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

で
は

、
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

・
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
で

は
、

起
業

の
不

安
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
に

、
基

礎
知

識
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

参
加

者
同

士
で

情
報

交
換

す
る

場
も

提
供

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

81
33

2ｲ
02

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
女

性
向

け
起

業
応

援
セ

ミ
ナ

ー
を

１
回

開
催

、
ア

ル
ザ

主
催

女
性

起
業

支
援

講
座

へ
の

講
師

派
遣

１
回

。
・

創
業

セ
ミ

ナ
ー

（
計

34
回

開
催

）
の

受
講

者
43

1名
の

う
ち

女
性

の
受

講
者

16
0名

（
37

.1
%

）
・

起
業

相
談

1,
13

2件
の

う
ち

女
性

の
相

談
件

数
37

8件
（

33
.4

%
）

・
起

業
を

目
指

す
女

性
に

対
し

、
セ

ミ
ナ

ー
（

女
性

を
対

象
と

し
た

起
業

支
援

講
座

へ
の

講
師

派
遣

含
む

）
で

は
起

業
の

⽅
法

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
起

業
相

談
で

は
事

業
計

画
の

策
定

支
援

等
、

具
体

的
な

相
談

内
容

に
応

じ
た

ハ
ン

ズ
オ

ン
（

専
門

家
の

派
遣

な
ど

に
よ

る
伴

走
型

）
で

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
。

・
今

後
も

引
き

続
き

、
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

対
応

に
よ

り
、

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

を
推

進
し

て
い

く
。

産
業

政
策

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課

82
33

2ｲ
03

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

中
小

企
業

開
業

資
金

実
績

】
・

令
和

6年
度

新
規

貸
付

件
数

23
0件

(う
ち

、
女

性
事

業
者

は
53

件
)

・
令

和
6年

度
新

規
貸

付
額

1,
27

4,
11

5千
円

■
貸

付
に

あ
た

っ
て

は
，

性
別

に
よ

り
異

な
る

取
り

扱
い

は
し

て
い

な
い

■
開

業
資

金
を

含
め

た
制

度
融

資
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

，
制

度
周

知
の

促
進

を
図

っ
た

。
ま

た
，

創
業

支
援

の
各

事
業

の
取

り
組

み
を

通
じ

て
の

Ｐ
Ｒ

も
行

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

周
知

活
動

を
行

う
と

と
も

に
，

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

改
正

を
検

討
す

る
。

商
業

振
興

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

96



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

83
33

2ｲ
05

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

創
業

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
店

舗
）

】
支

援
実

績
：

4件
う

ち
女

性
が

代
表

の
企

業
：

1件

性
別

を
問

わ
ず

ア
イ

デ
ア

次
第

で
様

々
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
か

ら
、

性
別

の
区

別
な

く
、

幅
広

く
創

業
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
を

実
施

し
た

。
結

果
、

女
性

起
業

家
に

対
す

る
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

令
和

5年
度

を
も

っ
て

新
規

募
集

終
了

済
み

。
産

業
政

策
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

84
33

2ｲ
06

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

創
業

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
オ

フ
ィ

ス
）

】
支

援
実

績
：

8件
(新

規
：

0件
)

う
ち

女
性

が
代

表
の

企
業

：
0件

(新
規

：
0件

)

性
別

を
問

わ
ず

ア
イ

デ
ア

次
第

で
様

々
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
か

ら
、

性
別

の
区

別
な

く
、

幅
広

く
企

業
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
を

実
施

し
た

。

令
和

5年
度

を
も

っ
て

新
規

募
集

終
了

済
み

。
産

業
政

策
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

85
33

2ｲ
07

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
企

業
・

経
営

相
談

会
等

の
実

施
・

ビ
ジ

ネ
ス

融
資

相
談

会
相

談
件

数
7

件
（

参
加

者
8人

）
・

0か
ら

は
じ

め
る

起
業

セ
ミ

ナ
ー

（
参

加
者

28
人

）
※

参
加

者
の

性
別

は
不

明

融
資

相
談

会
や

起
業

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
ビ

ジ
ネ

ス
活

動
に

有
用

な
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
ビ

ジ
ネ

ス
活

動
を

行
う

女
性

を
支

援
す

る
情

報
提

供
を

行
う

。
中

央
図

書
館

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

97



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

86
33

3ｱ
01

農
家

の
家

族
間

で
、

労
働

条
件

や
報

酬
等

を
文

書
で

取
り

決
め

、
共

同
経

営
者

と
し

て
の

地
位

や
役

割
を

明
確

に
し

、
各

世
帯

員
が

経
営

に
参

画
で

き
る

家
族

経
営

協
定

の
普

及
促

進
に

努
め

ま
す

。

■
認

定
農

家
数

 
 3

,2
29

人
 

家
族

経
営

協
定

締
結

数
 

35
3件

■
実

績
 

10
.9

％
（

目
標

値
15

％
以

上
）

 

家
族

の
役

割
分

担
や

、
就

業
環

境
を

決
め

る
な

ど
、

農
業

経
営

へ
の

参
画

に
よ

り
、

農
業

へ
の

や
り

が
い

・
意

欲
の

向
上

だ
け

で
な

く
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

立
に

つ
な

が
っ

た
。

<課
題

＞
家

族
構

成
や

世
代

に
よ

っ
て

家
族

間
の

価
値

観
や

役
割

分
担

へ
の

理
解

が
難

し
い

こ
と

や
、

制
度

（
メ

リ
ッ

ト
な

ど
）

の
認

知
度

が
低

く
、

普
及

が
進

ま
な

い
こ

と
。

＜
対

応
＞

農
業

者
年

金
制

度
や

認
定

農
業

者
制

度
の

共
同

申
請

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
な

ど
も

提
示

し
な

が
ら

、
制

度
へ

の
理

解
と

周
知

に
努

め
る

。

農
林

政
策

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
③

農
業

や
⾃

営
業

等
、

女
性

の
参

画
が

少
な

い
分

野
で

の
男

女
共

同
参

画

98



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

87
33

3ｲ
01

建
設

業
な

ど
の

女
性

が
少

な
い

分
野

で
の

就
業

支
援

や
、

女
性

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
令

和
7・

8年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
定

期
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

88
33

3ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

踏
ま

え
て

、
社

会
的

・
職

業
的

な
⾃

立
に

向
け

必
要

な
基

盤
と

な
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
促

す
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
理

念
と

実
践

の
循

環
が

で
き

る
よ

う
な

研
修

を
実

施
で

き
た

。
 

1 
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

目
的

や
全

体
像

、
学

校
へ

の
期

待
を

伝
え

る
（

学
校

支
援

課
主

催
）

 
2 

キ
ャ

リ
ア

ノ
ー

ト
、

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

等
の

活
用

の
具

体
を

示
す

（
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
）

R5
か

ら
の

「
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
」

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
り

、
作

成
の

み
な

ら
ず

、
学

年
間

・
校

種
間

の
引

継
ぎ

が
よ

り
確

実
に

な
っ

た
。

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
意

義
や

価
値

に
関

す
る

共
通

理
解

を
深

め
て

い
く

と
と

も
に

、
教

材
の

一
体

的
な

活
用

に
つ

い
て

、
全

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

し
、

次
年

度
以

降
の

教
育

課
程

に
活

か
し

て
い

く
。

学
校

支
援

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
③

農
業

や
⾃

営
業

等
、

女
性

の
参

画
が

少
な

い
分

野
で

の
男

女
共

同
参

画
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

89
41

1ｱ
01

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
が

企
業

に
と

っ
て

も
メ

リ
ッ

ト
に

な
る

こ
と

を
、

事
業

主
に

啓
発

し
ま

す
。

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

制
度

の
実

施
に

よ
り

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

等
を

募
集

し
、

先
駆

的
な

取
組

を
行

う
企

業
を

表
彰

し
、

市
報

に
い

が
た

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

表
彰

式
の

様
子

や
好

事
例

等
を

広
報

し
た

。
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
先

駆
的

な
取

組
事

例
や

仕
事

と
生

活
の

両
立

支
援

に
取

り
組

む
た

め
の

助
成

金
な

ど
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

る
。

支
援

制
度

の
紹

介
と

あ
わ

せ
て

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

必
要

性
を

啓
発

・
周

知
す

る
こ

と
で

、
事

業
主

に
対

し
、

多
様

で
柔

軟
な

働
き

⽅
を

実
践

す
る

こ
と

の
メ

リ
ッ

ト
を

訴
求

で
き

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

90
41

1ｲ
01

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
に

つ
い

て
、

経
済

界
や

労
働

団
体

な
ど

の
関

係
団

体
等

と
情

報
共

有
や

意
見

交
換

等
を

行
う

場
を

設
置

し
、

施
策

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

■
Ｗ

Ｌ
Ｂ

・
女

性
活

躍
推

進
協

議
会

の
開

催
・

構
成

員
：

経
済

団
体

・
労

働
団

体
、

行
政

機
関

な
ど

・
第

1回
（

R6
.1

1.
7）

・
第

1回
（

R7
.3

.2
1）

各
構

成
団

体
の

施
策

や
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

団
体

で
類

似
の

事
業

を
企

画
す

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
会

議
開

催
時

に
限

ら
ず

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

効
果

的
に

事
業

を
行

っ
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

①
働

き
⽅

の
見

直
し

に
関

す
る

啓
発
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

91
41

1ｳ
01

多
様

な
生

き
⽅

・
働

き
⽅

に
つ

い
て

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
て

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
発

信
に

取
り

組
み

ま
す

。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
・

7月
「

パ
パ

の
子

育
て

」
・

10
月

「
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
・

2月
「

『
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
基

礎
調

査
報

告
書

』
か

ら
／

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

防
災

」
・

3月
「

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
24

」
・

各
回

 
1,

00
0部

（
3月

の
み

1,
50

0
部

）
・

配
布

先
：

公
⺠

館
、

図
書

館
等

公
共

施
設

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

■
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
ア

ル
ザ

de
カ

フ
ェ

1）

■
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

を
紙

面
で

紹
介

し
た

。

■
ア

ル
ザ

de
カ

フ
ェ

1で
は

、
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
女

性
2人

の
人

生
か

ら
見

え
て

く
る

社
会

背
景

と
働

き
⽅

、
家

族
と

の
関

係
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

引
き

続
き

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

紹
介

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

①
働

き
⽅

の
見

直
し

に
関

す
る

啓
発
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

92
41

2ｱ
01

⻑
時

間
労

働
の

抑
制

や
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

の
た

め
の

啓
発

の
ほ

か
、

育
児

・
介

護
休

業
等

の
取

得
し

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

■
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

利
用

事
業

所
に

お
け

る
職

場
研

修
実

施
件

数
。

・
実

施
件

数
20

1件

事
業

所
が

主
体

と
な

っ
て

育
児

休
業

制
度

の
周

知
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

企
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
意

識
が

よ
り

深
く

浸
透

す
る

と
考

え
る

。
R6

の
実

施
件

数
20

1件
の

う
ち

、
88

件
（

43
.7

％
）

が
会

社
と

し
て

初
め

て
の

申
請

で
あ

っ
た

た
め

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

市
内

企
業

で
広

が
っ

て
い

る
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

男
性

の
育

児
休

業
取

得
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
事

業
主

の
意

識
変

革
が

必
要

と
な

る
た

め
、

意
識

変
革

を
促

す
直

接
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

令
和

7年
度

よ
り

、
事

業
主

向
け

奨
励

金
を

創
設

し
た

。
支

給
額

20
万

円
（

今
ま

で
に

取
得

者
・

事
業

主
が

奨
励

金
の

支
給

を
受

け
た

こ
と

が
な

い
場

合
に

1回
限

り
）

ま
た

、
国

の
制

度
が

拡
充

さ
れ

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

が
以

前
よ

り
も

整
っ

て
き

て
い

る
と

い
う

社
会

情
勢

の
変

化
を

踏
ま

え
、

取
得

者
向

け
奨

励
金

の
支

給
額

を
変

更
し

た
。

支
給

額
20

万
円

→
5万

円
今

後
も

よ
り

効
果

的
な

事
業

と
な

る
よ

う
に

、
制

度
設

計
を

検
討

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

②
男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
促

進

102



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

93
41

2ｱ
02

⻑
時

間
労

働
の

抑
制

や
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

の
た

め
の

啓
発

の
ほ

か
、

育
児

・
介

護
休

業
等

の
取

得
し

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

厚
生

労
働

省
作

成
の

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
市

内
公

共
施

設
に

配
布

し
て

い
る

。
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
運

営
し

、
事

業
主

に
限

ら
ず

、
働

く
人

向
け

の
情

報
な

ど
を

含
め

た
総

合
的

な
情

報
発

信
を

行
っ

て
お

り
、

同
サ

イ
ト

に
お

い
て

育
児

・
介

護
休

業
法

の
改

正
内

容
や

、
両

立
支

援
制

度
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

る
。

ま
た

、
市

内
企

業
を

対
象

に
、

育
児

・
介

護
休

業
法

の
法

改
正

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（

52
名

受
講

）
し

た
ほ

か
、

努
力

義
務

化
さ

れ
る

「
テ

レ
ワ

ー
ク

」
の

導
⼊

に
か

か
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（

11
名

受
講

）
し

た
。

市
⺠

に
向

け
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い

、
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
や

年
次

有
給

休
暇

取
得

促
進

の
認

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
令

和
７

年
４

月
か

ら
段

階
的

に
施

行
さ

れ
る

改
正

育
児

・
介

護
休

業
法

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
企

業
向

け
に

開
催

し
、

法
改

正
の

ポ
イ

ン
ト

や
努

力
義

務
化

さ
れ

る
「

テ
レ

ワ
ー

ク
」

の
導

⼊
に

つ
い

て
周

知
・

啓
発

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

や
経

済
団

体
等

と
連

携
し

、
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
や

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
促

進
、

及
び

仕
事

と
育

児
・

介
護

等
と

の
両

立
促

進
に

向
け

、
周

知
・

啓
発

に
努

め
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

②
男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

94
41

2ｲ
01

市
役

所
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

を
推

進
し

、
特

に
男

性
職

員
の

子
育

て
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

・
令

和
5年

度
の

男
性

職
員

の
育

児
休

業
取

得
率

は
58

.6
％

と
な

っ
た

。
※

令
和

6年
度

の
育

休
取

得
率

は
、

7月
頃

集
計

完
了

予
定

。

子
の

出
生

予
定

日
連

絡
票

の
提

出
を

促
し

、
育

休
を

取
得

し
な

い
場

合
の

理
由

欄
等

に
よ

り
、

所
属

⻑
等

が
課

員
に

子
育

て
目

的
の

特
別

休
暇

及
び

育
児

休
業

取
得

対
象

者
が

い
る

こ
と

が
把

握
で

き
る

と
と

も
に

、
休

暇
を

取
得

で
き

る
職

場
環

境
の

醸
成

を
促

進
し

た
。

・
育

休
取

得
率

の
向

上
・

代
替

職
員

の
措

置
と

取
得

期
間

⻑
期

化
の

促
進

人
事

課

95
41

2ｲ
02

市
役

所
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

を
推

進
し

、
特

に
男

性
職

員
の

子
育

て
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

・
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
研

修
会

の
実

施
・

「
仕

事
と

子
育

て
支

援
ブ

ッ
ク

」
や

「
庶

務
の

手
引

き
」

に
よ

る
制

度
周

知
・

新
任

職
員

研
修

や
庶

務
担

当
者

研
修

に
お

い
て

休
暇

制
度

に
つ

い
て

説
明

所
属

⻑
に

対
し

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
向

上
を

目
的

と
し

た
業

務
改

善
等

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

た
他

、
手

引
き

作
成

や
職

員
研

修
に

よ
り

制
度

の
周

知
に

努
め

た
。

令
和

6年
度

か
ら

特
定

事
業

主
行

動
計

画
に

お
け

る
男

性
の

育
児

休
業

取
得

に
係

る
目

標
を

改
定

す
る

と
と

も
に

、
取

得
期

間
を

1週
間

以
上

と
し

た
た

め
、

目
標

達
成

に
向

け
て

職
場

の
理

解
や

職
員

へ
の

周
知

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

人
事

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

②
男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

96
41

3ｱ
01

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
、

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

）

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
で

は
、

料
理

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
を

目
的

に
作

り
置

き
お

か
ず

の
調

理
実

習
、

夫
婦

で
家

事
分

担
を

話
し

合
う

き
っ

か
け

に
な

る
よ

う
、

家
事

タ
ス

ク
を

見
え

る
化

す
る

ワ
ー

ク
を

実
施

、
子

育
て

中
の

同
年

代
の

男
性

同
士

が
悩

み
や

子
育

て
に

つ
い

て
話

す
機

会
を

提
供

し
た

。
・

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

か
ら

暮
ら

し
の

問
題

を
知

り
、

暮
ら

し
の

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
誰

も
が

関
係

す
る

健
康

を
テ

ー
マ

と
し

た
。

働
き

⽅
・

固
定

的
性

別
役

割
分

担
意

識
が

健
康

に
影

響
し

て
い

る
こ

と
を

複
数

の
分

野
か

ら
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
は

、
家

事
育

児
に

積
極

的
な

男
性

の
参

加
が

多
い

。
消

極
的

な
層

へ
の

周
知

⽅
法

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

は
、

働
き

⽅
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
年

期
の

定
義

を
ど

う
捉

え
る

か
を

考
え

直
し

、
対

象
者

が
興

味
を

持
つ

テ
ー

マ
を

見
つ

け
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

結
び

付
け

て
講

座
を

企
画

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

こ
と

を
⾃

分
事

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進

105



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

97
41

3ｱ
02

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
の

う
ち

、
7月

号
で

「
パ

パ
の

子
育

て
」

の
特

集
記

事
を

掲
載

・
1,

00
0部

発
行

・
配

布
先

：
公

⺠
館

、
図

書
館

等
公

共
施

設
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載

■
情

報
啓

発
紙

ア
ル

ザ
7月

号
で

は
、

子
育

て
中

の
男

性
の

声
や

男
性

の
家

事
・

育
児

参
画

の
必

要
性

な
ど

に
つ

い
て

周
知

・
啓

発
し

た
。

■
機

会
を

捉
え

て
、

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
啓

発
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

98
41

3ｲ
01

男
性

も
家

庭
生

活
で

の
責

任
を

分
担

で
き

る
よ

う
、

男
性

の
家

事
・

育
児

・
介

護
等

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
ほ

か
、

男
性

が
地

域
活

動
に

参
画

す
る

よ
う

学
習

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
地

域
活

動
を

行
う

よ
う

啓
発

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

）

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
か

ら
暮

ら
し

の
問

題
を

知
り

、
暮

ら
し

の
技

術
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

■
事

業
の

企
画

、
実

施
を

通
し

て
、

各
区

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

を
啓

発
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

は
、

働
き

⽅
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
年

期
の

定
義

を
ど

う
捉

え
る

か
を

考
え

直
し

、
対

象
者

が
興

味
を

持
つ

テ
ー

マ
を

見
つ

け
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

結
び

付
け

て
講

座
を

企
画

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進

106



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

99
41

3ｲ
02

男
性

も
家

庭
生

活
で

の
責

任
を

分
担

で
き

る
よ

う
、

男
性

の
家

事
・

育
児

・
介

護
等

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
ほ

か
、

男
性

が
地

域
活

動
に

参
画

す
る

よ
う

学
習

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
地

域
活

動
を

行
う

よ
う

啓
発

し
ま

す
。

■
安

産
教

室
８

区
計

80
回

実
施

■
参

加
者

数
実

87
3人

、
延

1,
04

9人
≪

再
掲

≫
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
実

45
6

人
、

延
45

6人

妊
婦

と
パ

ー
ト

ナ
ー

が
一

緒
に

参
加

で
き

る
機

会
を

設
け

、
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

に
お

い
て

男
女

協
力

の
必

要
性

、
重

要
性

に
つ

い
て

啓
発

し
た

。

引
き

続
き

、
協

力
し

て
子

育
て

す
る

と
い

う
意

識
や

意
欲

を
高

め
る

よ
う

、
安

産
教

室
や

妊
婦

と
パ

ー
ト

ナ
ー

が
一

緒
に

窓
口

に
来

る
機

会
の

あ
る

⺟
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

も
、

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

10
0

41
3ｲ

03
男

性
も

家
庭

生
活

で
の

責
任

を
分

担
で

き
る

よ
う

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

等
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

ほ
か

、
男

性
が

地
域

活
動

に
参

画
す

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

っ
て

地
域

活
動

を
行

う
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

■
男

性
の

家
庭

生
活

へ
の

関
わ

り
向

上
を

目
的

と
し

た
講

座
等

開
催

実
績

・
実

施
館

数
 

6館
・

事
業

数
 

16
事

業
・

延
参

加
者

数
 

51
9人

家
庭

教
育

学
級

で
は

主
に

⺟
親

の
参

加
が

多
い

が
、

休
日

開
催

の
回

を
設

け
た

り
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

し
た

り
と

パ
ー

ト
ナ

ー
も

一
緒

に
参

加
で

き
る

よ
う

工
夫

し
、

男
性

の
家

事
・

育
児

へ
の

参
画

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

に
貢

献
で

き
た

。

若
い

世
代

の
男

性
は

、
育

児
等

を
通

じ
て

の
意

識
向

上
が

期
待

で
き

る
が

、
中

高
年

層
の

男
性

に
対

し
て

の
取

り
組

み
へ

の
注

力
も

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

10
1

41
3ｲ

04
男

性
も

家
庭

生
活

で
の

責
任

を
分

担
で

き
る

よ
う

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

等
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

ほ
か

、
男

性
が

地
域

活
動

に
参

画
す

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

っ
て

地
域

活
動

を
行

う
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

■
地

域
の

人
た

ち
と

交
流

し
な

が
ら

、
地

域
課

題
等

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

等
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
6館

・
事

業
数

 
6事

業
・

延
参

加
者

数
 

59
6人

地
域

を
知

り
、

課
題

に
つ

い
て

話
し

合
う

機
会

の
提

供
を

通
じ

て
、

地
域

の
人

と
の

つ
な

が
り

や
支

え
合

い
・

助
け

合
い

の
必

要
性

理
解

向
上

に
貢

献
で

き
た

。

地
域

に
お

い
て

の
担

い
手

不
足

は
慢

性
的

な
課

題
で

あ
る

た
め

、
男

女
を

問
わ

ず
、

高
齢

者
を

地
域

活
動

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

取
り

組
み

に
繋

が
る

き
っ

か
け

と
な

る
事

業
実

施
に

努
め

る
。

公
⺠

館

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
2

42
1ｱ

01
就

労
す

る
保

護
者

の
増

加
や

就
労

形
態

の
多

様
化

に
対

応
し

、
子

育
て

と
仕

事
の

両
立

を
支

え
ら

れ
る

よ
う

、
延

⻑
保

育
、

乳
児

保
育

、
休

日
保

育
、

病
児

保
育

等
各

種
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

拡
充

と
質

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

■
延

⻑
保

育
事

業
実

施
 

20
3施

設

■
休

日
保

育
事

業
実

施
 

24
施

設
延

べ
利

用
者

数
 

2,
60

3人

■
病

児
・

病
後

児
保

育
事

業
実

施
 

11
施

設
延

べ
利

用
者

数
 

7,
37

5人

■
障

が
い

児
保

育
事

業
受

け
⼊

れ
数

 
公

立
  4

85
人

   
   

   
   

   
   

 私
立

 
76

2人

延
⻑

保
育

で
は

朝
夕

の
、

休
日

保
育

で
は

日
曜

・
祝

日
の

、
病

児
保

育
で

は
児

童
が

病
気

の
際

の
、

障
が

い
児

保
育

で
は

障
が

い
の

あ
る

児
童

の
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

に
よ

っ
て

違
い

の
あ

る
勤

務
日

・
勤

務
時

間
に

対
応

す
る

な
ど

、
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

の
両

立
に

貢
献

し
た

。

各
事

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
く

た
め

、
保

育
士

等
の

確
保

や
適

正
な

職
員

配
置

、
実

施
可

能
な

施
設

の
確

保
等

が
必

要
。

幼
保

運
営

課
幼

保
支

援
課

10
3

42
1ｲ

01
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

公
設

（
ひ

ま
わ

り
）

ク
ラ

ブ
を

3ク
ラ

ブ
（

真
砂

1,
3 

葛
塚

）
整

備
し

た
ほ

か
、

学
校

の
余

裕
教

室
や

体
育

館
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
な

ど
の

積
極

的
活

用
を

行
う

こ
と

で
狭

あ
い

化
解

消
に

努
め

た
。

・
R6

.５
.1

現
在

 
登

録
児

童
数

：
12

,8
02

人
 

ク
ラ

ブ
数

：
公

設
85

、
⺠

設
29

保
護

者
の

就
労

等
、

社
会

進
出

に
対

し
、

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
支

援
に

寄
与

し
た

。

共
働

き
世

帯
の

増
加

に
よ

り
、

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
利

用
児

童
数

は
増

え
て

お
り

、
施

設
の

狭
あ

い
化

解
消

や
、

支
援

員
の

確
保

・
質

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
4

42
1ｲ

02
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

■
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
（

授
業

後
又

は
休

業
日

に
生

活
能

力
向

上
の

た
め

の
必

要
な

訓
練

や
社

会
と

の
交

流
促

進
を

行
う

）
・

延
べ

利
用

者
数

：
29

,1
18

人
（

見
込

み
。

前
年

度
⽐

1,
63

7人
増

）
・

指
定

事
業

所
数

：
11

7事
業

所
（

年
度

末
現

在
。

前
年

度
⽐

10
事

業
所

増
）

障
が

い
児

に
対

す
る

介
護

支
援

を
通

じ
て

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
に

寄
与

し
た

。

事
業

所
に

よ
り

支
援

内
容

の
差

や
事

業
所

の
地

域
偏

在
が

あ
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
や

量
の

確
保

及
び

質
の

向
上

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

障
が

い
福

祉
課

10
5

42
1ｲ

03
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

■
こ

ど
も

ふ
れ

あ
い

ス
ク

ー
ル

・
実

施
校

：
64

校
・

参
加

児
童

数
延

べ
：

92
,7

92
人

・
1校

あ
た

り
児

童
参

加
率

：
15

.2
％

・
1回

あ
た

り
参

加
人

数
：

53
.5

人

参
加

児
童

数
が

昨
年

度
よ

り
も

増
加

し
た

。
放

課
後

や
土

曜
日

の
午

前
中

の
こ

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

を
確

保
し

、
子

育
て

支
援

の
一

助
と

な
っ

た
。

引
き

続
き

、
こ

ど
も

政
策

課
が

所
管

す
る

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

と
の

連
携

を
進

め
る

。
ま

た
持

続
可

能
な

運
営

の
た

め
に

PT
Aや

学
生

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

お
願

い
す

る
声

掛
け

を
し

た
り

、
公

⺠
館

と
連

携
し

た
り

し
な

が
ら

ス
タ

ッ
フ

確
保

に
努

め
る

。

生
涯

学
習

推
進

課

10
6

42
1ｲ

04
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

■
ロ

ビ
ー

や
講

座
室

・
学

習
室

を
開

放
し

「
⻘

少
年

の
居

場
所

」
を

開
設

・
開

設
館

数
 

22
館

・
延

参
加

者
数

 
96

,3
54

人

放
課

後
や

夏
休

み
等

の
⻑

期
休

暇
期

間
に

⻘
少

年
が

安
心

・
安

全
に

利
用

で
き

る
居

場
所

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
誰

も
が

安
心

し
て

子
育

て
や

介
護

を
し

な
が

ら
仕

事
や

地
域

活
動

に
参

画
し

て
い

く
取

り
組

み
と

し
て

貢
献

で
き

た
。

一
定

期
間

、
あ

る
い

は
一

定
の

時
間

帯
に

施
設

の
一

部
を

⻘
少

年
に

開
放

す
る

取
り

組
み

に
は

、
地

域
の

大
人

た
ち

の
理

解
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

そ
の

理
解

を
広

め
て

い
く

こ
と

に
注

力
し

て
い

く
。

公
⺠

館

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

109



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
7

42
1ｳ

01
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
R6

年
度

よ
り

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
を

各
区

健
康

福
祉

課
内

に
設

置
し

、
統

括
支

援
員

を
中

心
に

児
童

福
祉

と
⺟

子
保

健
の

両
機

能
を

一
体

的
に

支
援

を
行

う
体

制
を

整
備

し
た

。
■

職
員

の
資

質
向

上
に

向
け

、
区

同
士

の
情

報
共

有
な

ど
の

横
の

連
携

強
化

や
法

律
研

修
を

実
施

し
た

。
■

こ
ど

も
家

庭
相

談
員

な
ど

に
よ

る
相

談
を

実
施

（
実

施
場

所
：

各
区

役
所

健
康

福
祉

課
）

・
相

談
受

付
件

数
 

2,
38

0件

相
談

業
務

や
各

種
制

度
の

紹
介

を
通

し
て

子
育

て
支

援
を

行
っ

た
。

■
相

談
内

容
が

多
様

化
・

複
雑

化
し

て
お

り
、

相
談

員
の

対
応

力
の

一
層

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

引
き

続
き

、
区

同
士

の
情

報
共

有
の

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
研

修
を

開
催

す
る

。

こ
ど

も
家

庭
課

10
8

42
1ｳ

02
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
市

立
保

育
園

・
認

定
こ

ど
も

園
に

お
け

る
相

談
・

援
助

の
実

績
相

談
件

数
：

49
6件

園
開

放
利

用
者

数
：

47
3人

園
の

保
育

士
等

が
専

門
性

を
活

か
し

て
地

域
の

子
育

て
家

庭
や

保
護

者
に

対
し

て
育

児
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

子
育

て
に

対
す

る
不

安
感

・
孤

立
感

を
解

消
し

た
。

保
育

園
・

こ
ど

も
園

等
が

気
軽

に
相

談
で

き
る

⾝
近

な
施

設
と

し
て

認
知

さ
れ

る
た

め
の

周
知

や
、

園
職

員
の

専
門

性
を

高
め

る
た

め
の

研
修

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

幼
保

支
援

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

110



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
9

42
1ｳ

03
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

交
流

の
場

の
提

供
、

相
談

・
援

助
、

子
育

て
関

連
情

報
の

提
供

、
育

児
講

座
の

実
施

等
実

施
 

 
 

43
施

設
延

利
用

者
 

17
6.

65
6人

育
児

相
談

 
電

話
 

16
9件

、
 

 
 

 
 

来
所

 
97

25
件

、
 

 
 

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
 

0件

地
域

の
子

育
て

家
庭

に
対

し
て

育
児

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
子

育
て

に
対

す
る

不
安

感
・

孤
立

感
を

解
消

し
た

。

利
用

児
童

の
低

年
齢

化
へ

の
対

応
の

ほ
か

、
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

が
気

軽
に

相
談

で
き

る
場

と
し

て
認

知
さ

れ
る

た
め

の
周

知
や

、
支

援
者

の
資

質
向

上
が

必
要

と
考

え
て

い
る

。

幼
保

支
援

課

11
0

42
1ｳ

04
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
保

健
師

に
よ

る
育

児
相

談
（

定
例

日
）

8区
計

15
6回

実
施

■
相

談
者

数
延

3,
41

7人

育
児

相
談

（
定

例
日

）
の

実
施

と
と

も
に

、
妊

娠
・

子
育

て
ほ

っ
と

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

電
話

や
面

談
で

の
随

時
相

談
や

、
助

産
師

会
の

電
話

相
談

の
周

知
を

行
い

、
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

対
応

し
た

。

引
き

続
き

様
々

な
相

談
機

会
を

設
け

る
と

と
も

に
周

知
し

、
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
の

充
実

に
努

め
る

。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

111



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
1

42
1ｳ

05
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

障
が

い
児

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
、

市
内

4か
所

の
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

各
1名

配
置

し
、

障
が

い
児

相
談

支
援

事
業

所
と

と
も

に
、

障
が

い
児

の
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
る

ほ
か

、
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
実

相
談

人
数

：
2,

88
7人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
28

8人
増

）
・

延
べ

相
談

件
数

：
8,

71
2件

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
90

7件
増

）

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
の

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
、

障
が

い
児

を
持

つ
保

護
者

等
に

対
し

、
子

育
て

に
配

慮
し

た
暮

ら
し

全
般

に
つ

い
て

の
相

談
に

も
応

じ
、

生
活

全
般

に
つ

い
て

の
負

担
軽

減
に

寄
与

し
た

。

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

変
わ

り
目

な
ど

に
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う

た
め

、
引

き
続

き
、

各
種

社
会

資
源

と
の

連
携

が
求

め
ら

れ
る

。

障
が

い
福

祉
課

11
2

42
1ｴ

02
保

育
付

き
講

座
や

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
子

育
て

中
の

社
会

参
画

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
男

女
共

同
参

画
課

保
育

付
き

講
座

13
講

座
 

保
育

回
数

21
回

保
育

人
数

延
べ

57
人

■
こ

ど
も

政
策

課
ひ

と
り

親
・

プ
レ

ひ
と

り
親

向
け

の
就

業
支

援
セ

ミ
ナ

ー
（

別
室

で
未

就
学

児
の

託
児

サ
ー

ビ
ス

あ
り

）
■

秋
葉

区
地

域
総

務
課

秋
葉

区
⾃

治
協

議
会

・
保

育
室

設
置

回
数

12
回

・
保

育
人

数
 

0人
■

中
央

公
⺠

館
家

庭
教

育
学

級
な

ど
50

講
座

延
べ

保
育

時
数

84
8人

保
育

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

会
や

、
他

地
区

で
の

保
育

状
況

等
に

つ
い

て
の

情
報

共
有

な
ど

を
通

じ
、

保
育

室
等

運
営

の
質

向
上

を
図

り
、

受
講

者
が

安
心

し
て

学
習

で
き

る
よ

う
支

援
で

き
た

。

安
心

し
て

保
育

室
を

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
環

境
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
受

講
者

か
ら

も
体

調
管

理
等

に
協

力
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

働
き

か
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

各
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

112



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
3

42
1ｴ

03
保

育
付

き
講

座
や

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
子

育
て

中
の

社
会

参
画

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
保

育
付

講
座

等
で

子
ど

も
を

預
か

る
保

育
者

の
研

修
・

交
流

会
実

績
〈

研
修

会
〉

・
3館

で
延

べ
94

人
が

参
加

〈
交

流
会

〉
・

8館
が

単
独

や
合

同
で

8回
の

交
流

会
を

実
施

し
延

78
人

が
参

加

保
育

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

会
や

、
他

地
区

で
の

保
育

状
況

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
を

通
じ

、
保

育
室

運
営

の
質

向
上

を
図

り
、

受
講

者
が

安
心

し
て

学
習

で
き

る
よ

う
支

援
し

、
子

育
て

中
の

参
加

者
が

安
心

し
て

学
べ

る
社

会
参

加
の

機
会

づ
く

り
へ

貢
献

で
き

た
。

安
心

し
て

保
育

室
の

利
用

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

環
境

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

受
講

者
か

ら
も

体
調

管
理

等
に

協
力

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
働

き
か

け
て

い
く

。

公
⺠

館

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
4

42
2ｱ

01
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
⾃

宅
で

の
⼊

浴
が

困
難

な
重

度
心

⾝
障

が
い

者
に

対
す

る
訪

問
⼊

浴
車

の
派

遣
（

週
2回

（
7〜

9月
は

週
3回

）
・

延
べ

派
遣

回
数

：
3,

47
8回

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
16

回
増

）

重
度

心
⾝

障
が

い
者

を
⾃

宅
で

介
護

す
る

家
族

の
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、

社
会

参
加

へ
の

促
進

に
寄

与
し

た
。

実
施

可
能

事
業

所
が

限
ら

れ
て

お
り

、
事

業
所

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

通
所

事
業

所
に

よ
る

⼊
浴

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

で
き

て
き

て
い

る
。

障
が

い
福

祉
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

113



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
5

42
2ｱ

02
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
・

居
宅

介
護

（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

）
延

べ
利

用
者

数
：

15
,6

78
人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
11

9人
増

）
・

生
活

介
護

（
通

所
に

よ
る

機
能

訓
練

や
創

作
活

動
な

ど
の

提
供

）
延

べ
利

用
者

数
：

22
,5

22
人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
20

6人
増

）
・

短
期

⼊
所

（
介

護
者

の
疾

病
等

時
に

施
設

で
の

一
時

的
な

介
護

）
延

べ
利

用
者

数
：

7,
23

4人
（

見
込

み
。

前
年

度
⽐

29
4人

増
）

・
共

同
生

活
援

助
（

地
域

で
⾃

立
し

た
生

活
を

行
う

た
め

の
支

援
）

延
べ

利
用

者
数

：
10

,7
48

人
（

見
込

み
。

前
年

度
⽐

1,
09

5人
増

）

各
種

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
行

い
、

介
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
で

、
社

会
参

加
へ

の
促

進
に

寄
与

し
た

。

社
会

資
源

に
⽐

べ
、

需
要

が
多

く
希

望
通

り
の

支
援

に
つ

な
が

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

。
福

祉
全

般
に

共
通

し
て

い
る

ヘ
ル

パ
ー

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

障
が

い
福

祉
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
6

42
2ｱ

03
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
⺠

間
法

人
が

行
う

特
別

養
護

⽼
人

ホ
ー

ム
の

整
備

事
業

6カ
所

の
う

ち
、

改
築

①
に

補
助

金
を

交
付

し
た

。
②

③
④

⑤
⑥

は
併

設
す

る
短

期
⼊

所
生

活
介

護
（

計
64

人
）

を
特

別
養

護
⽼

人
ホ

ー
ム

に
転

換
し

た
。

・
広

域
型

特
別

養
護

⽼
人

ホ
ー

ム
①

特
別

養
護

⽼
人

ホ
ー

ム
大

山
愛

宕
の

園 ②
特

別
養

護
⽼

人
ホ

ー
ム

お
も

と
園

③
特

別
養

護
⽼

人
ホ

ー
ム

に
い

が
た

恵
風

園
④

特
別

養
護

⽼
人

ホ
ー

ム
に

い
が

た
新

生
園

⑤
特

別
養

護
⽼

人
ホ

ー
ム

江
東

園
⑥

特
別

養
護

⽼
人

ホ
ー

ム
新

潟
北

愛
宕

の
園

在
宅

介
護

か
ら

施
設

介
護

に
移

行
す

る
こ

と
で

介
護

者
の

家
庭

生
活

に
係

る
負

担
が

減
り

、
社

会
参

加
へ

の
促

進
を

支
援

し
た

。

計
画

年
度

内
で

事
業

が
完

了
す

る
よ

う
、

補
助

事
業

者
が

行
う

施
設

整
備

の
進

捗
の

管
理

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

公
募

に
対

す
る

手
上

げ
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

を
一

層
促

進
す

る
取

り
組

み
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

高
齢

者
支

援
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
7

42
2ｱ

05
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
公

正
な

要
介

護
認

定
に

基
づ

い
て

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

行
え

る
よ

う
、

要
介

護
認

定
に

係
る

関
係

者
に

対
し

て
研

修
を

実
施

し
た

。

・
要

介
護

認
定

者
数

 
47

,4
79

人
(R

7.
3月

末
現

在
)

・
介

護
認

定
審

査
委

員
研

修
 

27
6人

 
(新

任
:1

26
人

 現
任

:1
50

人
)

・
認

定
調

査
員

研
修

 
60

4人
 

(新
任

:1
16

人
 現

任
:4

88
人

)

地
域

全
体

で
介

護
者

を
支

え
、

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

く
体

制
づ

く
り

を
実

践
し

た
。

高
齢

人
口

の
増

大
な

ど
に

よ
り

、
介

護
や

日
常

の
生

活
支

援
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
増

大
す

る
一

⽅
、

生
産

年
齢

人
口

が
減

少
し

、
担

い
手

不
足

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
地

域
全

体
で

高
齢

者
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く

り
が

よ
り

一
層

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

介
護

保
険

課

11
8

42
2ｱ

06
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
訪

問
指

導
事

業
実

 
4,

18
1人

延
 

7,
47

9人

要
指

導
者

本
人

だ
け

で
な

く
、

家
族

(介
護

者
含

む
）

に
対

し
て

も
必

要
な

指
導

を
実

施
。

ま
た

、
社

会
資

源
に

関
す

る
情

報
提

供
な

ど
に

よ
り

介
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

り
、

社
会

参
加

の
支

援
に

つ
な

げ
て

い
る

。

対
象

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
、

ま
た

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

支
援

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

健
康

増
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
9

42
2ｲ

01
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
家

族
介

護
支

援
教

室
参

加
者

数
：

36
0人

講
座

の
対

象
者

に
つ

い
て

、
高

齢
者

を
介

護
す

る
家

族
や

近
隣

の
支

援
者

と
す

る
こ

と
で

、
支

援
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

と
そ

の
家

族
を

地
域

全
体

で
支

え
る

環
境

づ
く

り
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

参
加

者
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

さ
ら

に
多

く
の

⽅
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
教

室
の

市
内

全
域

で
の

開
催

に
向

け
て

取
り

組
む

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

12
0

42
2ｲ

02
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
養

成
講

座
修

了
者

数
：

64
人

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
講

師
を

務
め

る
「

キ
ャ

ラ
バ

ン
メ

イ
ト

」
の

養
成

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

さ
ら

な
る

養
成

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

各
地

域
に

お
け

る
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
連

絡
会

の
立

ち
上

げ
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
の

普
及

啓
発

活
動

の
さ

ら
な

る
活

性
化

を
図

る
。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

12
1

42
2ｲ

03
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
修

了
者

数
：

5,
29

2人
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

を
地

域
住

⺠
だ

け
で

な
く

、
企

業
や

学
校

な
ど

で
も

広
く

行
う

こ
と

で
、

認
知

症
の

正
し

い
知

識
の

普
及

や
理

解
促

進
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

を
中

心
と

し
て

支
援

を
つ

な
ぐ

し
く

み
「

チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
」

の
構

築
に

も
取

り
組

み
、

認
知

症
の

人
と

家
族

を
地

域
で

支
え

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
る

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

117



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
2

42
2ｲ

04
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
高

齢
者

の
相

談
窓

口
、

介
護

保
険

制
度

等
の

情
報

提
供

と
と

も
に

、
認

知
症

対
応

へ
の

理
解

を
深

め
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

・
働

く
人

の
た

め
の

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
 

2回
68

人
参

加
・

認
知

症
を

テ
ー

マ
に

し
た

医
療

と
介

護
の

市
⺠

講
座

 
12

回
67

4人
参

加

・
働

く
人

の
た

め
の

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
で

は
市

⺠
向

け
「

備
え

あ
れ

ば
憂

い
な

し
講

座
」

と
し

て
今

の
う

ち
か

ら
介

護
保

険
制

度
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
施

設
な

ど
に

つ
い

て
知

り
、

準
備

し
て

お
く

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
介

護
職

向
け

「
介

護
で

離
職

し
な

い
た

め
の

仕
事

と
介

護
の

両
立

支
援

研
修

」
で

は
家

族
支

援
に

繋
げ

る
知

識
習

得
の

た
め

の
研

修
を

実
施

し
た

。
・

認
知

症
の

早
期

発
見

と
対

応
⽅

法
に

つ
い

て
広

く
市

⺠
に

理
解

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
。

働
き

盛
り

世
代

が
参

加
し

や
す

い
セ

ミ
ナ

ー
等

開
催

⽅
法

お
よ

び
SN

S等
の

活
用

に
よ

る
情

報
発

信
の

検
討

地
域

医
療

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

118



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
3

42
3ｱ

01
子

育
て

を
地

域
全

体
で

支
え

て
い

く
た

め
に

、
地

域
の

人
材

や
市

⺠
団

体
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
子

育
て

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
で

要
保

護
児

童
等

に
関

す
る

情
報

の
収

集
、

支
援

⽅
針

の
決

定
、

支
援

の
実

施
を

行
っ

た
。

・
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
 

64
0件

・
妊

娠
・

子
育

て
ほ

っ
と

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
支

援
強

化
の

為
、

各
区

で
研

修
会

を
実

施
令

和
６

年
度

 
２

８
件

■
支

援
に

あ
た

り
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

ん
だ

ほ
か

、
各

区
研

修
会

を
通

し
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

つ
な

げ
て

い
る

。

■
相

談
内

容
が

多
様

化
・

複
雑

化
し

て
お

り
、

一
つ

の
機

関
で

解
決

す
る

こ
と

は
困

難
な

た
め

、
引

き
続

き
関

係
機

関
や

団
体

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

、
情

報
の

収
集

・
共

有
及

び
連

携
に

よ
る

多
角

的
な

支
援

の
検

討
を

実
施

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

12
4

42
3ｱ

02
子

育
て

を
地

域
全

体
で

支
え

て
い

く
た

め
に

、
地

域
の

人
材

や
市

⺠
団

体
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
子

育
て

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
子

育
て

に
お

い
て

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

の
一

環
で

、
子

育
て

関
連

講
座

等
受

講
者

に
よ

る
サ

ー
ク

ル
立

ち
上

げ
を

支
援

・
新

規
サ

ー
ク

ル
数

 
12

団
体

受
講

者
同

士
の

交
流

を
発

展
さ

せ
、

サ
ー

ク
ル

を
立

ち
上

げ
、

仲
間

同
士

で
子

育
て

に
関

す
る

活
動

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
子

育
て

に
お

い
て

の
孤

立
防

止
や

、
不

安
感

・
負

担
感

が
解

消
で

き
る

。
地

域
全

体
で

子
育

て
や

介
護

を
支

え
る

仕
組

み
づ

く
り

に
貢

献
で

き
た

。

受
講

を
機

会
に

受
講

者
同

士
の

交
流

・
親

睦
が

図
れ

る
よ

う
な

工
夫

を
重

ね
、

信
頼

感
、

安
心

感
を

育
ん

だ
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

役
割

を
担

う
新

た
な

サ
ー

ク
ル

立
ち

上
げ

の
支

援
を

継
続

す
る

。

公
⺠

館

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

119



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
5

42
3ｲ

01
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

登
録

事
業

者
は

令
和

6
年

度
末

で
34

8件
と

な
っ

た
。

各
協

力
業

者
の

日
々

の
業

務
の

な
か

で
、

見
守

り
を

実
施

す
る

体
制

を
構

築
で

き
た

。

引
き

続
き

、
事

業
者

の
日

々
の

業
務

の
中

で
、

見
守

り
を

実
施

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
事

業
者

の
募

集
を

行
う

な
ど

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
図

る
。

福
祉

総
務

課

12
6

42
3ｲ

02
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
地

域
の

茶
の

間
助

成
支

援
件

数
：

48
0件

地
域

の
茶

の
間

の
運

営
を

支
援

す
る

こ
と

で
高

齢
者

の
見

守
り

や
居

場
所

づ
く

り
な

ど
、

支
え

合
い

・
助

け
合

う
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

地
域

の
茶

の
間

へ
の

支
援

を
行

い
、

地
域

の
茶

の
間

を
土

台
と

し
た

支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

12
7

42
3ｲ

03
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
⾝

体
的

・
精

神
的

理
由

に
よ

り
食

事
の

調
理

が
困

難
な

者
に

対
し

て
、

訪
問

し
て

食
事

を
定

期
的

に
提

供
し

、
併

せ
て

安
否

確
認

を
行

っ
た

。
延

べ
配

食
数

：
79

,7
70

食

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

の
提

供
と

安
否

確
認

を
行

う
こ

と
で

、
生

活
の

質
の

向
上

と
⾃

立
し

た
生

活
を

支
援

し
た

。

サ
ー

ビ
ス

の
平

等
化

に
向

け
た

検
討

が
必

要
。

高
齢

者
支

援
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

120



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
8

42
3ｲ

04
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
高

齢
者

虐
待

防
止

連
絡

協
議

会
に

お
け

る
女

性
委

員
登

用
の

依
頼

（
1回

）
■

区
役

所
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

を
対

象
に

高
齢

者
虐

待
担

当
職

員
研

修
会

の
実

施
（

2回
）

計
 8

6 
名

・
高

齢
者

虐
待

防
止

連
絡

協
議

会
に

お
い

て
、

委
員

11
名

中
3名

の
女

性
委

員
が

選
出

さ
れ

た
。

・
関

係
者

の
権

利
擁

護
の

意
識

を
高

め
、

高
齢

者
虐

待
を

未
然

に
防

ぐ
こ

と
や

早
期

発
見

、
早

期
対

応
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
R8

年
度

の
高

齢
者

虐
待

防
止

連
絡

協
議

会
の

委
員

改
選

に
あ

た
り

、
引

き
続

き
女

性
委

員
の

登
用

の
依

頼
を

行
う

。
・

引
き

続
き

、
高

齢
者

虐
待

の
未

然
防

止
の

た
め

、
周

知
啓

発
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

高
齢

者
支

援
課

12
9

42
3ｲ

05
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
高

齢
者

に
緊

急
通

報
装

置
を

貸
与

し
、

緊
急

時
に

お
け

る
出

動
、

定
期

的
な

安
否

確
認

、
各

種
の

相
談

受
付

を
行

う
。

年
度

末
設

置
台

数
：

1,
32

3台

高
齢

者
及

び
そ

の
家

族
に

と
っ

て
安

心
・

安
全

な
生

活
の

維
持

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

っ
た

。

周
知

を
行

い
，

制
度

利
用

者
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

。
高

齢
者

支
援

課

13
0

42
3ｳ

01
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

区
社

協
に

お
い

て
各

種
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
講

座
等

を
合

計
14

回
実

施
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

地
域

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

担
い

手
育

成
を

行
っ

た
。

そ
の

ほ
か

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
同

士
の

交
流

会
や

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

⼊
れ

る
側

の
研

修
も

4回
実

施
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

強
化

事
業

と
し

て
は

、
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
誌

を
8区

で
合

計
28

回
発

行
し

、
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
な

ど
を

広
く

周
知

し
た

。

講
座

開
催

や
情

報
発

信
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

普
及

が
図

ら
れ

、
実

際
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
と

と
も

に
、

参
加

者
が

福
祉

や
地

域
活

動
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

こ
れ

ま
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
地

域
活

動
へ

の
参

加
が

少
な

い
⽅

に
対

し
て

の
普

及
啓

発
活

動
が

課
題

で
あ

る
。

講
座

へ
の

参
加

を
機

会
と

し
て

、
⻑

期
的

な
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

り
、

引
き

続
き

地
域

福
祉

活
動

を
担

う
人

材
の

育
成

・
確

保
の

た
め

関
係

機
関

と
連

携
し

、
ニ

ー
ズ

に
適

し
た

講
座

の
開

催
に

努
め

る
。

福
祉

総
務

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

121



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
1

42
3ｳ

02
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

■
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

対
し

、
運

営
費

の
一

部
を

補
助

し
た

。
＜

R6
年

度
実

績
＞

交
付

額
：

48
,9

00
,0

00
円

会
員

数
：

4,
07

8人
就

業
率

：
68

.5
％

契
約

金
額

：
1,

32
4,

11
8千

円

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

へ
補

助
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
高

齢
者

の
就

業
機

会
が

増
大

し
、

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
促

進
に

つ
な

が
っ

た
。

就
業

機
会

の
拡

大
、

女
性

の
就

業
開

拓
の

推
進

、
会

員
数

、
就

業
率

及
び

契
約

金
額

増
加

へ
の

取
り

組
み

を
確

認
し

、
引

き
続

き
支

援
し

て
い

く
。

高
齢

者
支

援
課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
2

42
4ｱ

01
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

家
庭

生
活

支
援

員
を

派
遣

し
た

。

派
遣

家
庭

数
：

25
件

（
前

年
度

⽐
20

8％
）

派
遣

延
回

数
：

16
0回

（
前

年
度

⽐
30

2％
）

⺟
子

家
庭

・
⽗

子
家

庭
問

わ
ず

制
度

を
適

用
し

、
個

々
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
合

っ
た

要
望

に
応

え
る

た
め

、
委

託
先

と
連

携
し

支
援

を
行

っ
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

ニ
ー

ズ
を

検
証

し
、

よ
り

多
く

の
家

庭
に

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
利

用
⽅

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
多

く
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
適

切
な

周
知

や
情

報
提

供
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

122



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
3

42
4ｱ

02
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
資

金
を

必
要

と
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
、

⽗
子

家
庭

の
⽗

、
児

童
、

寡
婦

に
対

し
、

修
学

資
金

等
の

貸
付

を
行

っ
た

。

新
規

貸
付

件
数

：
17

8件

⺟
子

家
庭

等
の

⾃
立

に
つ

な
が

る
よ

う
、

生
活

全
般

を
支

援
す

る
視

点
で

適
切

な
貸

し
付

け
を

行
っ

た
。

電
話

催
告

、
訪

問
指

導
を

実
施

し
、

個
々

の
生

活
、

経
済

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

償
還

指
導

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

13
4

42
4ｱ

03
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
等

へ
の

経
済

的
支

援
と

し
て

児
童

扶
養

手
当

を
支

給
し

た
。

児
童

1人
：

月
額

45
,5

00
円

〜
10

,7
40

円 児
童

2人
：

月
額

10
,7

50
円

〜
5,

38
0円

加
算

児
童

3人
以

上
：

1人
に

つ
き

月
額

6,
45

0円
〜

3,
23

0円
加

算
受

給
対

象
者

数
：

4,
27

0人
（

令
和

7年
3月

31
日

現
在

）

手
当

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
世

帯
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

⺟
子

家
庭

の
⺟

に
つ

い
て

経
済

的
⾃

立
が

で
き

る
よ

う
、

就
労

支
援

等
へ

結
び

つ
け

る
。

現
況

届
出

時
等

で
、

受
給

者
の

生
活

状
況

を
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

、
就

労
相

談
へ

つ
な

げ
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

123



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
5

42
4ｱ

04
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
新

潟
県

と
共

同
設

置
す

る
⺟

子
家

庭
等

就
業

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

就
業

相
談

や
求

人
開

拓
支

援
、

出
張

型
就

業
相

談
、

ま
た

、
弁

護
士

に
よ

る
養

育
費

相
談

を
実

施
し

た
。

相
談

者
の

⾃
立

に
必

要
な

支
援

⽅
法

が
提

示
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
⺟

子
、

⽗
子

問
わ

ず
相

談
に

応
じ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

124



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
6

42
4ｱ

05
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
14

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

10
人

■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
23

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

125



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
7

42
4ｱ

06
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
相

談
会

（
年

4回
）

を
開

催
弁

護
士

相
談

会
   

   
 

 2
回

 2
0人

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

相
談

会
  2

回
 2

9人

ひ
と

り
親

家
庭

の
抱

え
る

問
題

解
決

を
支

援
し

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

⾃
立

と
生

活
の

安
定

を
総

合
的

に
支

援
す

る
。

ひ
と

り
親

が
直

面
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

の
解

決
を

支
援

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
生

活
の

⾃
立

と
安

定
を

図
る

取
り

組
み

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

13
8

42
4ｱ

07
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

養
育

費
履

行
確

保
事

業
R6

申
請

件
数

・
公

正
証

書
作

成
費

補
助

：
29

件
・

養
育

費
保

証
契

約
費

補
助

：
0件

・
強

制
執

行
申

立
て

費
用

補
助

：
0件

各
関

係
機

関
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

等
、

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
だ

。
更

な
る

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
事

業
内

容
へ

の
検

討
が

必
要

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

126



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
9

42
4ｲ

01
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
が

ひ
と

り
親

家
庭

か
ら

の
生

活
上

の
相

談
に

応
じ

、
新

潟
県

・
新

潟
市

ひ
と

り
親

家
庭

等
就

業
・

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
生

活
や

養
育

費
等

⾃
立

に
向

け
た

相
談

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

35
0件

 
⽗

子
：

11
3件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
0

43
1ｱ

01
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

啓
発

や
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

っ
た

。

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

よ
り

効
果

的
な

啓
発

⽅
法

が
な

い
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
３

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

な
い

職
場

の
実

現
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

127



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
1

43
1ｱ

02
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
に

つ
い

て
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

し
て

い
る

。

事
業

主
が

講
ず

べ
き

措
置

や
被

害
を

受
け

た
と

き
の

対
応

⽅
法

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

、
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

を
有

効
に

活
用

し
な

が
ら

情
報

提
供

に
努

め
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
2

51
1ｱ

01
学

校
に

お
い

て
、

性
に

関
す

る
正

し
い

理
解

・
尊

重
の

た
め

に
発

達
段

階
に

応
じ

た
性

教
育

の
指

導
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

学
校

で
は

保
健

体
育

科
お

よ
び

特
別

活
動

を
中

心
に

、
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
基

本
に

指
導

を
行

っ
た

。
ま

た
実

態
に

合
わ

せ
、

外
部

講
師

を
活

用
し

、
指

導
の

充
実

を
図

っ
た

学
校

も
み

ら
れ

た
。

養
護

教
諭

を
対

象
と

し
た

研
修

会
に

て
、

学
校

や
個

々
の

性
の

健
康

課
題

に
合

わ
せ

て
活

用
で

き
る

よ
う

性
の

指
導

用
教

材
や

サ
イ

ト
を

紹
介

し
、

指
導

の
充

実
を

図
っ

た
。

学
校

に
お

け
る

性
の

指
導

は
、

個
々

を
大

切
に

し
、

互
い

を
認

め
合

う
人

間
関

係
の

育
成

の
一

環
と

し
て

、
一

層
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
今

後
も

教
職

員
に

向
け

て
関

連
講

座
や

研
修

会
を

周
知

す
る

と
と

も
に

参
加

を
促

す
。

学
校

支
援

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
３

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

な
い

職
場

の
実

現
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進

①
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

に
つ

い
て

の
教

育
・

学
習

機
会

の
充

実

128



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
3

51
1ｲ

01
学

校
・

行
政

・
地

域
・

家
庭

が
連

携
し

、
個

人
が

将
来

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
描

き
、

希
望

が
実

現
で

き
る

よ
う

に
、

性
に

関
す

る
正

し
い

知
識

と
、

望
ま

な
い

妊
娠

や
性

感
染

症
の

適
切

な
予

防
行

動
の

普
及

啓
発

を
行

い
ま

す
。

○
中

高
等

学
校

で
の

健
康

教
育

・
74

回
 7

,7
30

人
(昨

年
度

実
績

 1
8回

2,
97

9人
)

○
専

門
学

校
・

大
学

へ
の

健
康

教
育

・
4校

 7
回

（
51

2人
）

に
実

施
。

・
3校

へ
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

。
○

HI
V・

エ
イ

ズ
相

談
電

話
の

実
施

(平
日

8:
30

〜
17

:3
0)

○
HI

V検
査

・
相

談
に

お
い

て
正

し
い

知
識

の
提

供
、

予
防

に
つ

い
て

の
指

導
。

・
相

談
実

績
1,

52
7件

（
昨

年
度

実
績

1,
49

7件
）

・
検

査
実

績
1,

23
5件

（
昨

年
度

実
績

1,
20

6件
）

・
⾃

分
⾃

⾝
の

行
動

を
振

り
返

り
、

妊
娠

・
性

感
染

症
を

⾃
⾝

の
問

題
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
健

康
教

育
を

実
施

し
た

。
・

「
性

」
・

「
心

」
は

そ
れ

ぞ
れ

違
い

、
お

互
い

に
思

い
や

る
こ

と
の

大
切

さ
を

伝
え

、
正

し
い

知
識

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
指

導
し

た
。

・
講

義
を

実
施

し
た

専
門

学
校

・
大

学
の

学
生

に
対

し
て

行
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
概

ね
8割

以
上

の
理

解
度

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
大

学
や

専
門

学
校

に
対

す
る

普
及

啓
発

（
健

康
教

育
）

に
つ

い
て

、
近

年
は

学
校

が
固

定
化

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
れ

以
外

の
学

校
で

も
実

施
で

き
る

よ
う

、
個

別
に

周
知

を
実

施
し

て
い

く
。

・
ま

た
、

引
き

続
き

、
様

々
な

場
面

で
普

及
啓

発
を

行
い

、
多

く
の

人
に

正
し

い
知

識
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

す
る

。

保
健

管
理

課

14
4

51
1ｳ

01
地

域
に

お
い

て
、

思
春

期
の

子
ど

も
と

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

■
思

春
期

等
健

康
教

育
8区

計
80

回
実

施 ■
参

加
者

数
実

7,
88

7人

市
内

の
小

学
校

、
中

学
校

、
高

校
、

大
学

の
学

生
を

対
象

に
健

康
教

育
を

実
施

。
思

春
期

の
こ

ど
も

た
ち

が
互

い
の

性
を

理
解

し
合

い
、

命
の

尊
さ

と
⾃

分
の

健
康

や
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

引
き

続
き

、
学

校
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
力

を
得

な
が

ら
、

性
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
と

、
生

涯
に

わ
た

る
健

康
な

か
ら

だ
づ

く
り

に
つ

い
て

、
よ

り
多

く
の

思
春

期
の

こ
ど

も
た

ち
に

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進

①
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

に
つ

い
て

の
教

育
・

学
習

機
会

の
充

実

129



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
5

51
1ｳ

02
地

域
に

お
い

て
、

思
春

期
の

子
ど

も
と

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

■
思

春
期

家
庭

教
育

学
級

の
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
5館

・
事

業
数

 
6事

業
・

延
参

加
者

数
 

1,
14

8人
■

中
学

生
の

保
護

者
を

対
象

と
し

た
子

育
て

学
習

出
前

講
座

の
開

催
実

績
・

中
学

校
数

 
8校

・
参

加
者

数
 

21
6人

不
安

定
な

思
春

期
の

子
ど

も
た

ち
の

現
状

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
、

思
春

期
の

子
ど

も
の

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
に

貢
献

で
き

た
。

思
春

期
の

子
ど

も
た

ち
の

保
護

者
に

は
就

労
者

が
多

い
た

め
、

参
加

し
や

す
い

日
時

の
選

定
や

関
心

を
引

く
テ

ー
マ

の
設

定
な

ど
、

工
夫

し
て

企
画

す
る

こ
と

が
必

要
な

た
め

、
講

師
選

定
等

に
も

注
力

し
て

い
き

た
い

。

公
⺠

館

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
6

52
1ｱ

01
生

活
習

慣
病

予
防

や
介

護
予

防
の

た
め

、
特

定
健

康
診

査
・

特
定

保
健

指
導

、
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

■
成

人
相

談
事

業
開

催
回

数
 

 
35

6回
延

参
加

人
員

 
3,

82
9人

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
助

言
・

指
導

を
行

っ
た

。
ま

た
健

診
の

結
果

な
ど

か
ら

必
要

性
の

高
い

人
に

は
、

個
別

に
案

内
す

る
等

周
知

を
図

っ
た

。

定
例

日
の

健
康

相
談

を
利

用
で

き
な

い
市

⺠
へ

の
対

応
（

電
話

や
窓

口
等

で
の

随
時

相
談

）
も

継
続

す
る

。

健
康

増
進

課

14
7

52
1ｱ

02
生

活
習

慣
病

予
防

や
介

護
予

防
の

た
め

、
特

定
健

康
診

査
・

特
定

保
健

指
導

、
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

■
健

康
教

育
事

業
開

催
回

数
 

   
 1

,0
93

回
延

参
加

人
員

 
20

,8
33

人

生
活

習
慣

病
予

防
や

介
護

予
防

な
ど

を
テ

ー
マ

に
各

区
の

実
情

に
合

わ
せ

て
実

施
し

た
。

健
診

の
結

果
な

ど
か

ら
必

要
性

の
高

い
人

に
は

、
個

別
に

案
内

す
る

な
ど

周
知

を
図

っ
た

。
ま

た
、

住
⺠

の
集

い
の

場
に

出
向

く
な

ど
、

健
康

教
育

を
実

施
し

た
。

市
⺠

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

の
選

定
を

行
い

、
会

場
・

日
時

な
ど

参
加

し
や

す
い

よ
う

配
慮

す
る

。

健
康

増
進

課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
①

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
支

援

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進

①
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

に
つ

い
て

の
教

育
・

学
習

機
会

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
8

52
1ｲ

01
が

ん
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
が

ん
検

診
を

実
施

し
ま

す
。

特
に

女
性

特
有

の
が

ん
で

あ
る

子
宮

頸
が

ん
、

乳
が

ん
の

受
診

率
向

上
に

努
め

ま
す

。

■
各

種
が

ん
検

診
受

診
者

数
：

・
胃

が
ん

検
診

 
 

：
37

,5
23

人
・

肺
が

ん
検

診
 

 
：

34
,8

87
人

・
大

腸
が

ん
検

診
 

：
66

,0
36

人
・

乳
が

ん
検

診
 

 
：

14
,8

83
人

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

：
19

,2
17

人
■

対
象

者
32

1,
72

0人
へ

個
別

に
受

診
案

内
（

受
診

券
送

付
）

■
未

受
診

者
へ

再
勧

奨
（

子
宮

頸
が

ん
 5

0,
22

3人
）

■
未

受
診

者
集

団
検

診
の

出
張

型
を

北
・

江
南

・
南

区
、

施
設

型
を

東
・

中
央

・
秋

葉
・

⻄
・

⻄
蒲

区
で

実
施

■
協

会
け

ん
ぽ

被
扶

養
者

の
集

団
特

定
健

診
と

市
の

乳
が

ん
検

診
を

全
区

で
実

施 ■
市

⺠
啓

発
・

が
ん

検
診

啓
発

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

を
活

用
し

た
再

勧
奨

の
実

施
、

啓
発

動
画

の
公

開

■
乳

が
ん

検
診

を
休

日
に

受
診

で
き

る
医

療
機

関
を

案
内

冊
子

に
掲

載
。

ま
た

、
子

宮
頸

が
ん

検
診

を
休

日
に

受
診

で
き

る
医

療
機

関
を

、
未

受
診

者
へ

の
個

別
案

内
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
情

報
提

供
し

た
。

■
新

潟
大

学
の

研
究

と
連

携
し

た
20

歳
代

を
対

象
と

し
た

子
宮

頸
が

ん
検

診
の

受
診

勧
奨

通
知

を
2回

送
付

し
た

。

■
乳

が
ん

に
つ

い
て

、
制

作
し

た
動

画
等

を
通

し
て

、
検

診
の

受
診

だ
け

で
な

く
「

ブ
レ

ス
ト

・
ア

ウ
ェ

ア
ネ

ス
」

の
重

要
性

に
つ

い
て

も
周

知
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

が
ん

検
診

の
受

診
率

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
健

康
増

進
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
①

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
支

援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
9

52
1ｳ

01
Ｈ

Ｉ
Ｖ

／
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
、

薬
物

乱
用

な
ど

に
つ

い
て

、
地

域
や

学
校

と
も

連
携

し
て

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
、

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、

安
心

し
て

相
談

が
で

き
、

検
査

が
受

け
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

○
HI

V・
エ

イ
ズ

相
談

電
話

の
実

施
(平

日
8:

30
〜

17
:3

0)
○

HI
V検

査
・

相
談

の
実

施
・

相
談

実
績

1,
52

7件
（

昨
年

度
実

績
1,

49
7件

）
・

検
査

実
績

1,
23

5件
（

昨
年

度
実

績
1,

20
6件

）

・
HI

V/
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
に

つ
い

て
正

し
く

理
解

し
て

も
ら

え
る

よ
う

指
導

し
た

。
・

「
性

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
」

を
用

い
て

、
受

検
者

の
理

解
度

を
確

認
し

な
が

ら
予

防
行

動
が

取
れ

る
よ

う
保

健
指

導
を

実
施

し
た

。
・

併
せ

て
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
等

の
性

感
染

症
の

陽
性

者
に

は
加

え
て

、
早

期
受

診
を

促
す

指
導

を
行

っ
た

。

・
検

査
結

果
を

知
る

こ
と

だ
け

が
目

的
と

な
っ

て
し

ま
い

、
そ

の
後

の
予

防
行

動
が

取
れ

ず
、

繰
り

返
し

検
査

を
受

け
る

人
も

多
く

、
中

に
は

受
検

の
み

で
結

果
を

聞
き

に
来

な
い

人
も

一
定

数
い

る
た

め
、

検
査

時
に

当
該

検
査

の
趣

旨
を

伝
え

、
理

解
を

得
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・

検
査

を
通

し
て

、
⾃

分
⾃

⾝
や

パ
ー

ト
ナ

ー
の

⾝
体

や
健

康
を

考
え

た
行

動
が

継
続

し
て

と
れ

る
よ

う
な

保
健

指
導

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

保
健

管
理

課

15
0

52
1ｳ

02
Ｈ

Ｉ
Ｖ

／
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
、

薬
物

乱
用

な
ど

に
つ

い
て

、
地

域
や

学
校

と
も

連
携

し
て

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
、

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、

安
心

し
て

相
談

が
で

き
、

検
査

が
受

け
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

養
護

教
諭

を
対

象
に

プ
レ

コ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
ケ

ア
を

テ
ー

マ
に

産
婦

人
科

医
に

よ
る

研
修

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
保

健
所

の
相

談
窓

口
を

紹
介

し
、

必
要

な
時

に
活

用
で

き
る

よ
う

連
携

体
制

づ
く

り
を

行
っ

た
。

養
護

教
諭

が
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

の
視

点
を

学
ぶ

こ
と

で
、

リ
ス

ク
行

動
全

般
へ

の
意

識
の

向
上

、
包

括
的

な
健

康
教

育
の

重
要

性
へ

の
理

解
に

つ
な

が
っ

た
。

今
後

、
養

護
教

諭
か

ら
学

校
全

体
の

健
康

教
育

に
そ

の
広

が
り

を
期

待
し

た
い

。

今
後

も
学

校
に

お
い

て
は

継
続

し
て

指
導

を
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

医
療

機
関

や
保

健
所

と
連

携
し

、
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

や
相

談
等

で
き

る
体

制
づ

く
り

を
す

す
め

て
い

く
。

学
校

支
援

課
保

健
給

食
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
①

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
支

援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
1

52
2ｱ

01
女

性
の

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
、

性
に

関
す

る
専

門
相

談
を

実
施

し
、

問
題

解
決

を
支

援
し

ま
す

。

■
女

性
の

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
専

門
相

談
奇

数
月

第
2⽔

曜
（

3時
間

）
相

談
件

数
延

べ
1件

看
護

職
の

女
性

専
門

相
談

員
が

相
談

を
受

け
る

こ
と

で
、

安
心

し
て

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
、

悩
み

の
解

決
に

向
け

た
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

一
人

で
も

多
く

の
悩

ん
で

い
る

女
性

に
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
広

報
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
2

52
3ｱ

01
個

人
が

将
来

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
描

き
、

妊
娠

・
出

産
等

の
希

望
が

実
現

で
き

る
よ

う
、

妊
娠

・
出

産
・

子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
８

区
全

て
に

「
妊

娠
・

子
育

て
ほ

っ
と

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

設
置

し
、

助
産

師
や

保
健

師
な

ど
の

専
門

職
（

マ
タ

ニ
テ

ィ
ナ

ビ
ゲ

ー
タ

ー
）

を
配

置

専
門

職
に

よ
る

妊
娠

期
か

ら
の

切
れ

目
な

い
支

援
を

実
施

し
、

早
期

か
ら

の
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。

妊
娠

・
子

育
て

ほ
っ

と
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

機
能

強
化

を
図

る
た

め
、

各
区

毎
に

研
修

会
を

実
施

し
、

支
援

力
を

高
め

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
②

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

相
談

体
制

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
3

52
3ｲ

01
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
安

産
教

室
８

区
計

80
回

実
施

■
参

加
者

数
実

87
3人

、
延

1,
04

9人
≪

再
掲

≫
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
実

45
6

人
、

延
45

6人

産
婦

と
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
に

対
し

、
産

前
産

後
の

女
性

の
健

康
に

つ
い

て
配

慮
が

必
要

な
こ

と
に

つ
い

て
、

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

産
前

産
後

の
女

性
の

心
⾝

の
変

化
を

理
解

し
、

協
力

し
て

子
育

て
す

る
と

い
う

意
識

や
意

欲
を

高
め

る
よ

う
、

安
産

教
室

を
通

じ
て

、
普

及
啓

発
し

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

15
4

52
3ｲ

02
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
妊

婦
保

健
指

導
8区

延
4,

15
0人

に
実

施
妊

婦
と

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

に
、

⺟
子

健
康

手
帳

交
付

の
際

に
、

安
心

・
安

全
な

妊
娠

・
出

産
に

つ
な

が
る

よ
う

に
、

妊
婦

健
診

の
必

要
性

や
、

生
活

習
慣

に
つ

い
て

保
健

指
導

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
⺟

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
安

心
・

安
全

な
妊

娠
・

出
産

が
で

き
る

よ
う

妊
婦

と
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
に

普
及

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

15
5

52
3ｲ

03
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
⺟

体
保

護
相

談
８

区
計

10
1回

実
施

・
相

談
者

数
延

4,
08

2人
産

婦
と

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

に
対

し
、

産
後

の
女

性
の

健
康

に
つ

い
て

配
慮

が
必

要
な

こ
と

に
つ

い
て

、
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

産
後

の
女

性
の

心
⾝

の
変

化
を

理
解

し
、

協
力

し
て

子
育

て
す

る
と

い
う

意
識

や
意

欲
を

高
め

る
よ

う
、

⺟
体

保
護

相
談

を
通

じ
て

普
及

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
6

52
3ｲ

04
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
妊

婦
１

人
に

対
し

14
回

ま
で

健
診

費
用

の
助

成
を

行
っ

た
。

受
診

件
数

 
延

48
,9

58
件

妊
娠

中
の

健
康

管
理

と
と

も
に

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
妊

娠
中

の
健

康
管

理
と

と
も

に
、

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
行

っ
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

15
7

52
3ｲ

04
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
産

後
ケ

ア
事

業
対

象
者

：
産

婦
及

び
６

か
月

未
満

の
児

延
利

用
日

数
・

宿
泊

ケ
ア

：
1,

99
7日

・
デ

イ
ケ

ア
：

1,
55

9日
・

訪
問

ケ
ア

：
95

5日

産
後

の
⺟

親
の

⾝
体

的
回

復
と

心
理

的
な

安
定

を
図

り
、

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

た
。

ま
た

、
産

後
ケ

ア
利

用
に

当
た

っ
て

は
費

用
助

成
を

行
い

、
各

ケ
ア

初
回

利
用

時
は

無
料

ク
ー

ポ
ン

を
発

行
し

、
経

済
的

支
援

を
行

っ
た

。

産
後

ケ
ア

の
対

象
年

齢
を

拡
充

し
て

ほ
し

と
い

う
要

望
に

応
え

、
令

和
７

年
度

か
ら

訪
問

ケ
ア

の
対

象
者

を
１

歳
未

満
ま

で
拡

充
す

る
。

こ
ど

も
家

庭
課

15
8

52
3ｲ

04
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

産
婦

１
人

に
対

し
て

２
回

ま
で

健
診

費
用

の
助

成
を

行
っ

た
。

受
診

件
数

 
6,

93
8件

産
後

の
心

⾝
の

健
康

管
理

と
と

も
に

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
産

後
の

健
康

管
理

と
と

も
に

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
っ

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

15
9

52
3ｳ

01
育

児
の

不
安

を
解

消
す

る
た

め
の

情
報

提
供

や
男

女
で

互
い

に
協

力
す

る
こ

と
の

必
要

性
の

啓
発

を
行

い
ま

す
。

■
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

訪
問

件
数

11
,0

86
件

産
後

う
つ

病
質

問
票

を
用

い
て

、
産

婦
の

心
⾝

の
状

態
を

考
慮

し
な

が
ら

、
個

別
に

必
要

な
相

談
や

支
援

を
行

っ
た

。
訪

問
時

に
パ

ー
ト

ナ
ー

が
同

席
す

る
機

会
を

と
ら

え
、

産
後

の
女

性
の

健
康

や
、

育
児

に
お

け
る

男
女

の
協

力
の

必
要

性
に

つ
い

て
啓

発
し

た
。

引
き

続
き

、
訪

問
時

に
育

児
不

安
を

解
消

す
る

た
め

の
情

報
提

供
を

実
施

す
る

他
、

育
児

に
お

け
る

男
女

の
協

力
の

必
要

性
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
0

61
1ｱ

01
Ｄ

Ｖ
が

人
権

侵
害

で
あ

る
と

い
う

認
識

を
深

め
、

Ｄ
Ｖ

防
止

に
向

け
た

意
識

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

カ
ー

ド
、

広
報

紙
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

、
市

⺠
や

事
業

者
等

に
対

す
る

広
報

を
充

実
し

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

9回
)

(3
)女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
(市

報
11

/3
号

、
庁

内
放

送
、

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
ツ

リ
ー

の
展

示
、

江
南

区
文

化
会

館
の

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

)
(4

)広
聴

相
談

課
主

催
「

ミ
ニ

人
権

展
」

で
啓

発
パ

ネ
ル

等
を

展
示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

関
係

機
関

、
商

業
施

設
な

ど
、

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
た

。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

16
1

61
1ｳ

01
若

年
層

へ
の

教
育

・
啓

発
を

推
進

す
る

た
め

、
学

校
等

に
お

け
る

人
権

教
育

を
実

施
す

る
ほ

か
、

暴
力

に
よ

ら
な

い
対

等
な

関
係

づ
く

り
に

つ
い

て
、

中
学

生
か

ら
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

防
止

セ
ミ

ナ
ー

等
の

啓
発

事
業

を
行

い
ま

す
。

デ
ー

ト
DV

防
止

セ
ミ

ナ
ー

実
施

・
全

体
：

35
校

43
回

7,
63

9人
・

中
学

：
21

校
21

回
2,

58
6人

・
高

校
：

7校
7回

3,
02

3人
・

高
等

特
別

支
援

：
3校

6回
33

4人
・

大
学

：
3校

7回
1,

64
6人

・
専

門
学

校
：

1校
2回

50
人

中
高

生
な

ど
の

若
年

層
に

対
し

て
デ

ー
ト

DV
防

止
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
”D

Vを
し

な
い

・
さ

れ
な

い
た

め
の

知
識

”を
⾝

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
性

別
に

よ
ら

な
い

人
権

尊
重

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

開
催

実
績

の
な

い
学

校
に

対
し

て
、

デ
ー

ト
DV

防
止

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

周
知

す
る

な
ど

、
よ

り
申

し
込

み
や

す
い

手
法

を
用

い
て

開
催

実
績

を
増

や
す

。

男
女

共
同

参
画

課

①
Ｄ

Ｖ
防

止
の

意
識

啓
発

の
推

進

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
2

61
1ｳ

02
若

年
層

へ
の

教
育

・
啓

発
を

推
進

す
る

た
め

、
学

校
等

に
お

け
る

人
権

教
育

を
実

施
す

る
ほ

か
、

暴
力

に
よ

ら
な

い
対

等
な

関
係

づ
く

り
に

つ
い

て
、

中
学

生
か

ら
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

防
止

セ
ミ

ナ
ー

等
の

啓
発

事
業

を
行

い
ま

す
。

人
権

啓
発

デ
ー

ト
DV

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
、

6月
に

市
立

小
・

中
学

校
、

特
別

支
援

学
校

、
中

等
教

育
学

校
に

、
活

用
の

手
引

と
と

も
に

配
付

し
、

授
業

で
の

活
用

を
図

っ
た

。
ま

た
、

同
じ

く
6

月
に

、
デ

ー
ト

DV
防

止
セ

ミ
ナ

ー
等

の
案

内
を

各
校

に
配

付
し

、
希

望
す

る
学

校
が

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

学
習

資
料

（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
）

に
基

づ
き

、
男

女
関

係
な

く
人

権
が

守
ら

れ
る

存
在

で
あ

る
こ

と
や

、
守

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

学
ば

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

開
催

を
検

討
し

て
い

る
学

校
の

担
当

者
が

、
実

際
に

開
催

し
て

い
る

セ
ミ

ナ
ー

の
様

子
を

参
観

で
き

る
機

会
等

を
設

け
、

担
当

者
の

不
安

や
負

担
の

軽
減

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

学
校

支
援

課

16
3

61
1ｴ

01
加

害
者

の
更

生
に

つ
い

て
は

、
国

の
検

討
状

況
を

踏
ま

え
、

対
応

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

内
閣

府
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
会

に
参

加
。

ま
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
団

体
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

庁
内

に
お

け
る

加
害

者
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

、
情

報
提

供
す

る
と

と
も

に
、

国
や

他
⾃

治
体

の
動

向
を

収
集

し
て

い
る

。

国
や

他
⾃

治
体

の
動

向
を

注
視

し
、

情
報

を
収

集
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進
①

Ｄ
Ｖ

防
止

の
意

識
啓

発
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
4

61
2ｱ

01
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

カ
ー

ド
を

作
成

し
、

被
害

者
が

早
期

に
適

切
な

支
援

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
⽅

法
で

Ｄ
Ｖ

相
談

窓
口

に
つ

い
て

広
く

市
⺠

に
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

9回
)

(3
)女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
(市

報
11

/3
号

、
庁

内
放

送
、

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
ツ

リ
ー

の
展

示
、

江
南

区
文

化
会

館
の

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

)
(4

)広
聴

相
談

課
主

催
「

ミ
ニ

人
権

展
」

で
啓

発
パ

ネ
ル

等
を

展
示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

幅
広

い
年

齢
層

が
情

報
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

16
5

61
2ｲ

01
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

に
5か

国
語

を
掲

載
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
研

修
会

に
お

い
て

関
係

所
属

（
国

際
課

、
障

が
い

福
祉

課
、

各
区

の
健

康
福

祉
課

）
と

連
携

DV
窓

口
調

整
会

議
の

開
催

や
各

種
研

修
会

へ
の

講
師

派
遣

な
ど

を
通

じ
て

顔
が

見
え

る
関

係
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

被
害

者
支

援
を

行
っ

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
よ

り
緊

密
に

行
う

と
と

も
に

、
引

き
続

き
障

が
い

の
あ

る
⽅

や
外

国
人

の
⽅

等
が

安
心

し
て

相
談

で
き

る
よ

う
に

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

16
6

61
2ｲ

02
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

令
和

6年
度

に
受

け
付

け
た

障
が

い
者

虐
待

相
談

の
中

で
も

、
DV

が
関

係
し

た
相

談
が

あ
り

、
相

談
の

中
で

DV
相

談
窓

口
へ

の
連

絡
を

促
す

な
ど

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

障
が

い
者

虐
待

相
談

の
中

な
ど

で
、

DV
被

害
を

発
見

し
た

場
合

、
各

区
女

性
相

談
員

に
繋

い
だ

り
、

専
門

相
談

窓
口

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

今
後

も
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
に

努
め

る
。

障
が

い
福

祉
課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

１
〕

Ｄ
Ｖ

を
容

認
し

な
い

社
会

づ
く

り
の

推
進

②
Ｄ

Ｖ
相

談
窓

口
の

周
知

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

138



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
7

61
2ｲ

03
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

〇
外

国
語

に
よ

る
相

談
窓

口
・

生
活

相
談

：
13

9件
・

弁
護

士
に

よ
る

無
料

相
談

会
：

7件
・

無
料

医
療

相
談

会
：

9件

〇
外

国
籍

市
⺠

が
日

頃
抱

え
る

生
活

上
の

悩
み

や
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

外
国

語
で

も
相

談
を

受
け

付
け

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
ま

す
。

〇
助

言
内

容
が

十
分

に
伝

わ
っ

て
い

る
と

い
う

検
証

が
難

し
い

こ
と

や
、

紹
介

先
（

関
係

機
関

等
）

で
の

言
葉

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。

国
際

課

16
8

61
2ｳ

01
被

害
者

を
早

期
に

発
見

す
る

た
め

、
保

健
・

医
療

・
福

祉
・

教
育

関
係

者
や

⺠
生

委
員

・
児

童
委

員
な

ど
地

域
の

福
祉

関
係

者
に

対
し

、
Ｄ

Ｖ
防

止
の

啓
発

や
相

談
窓

口
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

医
師

会
、

⻭
科

医
師

会
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
⺠

生
委

員
な

ど
に

DV
セ

ン
タ

ー
の

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
カ

ー
ド

を
配

布
す

る
と

と
も

に
、

関
係

職
員

の
研

修
会

に
講

師
を

派
遣

し
DV

防
止

の
啓

発
を

行
っ

た
。

啓
発

や
相

談
窓

口
の

情
報

提
供

を
通

じ
て

、
DV

被
害

者
の

早
期

発
見

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

被
害

者
へ

の
相

談
窓

口
の

周
知

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

緊
密

な
連

携
と

継
続

的
に

啓
発

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
引

き
続

き
DV

被
害

者
の

早
期

発
見

と
安

心
安

全
な

相
談

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

②
Ｄ

Ｖ
相

談
窓

口
の

周
知

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進

139



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
9

62
1ｱ

01
被

害
者

の
安

全
と

秘
密

の
保

持
に

配
慮

し
た

相
談

環
境

を
整

え
ま

す
。

相
談

件
数

（
主

訴
が

D 
V）

・
全

体
 

2,
48

9件
・

電
話

 
1,

93
9件

・
来

所
 

   
28

5件
・

出
張

等
   

26
5件

面
接

会
場

は
被

害
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

し
た

環
境

を
整

え
た

。
被

害
者

の
支

援
の

た
め

に
関

係
課

に
情

報
提

供
す

る
場

合
は

、
最

低
限

必
要

な
情

報
提

供
の

み
と

す
る

こ
と

に
配

慮
し

た
。

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

と
と

も
に

、
関

係
機

関
等

に
対

し
、

慎
重

な
情

報
管

理
を

行
う

よ
う

啓
発

を
実

施
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

17
0

62
1ｱ

02
被

害
者

の
安

全
と

秘
密

の
保

持
に

配
慮

し
た

相
談

環
境

を
整

え
ま

す
。

各
区

の
女

性
相

談
件

数
（

主
訴

が
DV

）
・

電
話

 
42

3件
・

来
所

 
34

7件

・
全

区
に

女
性

相
談

支
援

員
を

配
置

し
、

相
談

体
制

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

・
面

接
会

場
は

被
害

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

た
環

境
を

整
え

た
。

被
害

者
の

支
援

の
た

め
に

関
係

課
に

情
報

提
供

す
る

場
合

は
、

最
低

限
必

要
な

情
報

提
供

の
み

と
す

る
こ

と
に

配
慮

し

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

と
と

も
に

、
慎

重
な

情
報

管
理

を
実

施
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
２

〕
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

の
充

実
①

安
全

に
安

心
し

て
相

談
で

き
る

体
制

づ
く

り

140



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
1

62
1ｲ

01
夜

間
や

休
日

等
時

間
外

の
緊

急
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

は
、

警
察

お
よ

び
新

潟
県

女
性

福
祉

相
談

所
と

の
連

携
を

強
化

し
ま

す
。

(1
)N

PO
法

人
に

火
・

木
・

金
曜

17
:0

0
〜

20
:0

0（
火

は
16

:0
0〜

20
：

00
）

の
時

間
帯

の
相

談
業

務
を

委
託

し
、

夜
間

の
相

談
体

制
を

確
保

(2
)休

日
や

緊
急

時
は

、
警

察
署

へ
相

談
す

る
よ

う
案

内
す

る
と

と
も

に
、

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
新

潟
県

の
一

時
保

護
所

や
緊

急
保

護
事

業
の

委
託

施
設

に
配

置 (3
)D

 V
窓

口
調

整
会

議
研

修
会

等
に

お
い

て
関

係
機

関
と

連
携

を
強

化

⺠
間

支
援

団
体

の
知

見
を

活
用

し
、

相
談

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

日
頃

か
ら

警
察

署
や

一
時

保
護

所
と

連
携

し
、

相
談

体
制

と
緊

急
時

の
安

全
確

保
に

努
め

た
。

警
察

署
や

一
時

保
護

所
と

の
連

携
を

い
っ

そ
う

強
化

す
る

と
と

も
に

、
⺠

間
支

援
団

体
の

知
見

を
活

用
し

た
相

談
体

制
の

維
持

、
強

化
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

17
2

62
1ｳ

01
外

国
人

や
障

が
い

者
、

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

な
ど

様
々

な
被

害
者

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

よ
う

、
外

国
語

通
訳

や
手

話
通

訳
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
相

談
・

対
応

に
努

め
ま

す
。

(1
)外

国
人

か
ら

の
相

談
件

数
 

16
件

(2
)障

が
い

が
あ

る
⽅

か
ら

の
相

談
件

数
53

1件

障
が

い
の

あ
る

⽅
や

、
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
⽅

か
ら

の
相

談
は

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。
研

修
会

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
⽅

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

、
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

２
〕

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
相

談
体

制
の

充
実

①
安

全
に

安
心

し
て

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

141



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
3

62
2ｱ

01
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
を

図
る

た
め

、
Ｄ

Ｖ
の

特
性

や
相

談
手

法
、

各
種

制
度

に
関

す
る

研
修

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

困
難

事
例

等
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

体
制

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

(1
)配

暴
セ

ン
タ

ー
相

談
員

及
び

女
性

相
談

支
援

員
の

定
例

事
例

検
討

会
 

8回
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
研

修
会

 
1回

(3
)ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
 

4回
(4

)児
童

相
談

所
と

の
情

報
共

有
会

 
2

回

市
弁

護
士

、
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
職

員
等

を
助

言
者

と
し

た
事

例
検

討
会

及
び

時
流

に
即

し
た

内
容

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
を

実
施

し
、

相
談

に
必

要
な

知
識

等
を

学
び

深
め

た
、

ま
た

、
日

常
的

に
相

談
員

同
士

の
情

報
共

有
や

相
互

に
助

言
を

し
合

い
、

相
談

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

各
分

野
の

専
門

家
を

助
言

者
と

し
た

事
例

検
討

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
DV

被
害

者
支

援
に

必
要

な
各

種
制

度
へ

の
知

識
と

理
解

を
深

め
る

た
め

の
研

修
を

開
催

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

17
4

62
2ｲ

01
相

談
窓

口
等

に
お

け
る

被
害

者
へ

の
二

次
的

被
害

防
止

を
図

る
た

め
、

関
係

職
員

の
研

修
等

を
実

施
し

ま
す

。

(1
)D

V窓
口

調
整

会
議

研
修

会
 

1回
(2

)講
師

派
遣

 
6回

関
係

職
員

が
DV

被
害

へ
の

理
解

を
深

め
、

被
害

者
に

対
し

て
、

安
心

安
全

な
相

談
体

制
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

研
修

会
や

講
師

派
遣

を
実

施
し

た
。

DV
の

特
性

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

の
共

有
な

ど
、

区
役

所
窓

口
職

員
等

が
⾃

分
ご

と
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
な

研
修

会
を

通
じ

、
DV

被
害

者
へ

の
二

次
的

被
害

防
止

を
図

る
。

男
女

共
同

参
画

課

②
相

談
従

事
者

の
研

修
の

充
実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
２

〕
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

の
充

実

142



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
5

63
1ｱ

01
警

察
や

新
潟

県
女

性
福

祉
相

談
所

と
連

携
し

、
安

全
か

つ
迅

速
に

被
害

者
を

一
時

保
護

に
つ

な
げ

ま
す

。

県
女

性
福

祉
相

談
所

（
県

女
性

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
へ

の
一

時
保

護
 

15
件

警
察

、
県

女
性

福
祉

相
談

所
、

⺠
間

支
援

団
体

等
と

連
携

し
な

が
ら

緊
急

時
に

避
難

先
を

確
保

し
た

。

相
談

時
間

終
了

間
際

の
避

難
事

案
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
の

役
割

分
担

や
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

17
6

63
1ｲ

01
一

時
保

護
が

開
始

さ
れ

る
ま

で
の

間
、

必
要

に
応

じ
て

避
難

場
所

を
提

供
し

ま
す

。

緊
急

一
時

保
護

 
0件

緊
急

時
に

避
難

で
き

る
場

所
を

関
係

機
関

と
連

携
し

、
確

保
し

て
い

る
。

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
緊

急
時

の
避

難
場

所
を

確
保

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
7

63
2ｱ

01
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
を

進
め

、
女

性
相

談
員

と
と

も
に

、
円

滑
で

切
れ

目
の

な
い

被
害

者
支

援
を

行
い

ま
す

。

(1
)定

例
事

例
検

討
会

 
 8

回
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
研

修
会

 
1回

配
暴

セ
ン

タ
ー

相
談

員
及

び
女

性
相

談
支

援
員

の
定

例
事

例
検

討
会

を
通

じ
て

意
見

交
換

や
相

談
支

援
の

実
践

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
DV

窓
口

調
整

会
議

研
修

会
に

お
い

て
は

様
々

な
関

係
機

関
や

⺠
間

団
体

と
共

に
学

び
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
行

っ
た

。

関
係

機
関

等
が

相
互

に
学

び
、

話
し

合
う

会
議

を
開

催
し

、
連

携
を

強
化

し
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

３
〕

Ｄ
Ｖ

被
害

者
の

保
護

体
制

と
⾃

立
支

援
の

充
実

②
総

合
的

な
相

談
支

援
体

制
の

充
実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

〕
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
①

安
全

に
配

慮
し

た
保

護
体

制
の

充
実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

143



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
8

63
2ｲ

01
被

害
者

の
精

神
的

負
担

の
軽

減
や

安
全

確
保

の
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
必

要
に

応
じ

た
同

行
支

援
を

行
い

ま
す

。

(1
)法

テ
ラ

ス
を

介
し

た
弁

護
士

相
談

へ
の

同
行

支
援

(2
)児

童
相

談
所

や
各

区
健

康
福

祉
課

、
生

活
保

護
担

当
部

署
、

地
⽅

裁
判

所
等

へ
の

相
談

等
へ

の
同

行
支

援

各
種

行
政

手
続

き
の

情
報

提
供

や
関

係
機

関
と

の
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
同

行
支

援
を

行
い

DV
被

害
者

の
精

神
的

負
担

の
軽

減
を

図
っ

た
。

被
害

者
の

意
向

や
元

々
持

っ
て

い
る

力
を

尊
重

し
な

が
ら

、
被

害
者

が
各

種
行

政
手

続
き

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

安
全

確
保

に
配

慮
し

た
同

行
支

援
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

17
9

63
2ｳ

01
被

害
者

や
そ

の
家

族
な

ど
に

関
す

る
個

人
情

報
の

管
理

・
保

護
を

徹
底

し
ま

す
。

・
業

務
引

継
ぎ

等
が

行
わ

れ
る

年
度

当
初

に
、

職
員

掲
示

板
に

お
い

て
庁

内
各

部
署

の
個

人
情

報
の

管
理

等
に

関
す

る
事

務
取

扱
い

に
つ

い
て

、
遺

漏
が

な
い

よ
う

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。
・

DV
相

談
台

帳
や

証
明

書
を

保
管

す
る

書
棚

は
閉

庁
時

に
施

錠
を

行
い

管
理

し
た

。

DV
被

害
者

に
対

し
て

、
安

心
安

全
な

相
談

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
個

人
情

報
の

管
理

・
保

護
を

徹
底

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

を
維

持
す

る
た

め
、

引
き

続
き

市
役

所
全

体
に

対
し

て
情

報
管

理
の

重
要

性
を

注
意

喚
起

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

②
総

合
的

な
相

談
支

援
体

制
の

充
実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

〕
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実

144



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
0

63
3ｱ

01
被

害
者

の
意

思
を

尊
重

し
な

が
ら

状
況

に
応

じ
た

支
援

策
を

調
整

し
、

生
活

再
建

に
向

け
て

継
続

的
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

DV
被

害
者

の
意

思
を

尊
重

し
な

が
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

支
援

の
調

整
を

行
っ

た
。

被
害

者
の

心
情

や
置

か
れ

た
状

況
に

配
慮

し
た

支
援

が
で

き
た

。
DV

被
害

者
の

特
性

に
配

慮
し

た
知

識
と

技
術

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

18
1

63
3ｲ

01
生

活
支

援
の

た
め

の
各

種
制

度
の

情
報

提
供

や
手

続
き

支
援

な
ど

を
行

い
ま

す
。

(1
)住

⺠
基

本
台

帳
事

務
に

お
け

る
支

援
措

置
の

証
明

発
行

件
数

 
36

3件
(2

)D
V証

明
 

合
計

 
65

件
 

・
健

康
保

険
 

12
件

 
・

年
金

 
 

 
11

件
 

・
児

童
関

係
 

28
件

 
・

そ
の

他
 

 
14

件

被
害

者
の

意
向

や
状

況
に

合
わ

せ
た

情
報

提
供

や
手

続
き

に
関

す
る

支
援

が
で

き
た

。

被
害

者
が

各
種

行
政

手
続

き
へ

の
理

解
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
情

報
提

供
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
証

明
書

を
発

行
す

る
な

ど
の

支
援

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

18
2

63
3ｳ

01
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⼊

所
⺟

子
の

生
活

支
援

、
就

労
支

援
、

育
児

支
援

な
ど

を
実

施
し

、
家

庭
の

⾃
立

を
援

助
し

た
。

【
R6

⼊
所

者
】

 
⺟

11
人

 
児

童
16

人

⼊
所

⺟
子

が
⾃

立
で

き
る

よ
う

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
援

助
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
⼊

所
⺟

子
の

⾃
立

に
向

け
、

生
活

全
般

に
わ

た
る

視
点

で
の

相
談

援
助

を
行

う
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実

145



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
3

63
3ｳ

02
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⺟

子
家

庭
向

け
の

住
居

支
援

 
⼊

居
募

集
⼾

数
  

3⼾
 

⼊
居

決
定

⼾
数

 
1⼾

 
残

⼾
数

 
2⼾

(詳
細

)
市

報
に

い
が

た
掲

載
 

4回
⼊

居
申

込
者

  2
名

抽
選

会
 

0回
抽

選
会

出
席

者
 

0名
※

上
記

の
⼊

居
決

定
⼾

数
（

1⼾
）

に
つ

い
て

は
、

申
込

者
1名

だ
っ

た
た

め
抽

選
会

を
開

催
せ

ず
。

ほ
か

、
⼊

居
決

定
後

の
辞

退
1

名
あ

り
。

⺟
子

家
庭

が
安

心
し

て
⾃

立
し

た
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
し

た
。

住
宅

に
困

窮
し

た
⺟

子
世

帯
に

⺟
子

向
住

宅
に

つ
い

て
情

報
提

供
し

、
よ

り
多

く
の

⺟
子

世
帯

に
利

用
し

て
頂

け
る

よ
う

努
め

る
。

こ
ど

も
政

策
課

18
4

63
3ｳ

03
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
抽

選
会

参
加

者
延

べ
：

14
世

帯
ポ

イ
ン

ト
⽅

式
募

集
延

べ
：

1世
帯

市
営

住
宅

へ
の

⼊
居

を
希

望
す

る
DV

被
害

者
世

帯
に

対
し

、
適

切
な

優
遇

措
置

を
講

じ
た

。

引
き

続
き

、
指

定
管

理
者

と
も

連
携

し
、

該
当

世
帯

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

配
慮

に
努

め
る

。

住
環

境
政

策
課

18
5

63
3ｴ

01
就

業
に

関
す

る
相

談
や

職
業

訓
練

制
度

の
情

報
提

供
な

ど
就

業
に

向
け

て
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

DV
被

害
者

の
意

向
を

尊
重

し
な

が
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

就
業

や
職

業
訓

練
等

の
情

報
提

供
な

ど
、

⾃
立

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

。

被
害

者
の

意
向

や
状

況
に

応
じ

、
配

慮
し

た
支

援
が

で
き

た
。

⾃
立

に
向

け
た

支
援

の
た

め
、

相
談

員
が

各
種

制
度

へ
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

３
」

Ｄ
Ｖ

被
害

者
の

保
護

体
制

と
⾃

立
支

援
の

充
実

③
⾃

立
支

援
策

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

146



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
6

63
3ｴ

02
就

業
に

関
す

る
相

談
や

職
業

訓
練

制
度

の
情

報
提

供
な

ど
就

業
に

向
け

て
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
14

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

10
人

■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
23

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

18
7

63
3ｵ

01
被

害
者

に
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
が

必
要

な
場

合
は

、
専

門
の

関
係

機
関

で
あ

る
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
や

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
相

談
室

等
と

連
携

し
支

援
を

行
い

ま
す

。

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

希
望

す
る

被
害

者
に

は
、

ア
ル

ザ
に

い
が

た
の

「
こ

こ
ろ

の
相

談
」

を
紹

介
し

た
。

未
成

年
の

子
と

共
に

DV
の

影
響

や
将

来
へ

の
不

安
な

ど
に

つ
い

て
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
希

望
す

る
被

害
者

に
は

親
子

心
理

的
支

援
事

業
の

利
用

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
案

内
し

た
。

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
６

つ
の

機
能

の
う

ち
の

一
つ

で
あ

る
「

被
害

者
の

心
⾝

の
健

康
の

回
復

」
に

つ
い

て
、

適
切

な
助

言
が

で
き

た
。

「
こ

こ
ろ

の
相

談
」

の
相

談
員

及
び

親
子

心
理

的
支

援
事

業
の

委
託

先
と

連
携

し
、

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

を
希

望
す

る
被

害
者

等
の

心
⾝

の
健

康
回

復
に

関
す

る
支

援
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

③
⾃

立
支

援
策

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実

147



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
8

63
3ｶ

01
被

害
者

の
同

伴
児

童
な

ど
、

Ｄ
Ｖ

被
害

の
環

境
下

に
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

安
全

確
保

や
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
、

学
習

支
援

な
ど

を
行

い
ま

す
。

児
童

相
談

所
や

教
育

委
員

会
、

県
女

性
福

祉
相

談
所

等
と

連
携

し
、

同
伴

児
の

安
全

確
保

や
学

習
環

境
の

調
整

を
行

っ
た

。

関
係

機
関

と
連

携
し

、
同

伴
児

の
安

全
確

保
や

学
習

環
境

の
整

備
に

向
け

た
支

援
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
関

係
機

関
に

対
し

、
DV

被
害

者
や

同
伴

児
へ

の
安

全
確

保
等

、
理

解
を

深
め

る
啓

発
活

動
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

18
9

63
3ｷ

01
被

害
を

受
け

た
外

国
人

や
高

齢
者

、
障

が
い

者
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
配

慮
し

、
関

係
機

関
や

支
援

団
体

と
連

携
し

て
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
状

況
に

応
じ

て
通

訳
等

を
介

し
、

相
談

手
続

き
等

の
支

援
を

行
い

ま
す

。

・
外

国
人

の
⽅

か
ら

セ
ン

タ
ー

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
手

に
取

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
内

の
一

文
に

5か
国

語
を

使
用

し
て

い
る

。
・

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
⽅

に
つ

い
て

は
、

各
区

健
康

福
祉

課
や

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
対

応
し

た
。

DV
被

害
者

の
意

向
や

置
か

れ
て

い
る

状
況

に
応

じ
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

支
援

が
で

き
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

へ
の

理
解

を
深

め
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
0

64
1ｱ

01
被

害
者

を
早

期
に

発
見

し
、

適
切

な
相

談
支

援
に

つ
な

ぐ
た

め
、

医
療

機
関

や
保

健
・

福
祉

関
係

機
関

（
児

童
・

高
齢

者
・

障
が

い
者

虐
待

対
策

）
、

学
校

・
教

育
機

関
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。

(1
)要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
 

2
回 (2

)児
童

相
談

所
と

の
情

報
共

有
会

 
2

回 (3
)関

係
機

関
へ

の
講

師
派

遣
 

6回
（

生
活

保
護

、
児

童
相

談
所

、
窓

口
関

係
職

員
、

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
職

員
等

）

協
議

会
や

情
報

共
有

会
、

関
係

機
関

へ
の

講
師

派
遣

な
ど

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
DV

被
害

者
の

早
期

発
見

に
努

め
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

を
早

期
に

発
見

で
き

る
よ

う
啓

発
活

動
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

19
1

64
1ｲ

01
実

務
担

当
者

に
よ

る
会

議
や

研
修

、
新

潟
県

の
「

配
偶

者
暴

力
防

止
連

絡
会

議
」

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

(1
)D

V相
談

窓
口

調
整

会
議

研
修

会
 

1
回

開
催

(2
)(新

潟
県

)困
難

な
問

題
を

抱
え

る
女

性
及

び
DV

被
害

者
支

援
調

整
会

議
 

代
表

者
会

議
 

2回
 

実
務

者
会

議
 

1回

研
修

会
や

会
議

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

が
図

ら
れ

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

⺠
間

支
援

団
体

と
の

協
働

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

19
2

64
1ｳ

01
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
を

図
り

、
団

体
の

活
動

に
対

す
る

支
援

を
強

化
す

る
と

と
も

に
協

働
を

推
進

し
ま

す
。

緊
急

一
時

保
護

等
事

業
費

補
助

金
 

2
団

体
地

域
社

会
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
⺠

間
シ

ェ
ル

タ
ー

等
の

運
営

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
社

会
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

財
政

面
で

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
研

修
会

や
会

議
へ

の
参

加
に

よ
り

協
働

を
推

進
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

４
〕

関
係

機
関

や
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
の

強
化

①
関

係
機

関
・

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

体
制

の
強

化
と

協
働

の
推

進

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
3

64
2ｱ

01
児

童
相

談
所

や
警

察
、

子
ど

も
が

所
属

す
る

保
育

園
・

幼
稚

園
・

学
校

な
ど

と
連

携
し

、
児

童
虐

待
の

早
期

発
見

に
努

め
る

と
と

も
に

安
全

確
保

を
図

り
ま

す
。

児
童

相
談

所
や

教
育

委
員

会
、

警
察

署
等

と
連

携
し

、
DV

被
害

に
伴

う
面

前
DV

な
ど

の
早

期
発

見
に

努
め

、
適

切
に

通
告

を
行

っ
た

。

関
係

機
関

と
連

携
し

、
同

伴
児

の
安

全
確

保
や

学
習

環
境

の
整

備
に

向
け

た
支

援
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

や
同

伴
児

へ
の

理
解

を
深

め
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

19
4

64
2ｲ

01
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
へ

の
参

加
や

、
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

の
開

催
に

よ
り

適
切

な
保

護
と

切
れ

目
の

な
い

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
参

加
し

、
全

体
の

課
題

に
対

し
て

DV
被

害
者

目
線

を
反

映
さ

せ
た

り
、

関
係

機
関

と
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
を

開
催

し
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

や
顔

の
見

え
る

関
係

の
構

築
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

や
役

割
を

共
有

し
つ

つ
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

し
た

。

DV
と

児
童

虐
待

は
関

係
が

密
接

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

児
童

相
談

所
や

児
童

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
を

図
り

、
DV

被
害

者
及

び
同

伴
児

へ
の

適
切

な
支

援
を

実
施

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
４

〕
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

の
強

化
②

Ｄ
Ｖ

対
応

と
児

童
虐

待
対

応
と

の
連

携
強

化
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
5

62
1ｱ

01
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
防

止
す

る
環

境
づ

く
り

の
た

め
、

啓
発

や
相

談
窓

口
等

の
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

■
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

啓
発

や
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

っ
た

。

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

よ
り

効
果

的
な

啓
発

⽅
法

が
な

い
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
男

女
共

同
参

画
課

19
6

62
1ｱ

02
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
に

つ
い

て
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

し
て

い
る

。

事
業

主
が

講
ず

べ
き

措
置

や
被

害
を

受
け

た
と

き
の

対
応

⽅
法

を
記

載
す

る
こ

と
で

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

、
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

を
有

効
に

活
用

し
な

が
ら

情
報

提
供

に
努

め
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

19
7

62
1ｲ

01
市

職
員

や
教

職
員

に
対

し
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
を

周
知

徹
底

し
ま

す
。

・
「

管
理

職
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

受
講

対
象

 2
54

名
）

・
「

相
談

員
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

参
加

 3
4名

）
・

「
保

育
園

⻑
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

参
加

 8
1名

）

研
修

の
対

象
者

を
分

け
て

（
管

理
職

、
相

談
員

、
保

育
園

⻑
）

実
施

す
る

こ
と

で
、

研
修

目
的

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
各

所
属

に
お

い
て

も
職

場
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

職
員

の
認

識
を

深
め

、
職

場
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。

対
象

者
を

分
け

た
研

修
を

引
き

続
き

実
施

す
る

ほ
か

、
eラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
な

ど
、

時
間

と
会

場
に

と
ら

わ
れ

な
い

職
場

研
修

の
実

施
⽅

法
を

検
討

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

へ
の

意
識

醸
成

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

人
事

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

151



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
8

62
1ｲ

02
市

職
員

や
教

職
員

に
対

し
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
を

周
知

徹
底

し
ま

す
。

■
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
員

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

要
綱

の
周

知
を

図
る

た
め

、
5月

に
各

学
校

園
に

通
知

し
た

。
■

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

校
内

研
修

を
効

果
的

に
行

え
る

よ
う

、
資

料
を

7月
に

各
学

校
園

に
配

布
し

た
。

通
知

及
び

資
料

を
用

い
た

校
内

研
修

の
実

施
に

よ
り

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

関
し

て
教

職
員

に
対

す
る

周
知

が
図

ら
れ

た
。

学
校

園
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

根
絶

に
向

け
、

教
職

員
が

⾃
分

事
と

し
て

受
け

止
め

た
課

題
意

識
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

一
層

の
周

知
を

図
る

取
組

を
行

っ
て

い
く

。

学
校

人
事

課

19
9

62
2ｱ

01
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

市
報

に
い

が
た

、
市

公
式

LI
NE

等
に

よ
る

防
犯

啓
発

情
報

の
発

信
■

に
い

が
た

防
犯

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

登
録

団
体

へ
の

「
安

心
・

安
全

ネ
ッ

ト
通

信
」

の
配

布
■

各
種

街
頭

啓
発

事
業

（
女

性
被

害
防

止
等

）

女
性

被
害

防
止

等
の

広
報

啓
発

活
動

を
行

い
、

男
女

と
も

に
安

心
・

安
全

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

女
性

被
害

防
止

に
資

す
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

152



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
0

62
2ｱ

02
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
防

犯
講

習
会

の
開

催
（

72
回

、
延

べ
3,

04
5人

参
加

）
■

子
ど

も
の

体
験

型
安

全
教

室
の

開
催

（
市

立
小

学
校

10
5校

1年
生

対
象

）

女
性

被
害

防
止

等
に

向
け

た
防

犯
講

習
会

を
行

い
、

男
女

と
も

に
安

心
・

安
全

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

女
性

被
害

防
止

に
資

す
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
講

習
会

を
開

催
し

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

20
1

62
2ｱ

03
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
⻘

⾊
回

転
灯

装
着

車
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
の

実
施

実
施

時
間

：
月

10
:0

0〜
17

:0
0

 
 

 
 

 
火

〜
金

10
:1

5〜
17

:0
0

会
計

年
度

任
用

職
員

（
県

警
OB

）
4

名
、

⻘
⾊

回
転

灯
装

着
車

2台
パ

ト
ロ

ー
ル

内
容

・
地

域
の

防
犯

団
体

や
学

校
の

PT
Aや

セ
ー

フ
テ

ィ
ス

タ
ッ

フ
、

警
察

等
と

連
携

し
た

防
犯

活
動

や
子

ど
も

の
見

守
り

を
行

っ
た

。
・

学
校

等
の

関
係

機
関

に
立

ち
寄

り
、

地
区

内
の

犯
罪

状
況

や
不

審
者

情
報

等
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

に
努

め
た

。

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
を

通
じ

て
、

女
性

被
害

防
止

に
関

す
る

意
識

の
啓

発
や

女
性

が
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
に

貢
献

し
た

。

女
性

を
対

象
と

し
た

犯
罪

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
対

策
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
②

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

の
啓

発
や

相
談

等
の

対
策

と
安

全
な

環
境

づ
く

り

153



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
2

62
2ｱ

04
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

9回
)

(3
)女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
(市

報
11

/3
号

、
庁

内
放

送
、

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
ツ

リ
ー

の
展

示
、

江
南

区
文

化
会

館
の

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

)
(4

)広
聴

相
談

課
主

催
「

ミ
ニ

人
権

展
」

で
啓

発
パ

ネ
ル

等
を

展
示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

幅
広

い
年

齢
層

が
情

報
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

20
3

62
2ｲ

01
⻘

少
年

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

の
あ

る
社

会
環

境
の

健
全

化
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
団

体
等

と
協

力
し

て
安

全
な

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

■
新

潟
東

港
周

辺
（

北
区

）
・

セ
ー

フ
テ

ィ
ゾ

ー
ン

広
報

啓
発

活
動

の
実

施 ・
市

、
警

察
等

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
■

新
潟

駅
前

・
古

町
周

辺
（

中
央

区
）

・
地

元
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

支
援

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ゾ
ー

ン
広

報
啓

発
活

動
の

実
施 ・

定
期

的
な

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

・
客

引
き

、
ス

カ
ウ

ト
、

ピ
ン

ク
ビ

ラ
配

布
等

の
迷

惑
行

為
を

行
う

者
に

対
す

る
指

導
の

実
施

警
察

等
と

連
携

し
、

女
性

に
対

し
て

ス
カ

ウ
ト

等
迷

惑
行

為
を

行
う

者
に

対
す

る
指

導
を

行
い

、
環

境
健

全
化

を
図

っ
た

。

繁
華

街
等

に
お

い
て

、
ス

カ
ウ

ト
等

迷
惑

行
為

が
行

わ
れ

な
い

よ
う

、
引

き
続

き
対

策
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
②

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

の
啓

発
や

相
談

等
の

対
策

と
安

全
な

環
境

づ
く

り

154



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
4

62
2ｲ

02
⻘

少
年

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

の
あ

る
社

会
環

境
の

浄
化

活
動

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

団
体

等
と

協
力

し
て

安
全

な
環

境
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

地
域

団
体

・
警

察
署

等
・

学
校

と
の

連
携

に
よ

る
地

域
の

安
全

な
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

・
街

頭
育

成
員

と
協

働
し

た
地

域
巡

視
、

声
掛

け
支

援
：

年
間

約
20

0回
・

非
行

防
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
啓

発
チ

ラ
シ

等
街

頭
配

布
）

：
約

2,
00

0枚
・

学
警

連
、

市
中

学
校

生
徒

指
導

主
事

会
へ

の
参

加
、

情
報

提
供

：
学

警
連

10
回

、
主

事
会

8回

令
和

4年
度

よ
り

、
社

会
環

境
実

態
調

査
は

廃
止

と
な

っ
た

が
、

問
題

の
未

然
防

止
の

た
め

の
⻘

少
年

へ
の

声
掛

け
、

相
談

⽅
法

の
周

知
、

関
係

団
体

等
と

の
情

報
共

有
の

継
続

に
よ

り
、

地
域

の
安

全
な

環
境

づ
く

り
に

貢
献

し
た

。

地
域

団
体

・
警

察
署

等
と

連
携

を
継

続
し

な
が

ら
、

地
域

の
安

全
な

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

協
力

者
等

の
拡

充
を

図
る

。

生
涯

学
習

推
進

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
②

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

の
啓

発
や

相
談

等
の

対
策

と
安

全
な

環
境

づ
く

り
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
5

63
1ｱ

01
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

家
庭

生
活

支
援

員
を

派
遣

し
た

。

派
遣

家
庭

数
：

25
件

（
前

年
度

⽐
20

8％
）

派
遣

延
回

数
：

16
0回

（
前

年
度

⽐
30

2％
）

⺟
子

家
庭

・
⽗

子
家

庭
問

わ
ず

制
度

を
適

用
し

、
個

々
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
合

っ
た

要
望

に
応

え
る

た
め

、
委

託
先

と
連

携
し

支
援

を
行

っ
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

ニ
ー

ズ
を

検
証

し
、

よ
り

多
く

の
家

庭
に

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
利

用
⽅

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
多

く
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
適

切
な

周
知

や
情

報
提

供
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
ど

も
政

策
課

20
6

63
1ｱ

02
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
資

金
を

必
要

と
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
、

⽗
子

家
庭

の
⽗

、
児

童
、

寡
婦

に
対

し
、

修
学

資
金

等
の

貸
付

を
行

っ
た

。

新
規

貸
付

件
数

：
17

8件

⺟
子

家
庭

等
の

⾃
立

に
つ

な
が

る
よ

う
、

生
活

全
般

を
支

援
す

る
視

点
で

適
切

な
貸

し
付

け
を

行
っ

た
。

電
話

催
告

、
訪

問
指

導
を

実
施

し
、

個
々

の
生

活
、

経
済

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

償
還

指
導

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

156



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
7

63
1ｱ

03
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
等

へ
の

経
済

的
支

援
と

し
て

児
童

扶
養

手
当

を
支

給
し

た
。

児
童

1人
：

月
額

45
,5

00
円

〜
10

,7
40

円 児
童

2人
：

月
額

10
,7

50
円

〜
5,

38
0円

加
算

児
童

3人
以

上
：

1人
に

つ
き

月
額

6,
45

0円
〜

3,
23

0円
加

算
受

給
対

象
者

数
：

4,
27

0人
（

令
和

7年
3月

31
日

現
在

）

手
当

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
世

帯
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

⺟
子

家
庭

の
⺟

に
つ

い
て

経
済

的
⾃

立
が

で
き

る
よ

う
、

就
労

支
援

等
へ

結
び

つ
け

る
。

現
況

届
出

時
等

で
、

受
給

者
の

生
活

状
況

を
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

、
就

労
相

談
へ

つ
な

げ
る

。

こ
ど

も
政

策
課

20
8

63
1ｱ

04
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

35
0件

 
⽗

子
：

11
3件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

157



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
9

63
1ｱ

05
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
家

庭
向

け
の

住
居

支
援

 
⼊

居
募

集
⼾

数
  

3⼾
 

⼊
居

決
定

⼾
数

 
1⼾

 
残

⼾
数

 
2⼾

(詳
細

)
市

報
に

い
が

た
掲

載
 

4回
⼊

居
申

込
者

  2
名

抽
選

会
 

0回
抽

選
会

出
席

者
 

0名
※

上
記

の
⼊

居
決

定
⼾

数
（

1⼾
）

に
つ

い
て

は
、

申
込

者
1名

だ
っ

た
た

め
抽

選
会

を
開

催
せ

ず
。

ほ
か

、
⼊

居
決

定
後

の
辞

退
1

名
あ

り
。

⺟
子

家
庭

が
安

心
し

て
⾃

立
し

た
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
し

た
。

住
宅

に
困

窮
し

た
⺟

子
世

帯
に

⺟
子

向
住

宅
に

つ
い

て
情

報
提

供
し

、
よ

り
多

く
の

⺟
子

世
帯

に
利

用
し

て
頂

け
る

よ
う

努
め

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

158



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
0

63
1ｱ

06
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
18

歳
以

下
の

児
童

（
障

が
い

児
に

つ
い

て
は

20
歳

）
と

そ
の

児
童

を
扶

養
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

保
護

者
に

対
し

、
医

療
費

の
一

部
を

助
成

し
た

。
・

通
院

：
⾃

己
負

担
額

か
ら

月
の

初
回

か
ら

4回
目

ま
で

53
0円

を
控

除
し

た
額

・
⼊

院
：

⾃
己

負
担

額
か

ら
1日

に
つ

き
1,

20
0円

を
控

除
し

た
額

・
助

成
件

数
：

66
,3

52
件

低
所

得
の

ひ
と

り
親

家
庭

が
、

医
療

費
の

不
安

な
く

医
療

機
関

を
受

診
で

き
、

保
健

と
福

祉
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
者

世
帯

と
な

っ
て

お
り

、
特

に
⺟

子
家

庭
の

⺟
に

つ
い

て
経

済
的

⾃
立

が
で

き
る

よ
う

、
更

新
申

請
時

等
で

、
受

給
者

の
生

活
状

況
を

把
握

し
、

就
労

相
談

へ
つ

な
げ

る
。

こ
ど

も
政

策
課

21
1

63
1ｱ

07
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⼊

所
⺟

子
の

生
活

支
援

、
就

労
支

援
、

育
児

支
援

な
ど

を
実

施
し

、
家

庭
の

⾃
立

を
援

助
し

た
。

【
R6

⼊
所

者
】

 
⺟

11
人

 
児

童
16

人

⼊
所

⺟
子

が
⾃

立
で

き
る

よ
う

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
援

助
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
⼊

所
⺟

子
の

⾃
立

に
向

け
、

生
活

全
般

に
わ

た
る

視
点

で
の

相
談

援
助

を
行

う
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

159



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
2

63
1ｱ

08
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
新

潟
県

と
共

同
設

置
す

る
⺟

子
家

庭
等

就
業

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

就
業

相
談

や
求

人
開

拓
支

援
、

出
張

型
就

業
相

談
、

ま
た

、
弁

護
士

に
よ

る
養

育
費

相
談

を
実

施
し

た
。

相
談

者
の

⾃
立

に
必

要
な

支
援

⽅
法

が
提

示
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
⺟

子
、

⽗
子

問
わ

ず
相

談
に

応
じ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

160



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
3

63
1ｱ

09
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
14

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

10
人

■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
23

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

21
4

63
1ｱ

10
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
相

談
会

（
年

4回
）

を
開

催
弁

護
士

相
談

会
   

   
 

 2
回

 2
0人

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

相
談

会
  2

回
 2

9人

ひ
と

り
親

家
庭

の
抱

え
る

問
題

解
決

を
支

援
し

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

⾃
立

と
生

活
の

安
定

を
総

合
的

に
支

援
す

る
。

ひ
と

り
親

が
直

面
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

の
解

決
を

支
援

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
生

活
の

⾃
立

と
安

定
を

図
る

取
り

組
み

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

161



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
5

63
1ｱ

11
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
女

性
つ

な
が

り
サ

ポ
ー

ト
事

業
（

１
）

臨
床

心
理

士
に

よ
る

月
１

回
の

出
張

相
談

会
（

計
8回

実
施

）
相

談
件

数
23

件
（

2）
交

流
イ

ベ
ン

ト
に

よ
る

相
談

支
援

（
１

回
）

相
談

件
数

32
件

（
3）

連
携

会
議

（
1回

開
催

）
お

よ
び

相
談

員
研

修
会

の
開

催
（

2回
開

催
）

・
相

談
窓

口
カ

ー
ド

の
作

成
（

5,
00

0枚
作

成
）

⑴
⑵

で
必

要
な

人
に

生
理

用
品

を
提

供

⑴
相

談
員

と
と

も
に

現
状

の
問

題
を

整
理

し
、

今
後

を
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

⑵
様

々
な

女
性

が
集

ま
り

や
す

い
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

内
容

と
し

、
各

種
専

門
相

談
ブ

ー
ス

を
設

置
。

複
合

的
な

悩
み

に
は

他
の

相
談

員
に

繋
げ

、
各

支
援

機
関

の
紹

介
を

実
施

。
⑶

連
携

会
議

で
は

女
性

支
援

に
関

す
る

相
談

機
関

、
庁

内
関

係
部

署
と

の
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

研
修

会
は

女
性

相
談

に
携

わ
る

相
談

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
に

開
催

。
相

談
窓

口
カ

ー
ド

を
商

業
施

設
な

ど
に

設
置

し
、

相
談

窓
口

の
周

知
を

図
っ

た
。

女
性

支
援

に
携

わ
る

関
係

機
関

・
関

係
部

署
が

継
続

的
に

連
携

し
て

い
け

る
よ

う
な

体
制

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

162



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
6年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
6

63
1ｱ

12
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

養
育

費
履

行
確

保
事

業
R6

申
請

件
数

・
公

正
証

書
作

成
費

補
助

：
29

件
・

養
育

費
保

証
契

約
費

補
助

：
0件

・
強

制
執

行
申

立
て

費
用

補
助

：
0件

各
関

係
機

関
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

等
、

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
だ

。
更

な
る

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
事

業
内

容
へ

の
検

討
が

必
要

。

こ
ど

も
政

策
課

21
7

63
1ｲ

01
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
が

ひ
と

り
親

家
庭

か
ら

の
生

活
上

の
相

談
に

応
じ

、
新

潟
県

・
新

潟
市

ひ
と

り
親

家
庭

等
就

業
・

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
生

活
や

養
育

費
等

⾃
立

に
向

け
た

相
談

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

35
0件

 
⽗

子
：

11
3件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

21
8

63
1ｳ

01
女

性
相

談
員

が
様

々
な

生
活

上
の

困
難

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
、

困
難

を
抱

え
た

女
性

の
置

か
れ

た
状

況
に

合
っ

た
適

切
な

支
援

機
関

に
つ

な
ぎ

ま
す

。

男
女

共
同

参
画

課
が

女
性

相
談

員
の

総
括

を
行

い
、

相
談

等
に

関
す

る
助

言
や

研
修

、
相

談
員

相
互

の
情

報
交

換
等

を
行

い
、

女
性

相
談

員
の

資
質

と
相

談
技

術
の

向
上

に
努

め
た

（
相

談
件

数
2,

27
3件

）
。

相
談

等
に

関
す

る
助

言
や

研
修

、
情

報
交

換
等

を
通

じ
て

、
被

害
者

の
状

況
に

応
じ

た
関

係
機

関
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

男
女

共
同

参
画

課
が

女
性

相
談

員
の

総
括

を
行

い
、

相
談

体
制

の
強

化
や

助
言

、
必

要
な

研
修

、
女

性
相

談
員

相
互

の
情

報
交

換
を

行
い

、
資

質
及

び
技

術
の

向
上

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実
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令和６年度　アルザにいがた主催事業実施状況

男 女
その他
/不明

◆ 1
111イ01
421エ01

女性の生き方講座 3
こころの境界線 ～自分を守り相手も大切にする
方法～
（10/1・18人　10/8・21人　10/15・19人）

女性20人
【保育8人】

26 人 58 人 － 58 0 19.3 人 5 94.7%

2

111イ01
131ア01
413ア01
421エ01

男性の生き方講座
(子育て期)

3
パパスキルＵＰ！幸せがふえる家事育児
（9/1・11人　9/21・8人　9/27・11人）

0歳から小学生までの
お子さんを持つ父親各
21人
【保育8人】

19 人 30 人 30 － 0 10.0 人 9 100.0%

3

111イ01
222ア01
331ア01
332イ01
421エ01

女性の起業を
支援する講座

3
女性のための起業応援セミナー
 ～入門・きっかけづくり編～
（7/6・36人　7/13・31人　7/20・25人）

起業を考えているまた
は起業に関心のある女
性30人【保育12人】

47 人 92 人 － 92 0 30.7 人 10 95.8%

　◆ 4

111イ01
131ア01
413ア01
413イ01
421エ01

男性の生き方講座
(定年期)

2
定年入門 ～セカンドライフを楽しく生きる方法
～
（2/9・22人　2/23・26人）

定年前後の男性または
定年後のことを考えて
いる男性25人【保育5
人】

36 人 48 人 43 5 0 24.0 人 0 84.2%

　◆ 5

111イ01
131ア01
413ア01
421エ01

ジェンダーで社会
を考える講座

3

健康とジェンダー ～その見過ごされがちな関係
～
【第1回・第3回はオンライン開催】
（1/25・オンライン21人　2/1・会場19人
2/15・オンライン17人）

どなたでも35人
【保育7人】

37 人 57 人 20 37 0 19.0 人 1 82.9%

6
111イ01
421エ01

アンコンシャスバ
イアスについて考
える講座

1

適切な対話とつき合い方
 ～無意識の偏見と世代間のジェンダーギャップ
～
（8/24・43人）

どなたでも30人
【保育6人】

50 人 43 人 15 28 0 43.0 人 1 97.7%

7
111イ01
332ア01
421エ01

再就職支援講座 2

人生の後半をどう過ごす！？
 ～キャリアから考える自分らしい生き方・働き
方～
（2/9・24人　2/23・20人）

これから再就職やもっ
と違う働き方を考えた
い女性20人
【保育7人】

32 人 44 人 － 44 0 22.0 人 2 100.0%

8
111イ01
421エ01

相談室連携講座 5
私を大切にするための自己尊重講座
（5/24・29人　5/31・28人　6/7・24人
　6/14・23人　6/21・22人）

女性20人
【保育7人】

33 人 126 人 0 126 0 25.2 人 14 90.9%

9
111イ01
421エ01

相談に携わる方の
ための講座

1

性暴力被害者支援の現場から ～困難な問題を抱
える女性への支援に関する法律を相談に活かすた
めに～
（9/7・30人）

各種相談に携わってい
る方（優先）または関
心のある方50人【保育
7人】

29 人 30 人 7 19 4 30.0 人 1 68.0%

111イ01
114ア01
411ウ01
421エ01

1
はて？私の「翼」はどこにある！？
 ～生活と仕事と学びと私～
（12/7・12人）

どなたでも30人
【保育8人】

20 人 12 人 2 10 0 12.0 人 2 100.0%

111イ01
114ア01
131ア01
413ア01
421エ01

1
よそのおウチはどうしてる？「家事」座談会
（2/11・15人）

どなたでも20人
【保育8人】

17 人 15 人 3 11 1 15.0 人 3 86.7%

11

111イ01
113イ01
114ア01
421エ01

男女共同参画講座
１

1
男女共同参画研修【オンライン開催】
（5/28・15人　会場12人、オンライン3人）

アルザにいがた企画委員、
アルザフォーラム実行委
員、男女共同参画地域推進
員、公民館職員、地域推進
員事業担当の地域（総務）
課職員
【保育2人】

17 人 15 人 3 12 0 15.0 人 0 92.3%

12
111イ01
421エ01

男女共同参画講座
２

1
アルザdeシネマ「ずっと独身でいるつもり？」
（6/9・168人）

小学生以上200人
【保育15人】

258 人 168 人 38 118 12 168.0 人 9 77.6%

延べ講座参加者数 738 人 満足度平均 86.2%

№ 事業名・講座名
回
数

テーマ・内容（開催日） 対象・募集人数
応募
者数

延
参加者数

参考内訳
平均

参加者数
満足度

10 アルザdeカフェ

事業コード 保育

◆は、企画委員担当講座
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参考 男女共同参画審議会の開催概要 
 

○審議会 
第 1 回 令和 7 年 4 月 23 日 
  ・第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 
第２回 令和 7 年 6 月 4 日 
 （1）第 4 次新潟市男女共同参画行動計画実施事業（令和 6 年度実施事業）の 

評価について 
（2）第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 

第 3 回 令和 7 年 8 月 5 日 
  ・第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 
第 4 回 令和 7 年 9 月 12 日 
  ・第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 
第 5 回 令和 7 年 10 月 22 日 
 （1）第 4 次新潟市男女共同参画行動計画実施事業（令和 6 年度実施事業）の 

評価について 
（2）第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 

第 6 回 令和 8 年 2 月 17 日 
  ・第 5 次新潟市男女共同参画行動計画の策定について 
 

 
○評価部会 

第１回 令和 7 年 7 月 23 日 
第 2 回 令和 7 年 8 月 28 日 
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第１５期新潟市男女共同参画審議会委員（令和 8 年 2 月 17 日現在） 
              （氏名五十音順 敬称略） 

 氏名 役職名等 
１ 有森 直子 新潟大学医学部保健学科教授 

２ 大島 雅之 新潟県警察本部⽣活安全部人身安全対策課人身安全対策官 

３ 小奈 みどり 新潟市防災士の会女性部会 

４ 小菅 美穂子 新潟市立越前小学校校⻑ 

５ 齊藤 綾子 にいがた女性会議代表 

６ 佐藤 志津 ＮＰＯ法人女のスペース・にいがた事務局⻑ 

７ 杉原 名穂子 新潟大学人文学部准教授 

８ 田覚 麻由美 公募委員 

９ 橘 里香 弁護士 

10 仲屋 淳 新潟日報社編集局論説編集委員 

11 三須 正明 連合新潟地域協議会副議⻑ 

12 南 圭祐 新潟商工会議所中小企業振興部⻑ 

13 山本 星来 公募委員 

14 吉田 健太 ファザーリング・ジャパンにいがた代表 

15 渡邉 稔 新潟労働局雇用環境・均等室 雇用環境改善・均等推進監理官 
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